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はじめに 

 

平成 16 年（2004 年）に埼玉県感染症情報センターが県庁から埼玉県衛生研

究所に移管されてから 16 年が経過しました。病原体の検出状況も含め、感染症

の発生に関する情報を一元的に集約し、必要な情報をわかりやすく県民や関係

機関に発信していくためには、衛生研究所の感染症に関する専門性を活かした

取り組みが必要です。当所では、感染症情報を扱う「感染症疫学情報担当」と、

病原体の専門検査を担当する「ウイルス担当」、「臨床微生物担当」が連携し、必

要な情報を共有・分析・提供できるよう、3 つの担当が連携して感染症情報セン

ターを運用しています。 

令和元年（2019 年）には大きな国際イベントとしてラグビーワールドカップ

が開催され、埼玉県では熊谷市において大会が開催されました。大会開催に合わ

せて疑似症サーベイランスを実施し、今年度行われる予定の東京オリンピック・

パラリンピックに備えてきたところですが、結果的には COVID-19 の世界的流

行の影響によって東京オリンピック・パラリンピックは延期されることとなっ

てしまいました。振り返って今シーズンのインフルエンザの発生状況を見てみ

ると、AH3 がほとんど検出されず、令和 2 年（2020 年）1 月に入ってからイン

フルエンザ全体の報告数が急に減少するなど、例年とは明らかに異なる傾向が

認められていましたが、COVID-19 との因果関係についてははっきりしていま

せん。日々、COVID-19 への対応に追われながら過ごす中、感染症の流行予測の

難しさと重要性をあらためて感じているところです。 

このたび、令和元年の感染症発生状況および令和元年度の事業について第 16

号の事業報告として取りまとめました。皆様からの忌憚のないご意見、ご指導を

よろしくお願い申し上げまして、巻頭のご挨拶とさせていただきます。 

 

令和 2 年 7 月 

 

埼玉県衛生研究所 

        所長  本多 麻夫 
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Ⅰ  概要  

1 沿革  

埼玉県感染症情報センターは平成 16 年 4 月、県医療整備課 (現保健医

療政策課 )から衛生研究所に移管設置された。衛生研究所では、移管以前

か ら 感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 に 基 づ く 病 原 体 情 報 ・ 患 者 情 報 の 集 計 及 び

還 元 を 行 っ て い た が 、 情 報 セ ン タ ー の 移 管 は こ れ ら の 総 合 的 な 解 析 及 び

還元を効率的に行うことを目的としたものである。  

衛生研究所の組織は、感染症情報センター移管前の平成 13 年度の組織

改正によりウイルス担当と臨床微生物担当の体制が整備された。さらに、

患 者 発 生 情 報 を 担 当 す る 部 門 と し て 感 染 症 疫 学 情 報 担 当 が 組 織 さ れ 、 現

在の感染症情報センターを構築している。  

感染症疫学情報担当は、感染症情報センターの移管に合わせ、2 名が増

員 さ れ 、 疫 学 情 報 に 特 化 し た 担 当 と し て 解 析 機 能 な ど 専 門 機 能 の 強 化 が

行われた。それに伴い検査部門との連携事業として「 O157 等感染症発生

原 因 調 査 事 業 」 に 代 表 さ れ る 情 報 収 集 解 析 還 元 機 能 を 一 元 的 に 管 理 す る

ほか、保健所が行う疫学調査への技術的支援も業務としている。さらに、

平成 19 年度に、さいたま市感染症情報センターがさいたま市健康科学研

究センターに設置され、基幹感染症情報センターの役割も担っている。  

平 成 25 年 度 末 に は 、 さ い た ま 市 桜 区 か ら 比企 郡 吉 見 町 へ 庁 舎 を 移 転

し、平成 26 年 4 月から吉見町庁舎での業務を本格稼働した。これに伴

い 、 老 朽 化 設 備 の 更 新 及 び 遺 伝 子 解 析 機 器 を 中 心 と し た 検 査 機 器 の 充 実

により、ウイルス担当及び臨床微生物担当の検査機能の強化が図られた。 

平成 28 年 4 月には、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律 (感染症法 )の一部を改正する法律 (平成 26 年法律第 115 号 )」

の施行により、感染症法における情報収集体制の強化が図られた。感染症

情 報 セ ン タ ー で は 、 感 染 症 法 に 基 づ き 収 集 さ れ る 検 体 及 び 病 原 体 の 検 査

について、検査業務を管理するための業務管理者の設置を検討し、感染症

検査室長を新たに設置した (図Ⅰ -2 -1)。  

令 和 元 年 度 の 感 染 症 情 報 セ ン タ ー を 構 成 す る 各 担 当 の 事 務 分 掌 は 、 以

下のとおりである。  

・感染症疫学情報担当  

健康に関する疫学的調査研究  

感染症疫学情報に関する調査・解析  

・臨床微生物担当  

細菌感染症に関する試験検査・調査研究  

・ウイルス担当  
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ウイルス感染症に関する試験検査・調査研究  

 

2 組織  

副 所 長 直 属 の 感 染 症 疫 学 情 報 担 当 と 感 染 症 検 査 室 長 以 下 、 臨 床 微 生 物

担当及びウイルス担当の三担当で構成される。三担当の職員数は、感染症

疫学情報担当 (データ入力のための会計年度任用職員を含む )8 名、臨床微

生物担当 9 名、ウイルス担当 8 名の計 25 名である。 (令和 2 年 4 月現在 )  

 

 

図Ⅰ -2 -1 埼玉県衛生研究所組織図と感染症情報センター  

  

総務担当

室長

副所長 企画・地域保健担当

室長 精度管理担当

感染症疫学情報担当

所長 副所長 臨床微生物担当

室長

ウイルス担当

（室長） 食品微生物担当

副所長 生体影響担当
食品微生物検査室長兼務

室長 薬品担当

水・食品担当

感染症情報センター
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3 業務の概要  

埼 玉 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー は 、 衛 生 行 政 の 科 学 的 か つ 技 術 的 中 核 機 関

として、本庁関係各課及び保健所等との密接な連携の下に、感染症に関す

る調査、研究、検査、研修、指導を担当する。県内における集団感染発生

時 に 備 え た 迅 速 な 検 査 実 施 体 制 の 整 備 に 努 め て い る ほ か 、 集 団 感 染 の 予

防のための事業も展開している。また、国立感染症研究所や他の地方衛生

研 究 所 な ど 国 内 研 究 機 関 及 び 海 外 か ら の 情 報 収 集 に 努 め 、 感 染 症 対 策 の

情報収集機関として、公衆衛生情報等の収集、解析及び提供を行っていく

ものとされている (埼玉県感染症予防計画 )。各担当の令和元年度の業務内

容は以下のとおりである。  

 

(1 ) 感染症疫学情報担当  

感 染 症 疫 学 情 報 担 当 で は 、 感 染 症 の 予 防 に 有 用 な 情 報 を 得 る こ と を 目

的に以下の業務を行っている。  

 

a . 感染症発生動向調査  

感染症発生動向調査事業は、感染症法第 12 条から 16 条の施策と位置

づ け ら れ 、 医 師 等 の 医 療 関 係 者 の 協 力 の も と 実 施 さ れ て い る 全 国 サ ー ベ

イランスである。担当では、基幹地方感染症情報センターとして県内全域

の患者情報の収集・分析・情報提供を行っている。  

疾患別では、二類感染症の結核は 1,244 人の届出があり前年より増加

した。三類感染症は、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス及

びパラチフスの 4 疾患で計 163 人の届出があった。四類感染症では E 型

肝炎、A 型肝炎、チクングニア熱、つつが虫病、デング熱、日本紅斑熱、

ボツリヌス症、マラリア、類鼻疽、レジオネラ症及びレプトスピラ症の 11

疾患で計 178 人の届出があった。疾患数は前年の 8 疾患を上回った。ま

た、五類全数把握対象疾患では、アメーバ赤痢、ウイルス性肝炎 (E 型・

A 型を除く )、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症、急性弛緩性麻痺

(急性灰白髄炎を除く )、急性脳炎、クロイツフェルト・ヤコブ病、劇症型

溶血性レンサ球菌感染症、後天性免疫不全症候群、侵襲性インフルエンザ

菌感染症、侵襲性肺炎球菌感染症、水痘 (入院例 )、先天性風しん症候群、

梅毒、播種性クリプトコックス症、破傷風、バンコマイシン耐性腸球菌感

染症、百日咳、風しん、麻しん、薬剤耐性アシネトバクター感染症の 20

疾患で計 1,608 人の届出があった。急性脳炎、後天性免疫不全症候群、播

種 性 ク リ プ ト コ ッ ク ス 症 及 び 麻 し ん の 届 出 数 は 前 年 よ り 大 き く 増 加 し た 。

定点把握対象疾患では、インフルエンザ、RS ウイルス感染症、手足口病、
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伝染性紅斑、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ肺炎、感染性胃腸炎 (ロタ

ウイルス )、 イ ン フ ル エ ン ザ (入院患者 )、 薬 剤 耐 性 緑 膿 菌 感 染 症 及 び 性 器

ヘルペスウイルス感染症の報告数は前年より増加した。  

 

b . O157 等感染症発生原因調査  

O157 等感染症発生原因調査事業は、平成 14 年度から開始した県単独

事業である。感染症疫学情報担当では、感染症法第 15 条に基づき保健所

が実施した疫学調査結果の収集、解析及び還元を行っている。本調査事業

は 、 各 保 健 所 で 実 施 さ れ た 疫 学 調 査 結 果 と 患 者 等 か ら 分 離 さ れ た 菌 株 を

積 極 的 に 感 染 症 情 報 セ ン タ ー へ 収 集 し 、 患 者 間 の 関 連 性 を 検 討 す る こ と

で、散発的に発生する患者の中から Dif fuse  Outbreak を早期に探知する

ことを目的として、県内保健所設置自治体の協力を得て実施している。  

解析結果は、6 月から 11 月にかけて保健所等関係機関へ 7 回還元した。  

 

c . 埼玉県予防接種実施状況調査  

本 調 査 は 、 予 防 接 種 事 業 の 課 題 評 価 に 資 す る 目 的 で 県 内 各 市 町 村 が 前

年 度 ま で に 実 施 し た 定 期 予 防 接 種 の 実 施 状 況 を 調 査 し 、 そ の 結 果 を 還 元

している。県独自に実施している。  

本年度の調査では、平成 30 年度の予防接種実施結果と令和元年度の予

防接種実施計画について調査した。調査は、平成 31 年 4 月に県内各市町

村宛て調査票を配布し、留め置き式のアンケートにより実施した。回収し

た調査票をもとに、生年別接種者割合の算出、前年までの調査結果と併せ

生 年 別 接 種 完 了 率 の 算 出 等 解 析 評 価 を 行 い 埼 玉 県 予 防 接 種 調 査 資 料 集 に

まとめ、関係機関への情報提供を行った。  

 

d . 感染症重大事案対策事業における感染症強化サーベイランス  

平成 30 年度から始まった本事業は、感染症の発生を迅速に探知し原因

を迅速に解明することで、感染症のまん延防止を図るものである。また、

マ ス ギ ャ ザ リ ン グ に お け る 感 染 症 の 早 期 探 知 と 原 因 究 明 は 強 く 求 め ら れ

ている。感染症疫学情報担当では、ラグビーワールドカップ開催期間 (9 月

~10 月 )及び東京オリンピック・パラリンピック開催予定期間 (7 月 ~9 月 )

に合わせて、感染症の発生を早期に探知することを目指し、感染症強化サ

ーベイランスを実施した。  

 

e . 健康危機管理業務  

令和元年 7 月、WHO はコンゴ民主共和国におけるエボラ出血熱の再流
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行を受け緊急事態宣言を出した。この関連では、第一種感染症指定医療機

関 に 検 体 搬 送 用 器 具 類 を 配 備 し て 緊 急 時 対 応 が 可 能 な 状 態 を 保 持 し て い

る。  

令和元年は年当初から 5 月にかけて大都市での麻しんの流行がみられ、

埼玉県でも前年を上回る 35 人の届出があった。風しんは関東の 4 都県で

前年からの大きな流行が続き、埼玉県では前年と同水準の 198 人の届出

があった。麻しん及び風しん患者報告の増加に対しては、所内ウイルス担

当 及 び 県 庁 保 健 医 療 部 と 連 携 し て 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等 に よ る 迅 速 な 情 報 提

供を行った。  

 

f . 相談・研修業務  

感 染 症 に 関 す る 相 談 は 、 保 健 所 を は じ め と す る 行 政 機 関 の ほ か ホ ー ム

ページ閲覧者等からの問い合わせを含め年間約 100 件を数えた。また、

感染症に関する研修は、保健所職員等を対象にした技術研修を計 3 回実

施した。  

 

g . 人材育成  

 平成 29 年度から、感染症疫学情報担当者を育成することを目的に、担

当内職員によるサーベイランスミーティングを行うことにした。これは、

担 当 業 務 に 精 通 し た ベ テ ラ ン 職 員 が 中 心 と な り 、 発 生 動 向 調 査 等 に 関 す

る様々な事案について情報提供し、意見交換するものである。令和元年度

は、合計 12 回開催した。  
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(2 ) 臨床微生物担当  

臨床微生物担当は、三類感染症のコレラ、赤痢、腸チフス・パラチフス、

腸管出血性大腸菌感染症などの腸管系細菌感染症、二類感染症の結核、四

類感染症のレジオネラ症、五類感染症の百日咳、A 群溶血性レンサ球菌感

染症などの呼吸器系細菌感染症、五類感染症の薬剤耐性菌感染症、リケッ

チア症等に関する病原体の検査・研究を行っている。  

 

a . 腸管系細菌検査  

令和元年の検査実績は 1,435 件であった。感染症法の三類感染症につ

いて、届出患者に係る家族及び接触者等の細菌検査は、1,139 件であった。

医療機関等で分離された腸管系感染症病原菌の同定検査は、コレラ菌、赤

痢菌、チフス菌、腸管出血性大腸菌、サルモネラなど 296 件であり、こ

のうち発生動向調査による病原体検査は 162 件であった (表Ⅰ -3 -1)。  

 

表Ⅰ -3 -1 腸管系細菌検査数 (令和元年 )  

 

 

b . 呼吸器系細菌及び薬剤耐性菌検査  

呼吸器系細菌の検査は、4,663 件、4,964 項目であった。感染症法四類、

五類の感染症発生動向調査による病原体検査は、溶血性レンサ球菌、レジ

オネラ属菌、百日咳菌、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌 (CRE)をはじめ

とする薬剤耐性菌など、100 株の同定検査を行った。また、レジオネラ属

菌 検 査 で は 、 レ ジ オ ネ ラ 症 患 者 発 生 に 伴 う 原 因 調 査 及 び 特 定 建 築 物 の 冷

却塔水等、合わせて 145 件実施した。一方、二類感染症である結核菌の

検 査 は 、 喀 痰 の 塗 抹 培 養 検 査 30 件 、 患 者 発 生 に よ る 原 因 調 査 の た め の

VNTR 法による遺伝子解析を 256 件実施した。また、結核接触者健診と

して、結核菌 IGRA 検査では、 QFT 検査を 4,021 件、 T スポット TB 検

区　　分

検査項目 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数

培養検査

　患者家族等 1,138 1,138 1 1 0 0 1,139 1,139

菌株同定検査

　コレラ菌 0 0 0 0 3 9 3 9

　赤痢菌 9 36 0 0 0 0 9 36

　ﾁﾌｽ菌等サルモネラ 3 9 0 0 124 372 127 381

　腸管出血性大腸菌 150 750 0 0 7 35 157 785

　その他 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 1,300 1,933 1 1 134 416 1,435 2,350

行政検査 依頼検査 調査・研究 合　計
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査を 109 件実施した (表Ⅰ -3 -2)。  

 

表Ⅰ -3 -2 呼吸器系細菌検査数 (令和元年 )  

 

 

c . 寄生虫及びリケッチア等の検査  

寄生虫及びリケッチア等の検査は 146 件、147 項目であった。このうち

行政検査は発生動向調査が 3 件あった。  

動物由来感染症対策として実施している犬・猫、アライグマ等の動物由

来検体の検査は、平成 31 年 4 月 1 日より生体影響担当に移管したため、

検査数は 1 月 1 日～ 3 月 31 日までのデータとなる。糞便等についてはエ

キノコックス、アライグマ回虫などの寄生虫検査を 89 件行った。また、

咽頭拭い液についてはコリネバクテリウム  ウルセランスの検査を 54 件

実施した (表Ⅰ -3 -3)。   

区　　分

検査項目 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数

レジオネラ属菌培養検査 142 264 3 3 0 0 145 267

結核菌IGRA検査

　QFT検査 4,021 4,021 0 0 0 0 4,021 4,021

　TスポットTB検査 104 104 5 5 0 0 109 109

結核菌喀痰検査 30 90 0 0 0 0 30 90

結核菌等VNTR検査 186 186 70 70 0 0 256 256

結核菌薬剤感受性検査 2 2 0 0 0 0 2 2

感染症発生動向調査

　A群溶血性レンサ球菌 8 23 0 0 0 0 8 23

　インフルエンザ菌 1 2 0 0 0 0 1 2

　レジオネラ属菌 27 66 0 0 0 0 27 66

　ボツリヌス菌 4 8 0 0 0 0 4 8

　髄膜炎菌 1 2 0 0 0 0 1 2

　肺炎球菌 2 4 0 0 0 0 2 4

　CRE 47 94 6 12 0 0 53 106

　VRE 3 6 0 0 0 0 3 6

　MDRA 1 2 0 0 0 0 1 2

合　　計 4,579 4,874 84 90 0 0 4,663 4,964

行政検査 依頼検査 調査・研究 合計
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表Ⅰ -3 -3 寄生虫・リケッチア等検査数 (令和元年 )  

 

 

d . 特定病原体等の管理  

 当所は感染症法に規定された特定病原体等を所持しており、「埼玉県衛

生研究所病原体等安全管理規程」に則り適正に管理している。  

 令和元年度は、所内の病原体取扱い者に対し、病原体の取扱いに関する

研修会を教育訓練研修として 7 回実施した。 2 月には例年実施している、

地震発生を想定した「緊急時対応実地訓練」を行った。  

 

  

区　　分

検査項目 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数 件数 項目数

感染症発生動向調査

　日本紅斑熱 1 2 0 0 0 0 1 2

　ライム病 2 2 0 0 0 0 2 2

犬･猫糞便病原体検査 － － － － 6 6 6 6

犬･猫咽頭拭い液検査 － － － － 6 6 6 6

ｱﾗｲｸﾞﾏ等糞便病原体検査 － － － － 83 83 83 83

ｱﾗｲｸﾞﾏ等咽頭拭い液検査 － － － － 48 48 48 48

合　　計 3 4 0 0 143 143 146 147

行政検査 依頼検査 調査・研究 合　計
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(3 ) ウイルス担当  

ウイルス担当は、主に感染症法における二類、四類、五類及び新型イン

フルエンザ等感染症の病原体について検査及び調査・研究を行っている。

ウイルス検査実施状況は表Ⅰ -3 -4 に示すとおりである。  

 

表Ⅰ -3 -4 ウイルス検査実施状況 (受付日集計 ) (令和元年 )  

 

 

a . 感染症発生動向調査事業  

  麻しん、風しん、インフルエンザ等感染症法が規定する二類、四類、五

類 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 を 対 象 と し た 感 染 症 発 生 動 向 調 査 病

原体検査は 2,169 検体 (川越市保健所 91 検体、越谷市保健所 215 検体、

川口市保健所 289 検体の依頼検査を含む )を受付け、ウイルス分離及び各

項目の遺伝子検査を適宜実施した。実施した項目数はのべ 14,276 項目で

あった。平成 28 年 4 月の感染症法改正以降、検査検体数、項目数とも

年々増加している。 (平成 28 年 1,004 検体、検査項目数 10,250、平成 29

年 1,287 検体、検査項目数 12,398、平成 30 年 1,937 検体、検査項目数

14,077)  

 二 類 感 染 症 は 患 者 、 疑 い 例 と も 県 内 発 生 は な く 、 検 体 の 搬 入 は な か っ

た。四類感染症は A 型肝炎 7 検体 (6 症例 )、 E 型肝炎 13 検体 (11 症例 )、

デング熱 (デング出血熱含む )16 検体 (14 症例 )、チクングニア熱 2 検体 (2

検体数 項目数 検体数 項目数 検体数 項目数 検体数 項目数

感染症発生動向調査 1,574 11,092 595 3,184 0 0 2,169 14,276

二類感染症(再掲） 0 0 0 0 0 0 0 0

四類感染症(再掲）

A型肝炎 7 18 0 0 0 0 7 18

E型肝炎 13 31 0 0 0 0 13 31

デング熱 6 28 10 42 0 0 16 70

チクングニア熱 0 0 2 6 0 0 2 6

重症熱性血小板減少症候群 3 35 1 3 0 0 4 38

五類感染症/全数把握・(再掲）

急性弛緩性麻痺 0 0 6 94 0 0 6 94

急性脳炎 42 639 17 274 0 0 59 913

先天性風しん症候群 0 0 7 18 0 0 7 18

風しん 256 1,300 115 361 0 0 371 1,661

麻しん 464 2,766 232 788 0 0 696 3,554

インフルエンザ(再掲） 575 3,523 144 948 0 0 719 4,471

インフルエンザウイルス薬剤耐性調査　 76 97 0 0 28 28 104 125
集団胃腸炎検査（食中毒疑いを含む） 429 533 0 0 0 0 429 533
麻しん抗体検査（流行予測調査） 182 182 0 0 0 0 182 182
HIV確認検査 9 28 0 0 0 0 9 28
その他のウイルス検査 6 54 0 0 0 0 6 54
所費研究 0 0 0 0 153 741 153 741
合       計 2,276 11,986 595 3,184 181 769 3,052 15,939

検査項目
行政検査 依頼検査 調査研究 総数
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症例 )、重症熱性血小板減少症候群 (SFTS)  4 検体 (2 症例 )を受付けた。四

類 感 染 症 の ウ イ ル ス 検 査 状 況 、 患 者 渡 航 歴 等 は さ い た ま 市 分 と 合 わ せ て

Ⅱ事業報告 1(2)病原体情報の項に記載した。  

 五類感染症全数把握疾患では急性弛緩性麻痺、急性脳炎、先天性風しん

症候群、風しん、麻しん検体を受付けた。急性弛緩性麻痺は 6 検体 (1 症

例 )を検査し、ヒトパレコウイルス 3 型及び EB ウイルスを検出した。急

性脳炎は 59 検体 (19 症例 )を検査し、うち 10 症例でウイルスが検出され

た。ヒトパレコウイルス 3 型が 3 症例、インフルエンザウイルス AH3 型、

HHV6 型、ロタウイルス A 群、エンテロウイルス型別不明が各 1 症例か

らの検出であった。先天性風しんは、 7 検体 (3 症例 )を検査し、風しんウ

イルスは検出されなかった。風しんは 371 検体 (136 症例 )検査し前年と比

較しほぼ同程度の検査数であった。一方、麻しんは 696 検体 (259 症例 )を

検査し、前年の 318 検体 (115 症例 )の 2 倍を超える検査数となった。麻し

ん 、 風 し ん と も 特 定 感 染 症 予 防 指 針 に よ り 報 告 症 例 の 全 て に つ い て 可 能

な 限 り ウ イ ル ス 遺 伝 子 検 査 等 を 実 施 す る よ う 示 さ れ て お り 、 風 し ん は 前

年 8 月から全国的に患者が 5 年ぶりに増加し、当県においても同時期か

ら急激な検体数の増加が認められた。一方、麻しんは近年、全国各地で渡

航歴のある感染者からの 2 次感染や感染源を不明とする患者の発生が確

認 さ れ て い る 。 当 所 に 搬 入 さ れ た 風 し ん 及 び 麻 し ん 検 体 数 と ウ イ ル ス 検

出数を月別に表Ⅰ -3 -5、表Ⅰ -3 -6 に示した。五類感染症全数把握疾患 4 疾

患の検査状況の詳細は、さいたま市分と合わせてⅡ事業報告 1(2)病原体

情報の項に記載した。  

五類感染症定点把握疾患のうち、改正感染症法第 14 条の 2 で指定され

た イ ン フ ル エ ン ザ (イ ン フ ル エ ン ザ 様 疾 患 含 む )で 当 所 に 搬 入 さ れ た 検 体

数は 719 検体であった。また、表Ⅰ -3 -7 には、平成 31 年 1 月 1 日から

令和元年 12 月 31 日に採取された 727 検体の検査状況を示した。 1 月～

8 月 (2018/2019 シ ー ズ ン )で は 、 AH3 型 が 最 も 多 く 検 出 さ れ 、 次 い で

AH1pdm09 が多く検出された。 9 月～ 12 月 (2019/2020 シーズン )に入る

と AH1pdm09 が最も多く検出され、AH3 型、B 型ウイルスとも検出数は

10 件未満となった。インフルエンザの病原体検出結果の詳細については、

さいたま市分と合わせてⅡ事業報告 1(2)病原体情報の項に記載した。イ

ン フ ル エ ン ザ に 関 し て は 感 染 症 発 生 動 向 調 査 の 一 環 と し て 抗 イ ン フ ル エ

ン ザ 薬 耐 性 株 サ ー ベ イ ラ ン ス を 実 施 し て い る 。 調 査 対 象 の 抗 イ ン フ ル エ

ン ザ 薬 は ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼ 阻 害 薬 で あ る 。 令 和 元 年 に 搬 入 さ れ た 検 体 か

ら得られたインフルエンザ分離株 AH1pdm09 76 株、AH3 型 15 株、B 型

13 株について調査した結果、耐性変異を持つ株は検出されなかった。  
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イ ン フ ル エ ン ザ 以 外 の 五 類 定 点 把 握 対 象 疾 患 で は 、 検 体 数 が 多 い 順 に

無菌性髄膜炎 69 検体 (22 症例 )、 RS ウイルス感染 63 検体、手足口病 54

検体、咽頭結膜熱と感染性胃腸炎が各 26 検体、流行性角結膜炎 8 検体、

へルパンギーナ 7 検体等を受付けた。五類感染症定点把握疾患の病原体

検出結果の詳細は、さいたま市分と合わせてⅡ事業報告 1(2)病原体情報

の項に記載した。  

 

b . 流行予測調査  

麻しん感受性調査として、県内の献血ルームで採取されたヒト血液 182

検体を用いて麻しん抗体の検査を実施した。抗体検査結果を表Ⅰ -3 -8 に

示した。麻しんの感染予防に十分な免疫を保有していると考えられる PA

抗体価 (128 倍以上 )を保有していない者の割合は、全体で 10.9%であった。 

 

c . 集団胃腸炎検査  

食中毒 427 検体、集団胃腸炎の行政検査 2 検体の計 429 検体について、

ノロウイルス等合計 533 項目の検査を実施した。食中毒における月別検

体受付数と検出ウイルス数を表Ⅰ -3 -9 に示した。検出ウイルスはノロウ

イルスが最も多く 127 検体 (遺伝子群 (G)Ⅱ 111 件、 GⅠ 13 件、 GⅠ GⅡ共

に検出 3 件 )から、次いでサポウイルスが 14 検体から検出された。他に

ロタウイルス A 群が 4 検体から検出された。  

 

d . HIV 抗体検査  

保健所及び県特設会場で受検受付をしている HIV 抗体検査のうち追加

検査、確認検査が必要となった 9 検体の検査を実施し、 4 検体が陽性、 2

検体が陰性、 3 検体が保留であった。  

 

e．その他のウイルス検査  

行政検査として施設における呼吸器感染症の集団発生 1 事例 6 検体を

受け付け、パラインフルエンザ 3 型ウイルスが検出された。  

 

f . 調査研究  

所費研究「下水処理施設における流入水の腸管系ウイルスの実態調査」

(平成 30 年度メディカルラボコミュニケーション事業により引継 )流入水

及び放流水計 96 検体に含まれる腸管系ウイルスについて調査した。また、

当所で分離したインフルエンザウイルス 57 株の HA 遺伝子解析を実施し

た。  
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g．感染症重大事案対策事業  

本事業に基づき、脳炎、脳症および無菌性髄膜炎等重症例について次世

代シーケンサーによる検査を実施した (Ⅱ事業報告 4(2)新たな検査体制導

入後の実施状況の項参照 )。  

 

表Ⅰ -3 -5 風しん検体の月別検査状況 (令和元年 )  

 
 

表Ⅰ -3 -6 麻しん検体の月別検査状況 (令和元年 )  

 
 

表Ⅰ -3 -7 月別インフルエンザ検査状況 (令和元年 )  

 

  

検体採取月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

検査検体数 30 29 15 48 67 77 49 21 8 14 0 13 371

検査症例数 11 10 7 18 24 28 18 7 3 5 0 5 136

風しんウイルス＊検出
検体数

6 8 3 22 28 25 8 4 2 2 0 0 108

風しんウイルス＊検出
症例数

3 4 2 9 11 13 4 2 1 1 0 0 50

*ワクチン株を除く

検体採取月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

検査検体数 8 35 90 66 112 170 40 25 81 42 12 15 696

検査症例数 3 13 34 25 43 65 14 8 29 14 5 6 259

風しんウイルス＊検出
検体数

2 9 6 5 18 17 2 0 12 0 0 0 71

風しんウイルス＊検出
症例数

1 4 3 2 7 6 1 0 4 0 0 0 28

*ワクチン株を除く

受付月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

受付検体数 193 121 47 56 25 9 5 6 12 16 42 195 727

インフルエンザウイルス
検出数

AH1pdm09 71 21 10 9 1 2 2 4 9 14 39 179 361

AH3 114 90 23 13 4 1 1 2 1 249

A 2 2

B 3 2 5 29 19 3 1 7 69
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表Ⅰ -3 -8 麻しん PA 抗体価測定結果 (令和元年 )  

 

 

表Ⅰ -3 -9 月別集団発生胃腸炎検査状況 (令和元年 )  

 

 

  

16倍未満 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍 2048倍 4096倍
8192倍
以上

男性 20-24 1 1 2

25-29 2 5 7

30-34 2 3 1 2 1 9

35-39 1 1 1 1 1 5 1 11

40- 1 2 9 10 20 23 19 10 10 3 107

男性小計 人 1 1 3 11 12 26 31 26 11 11 3 136

％ 0.7 0.7 2.2 8.1 8.8 19.1 22.8 19.1 8.1 8.1 2.2 100.0

女性 20-24 1 1 1 1 1 5

25-29 2 2

30-34 4 2 1 7

35-39 2 1 1 4

40- 2 4 6 3 7 4 2 28

女性小計 人 1 0 0 3 5 13 7 10 5 0 2 46

％ 2.2 0.0 0.0 6.5 10.9 28.3 15.2 21.7 10.9 0.0 4.3 100

総計 人 2 1 3 14 17 39 38 36 16 11 5 182

％ 1.1 0.5 1.6 7.7 9.3 21.4 20.9 19.8 8.8 6.0 2.7 100.0

性別 年齢
PA　抗体価　

総計

受付月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

受付検体数 25 78 54 31 43 25 46 38 6 13 5 63 427

ウイルス検出数

ノロウイルスGⅡ 12 38 13 4 7 6 1 33 114

ノロウイルスGⅠ 2 10 1 3 16

サポウイルス 14 14
ロタウイルスA群 4 4
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Ⅱ  事業報告  

 ここでは、感染症情報センターが行った事業について紹介する。感染

症発生動向調査のように通常年単位で報告する事業は、年単位の集計結

果を記載した。  

 

1 感染症発生動向調査  

埼玉県では、感染症法に基づき、感染症に関する情報の収集及び公表を

目 的 と し た 感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス を 感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 と し て 実 施

している。本事業は、その実施要綱に基づき、地方自治体及び医師等医療

関 係 者 の 協 力 と 国 と の 連 携 に よ り 事 業 体 制 が 構 築 さ れ て い る 。 当 セ ン タ

ー は 、 県 内 に 設 置 さ れ て い る 政 令 指 定 都 市 及 び 保 健 所 設 置 市 の 協 力 の も

と 、 基 幹 情 報 セ ン タ ー と し て 県 内 の 感 染 症 情 報 の 収 集 及 び 公 表 を 行 っ て

いる (図Ⅱ -1 -1)。  

 

 
図Ⅱ -1 -1 感染症発生動向調査による情報 (患者・病原体 )の流れ  
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令和元年の発生動向調査では、「感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令 (平成 31 年厚生労働

省令第 13 号 )」が平成 31 年 2 月 14 日に公布され、より効果的に感染症

の 発 生 動 向 を 把 握 す る こ と を 目 的 に 、 疑 似 症 の 定 義 及 び 指 定 届 出 機 関 の

指定の基準が変更された。この変更は平成 31 年 4 月 1 日から施行され

た。  

また、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行

規則第 4 条第 6 項の規定に基づき厚生労働大臣が定める 5 類感染症及び

事項の一部を改正する件 (平成 30 年厚生労働省告示第 365 号 )」及び感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12 条第 1 項及

び第 14 条第 2 項に基づく届出の基準の別紙「医師及び指定届出機関の管

理者が都道府県知事に届け出る基準」の一部改正が行われた。この改正の

目的は、後天性免疫不全症候群及び梅毒について、より有効な対策を講じ

るための詳細な発生動向の情報収集である。この変更は平成 31 年 1 月 1

日から施行された。  

本資料では、全数把握疾患は診断日が平成 31 年 1 月 1 日から令和元年

12 月 31 日に属する届出を、定点把握疾患のうち、週単位報告疾患は第 1

週 (平成 30 年 12 月 31 日～平成 31 年 1 月 6 日 )から 52 週 (令和元年 12 月

23 日～ 29 日 )まで、月単位報告疾患は 1 月から 12 月までの報告を集計し

県内の動向をまとめた。また、全数把握疾患の病原体については、1 月 1

日から 12 月 31 日に県内の医療機関、埼玉県衛生研究所、さいたま市健

康科学研究センター、川越市保健所、越谷市保健所及び川口市保健所で検

出された検査成績をまとめた。定点把握疾患の病原体については、同期間

に 病 原 体 定 点 で 採 取 さ れ 埼 玉 県 衛 生 研 究 所 、 さ い た ま 市 健 康 科 学 研 究 セ

ンター、川越市保健所、越谷市保健所及び川口市保健所で検出された検査

成績をまとめた。なお、本報告に用いたデータは、令和 2 年 2 月に感染

症発生動向調査システムから収集した。  

 

(1 ) 患者情報  

a . 全数把握対象疾患  

全 数 把 握 対 象 疾 患 は 、 一 類 か ら 四 類 感 染 症 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等

感染症は診断後直ちに、五類感染症 (侵襲性髄膜炎菌感染症、風しん及び

麻しんは診断後直ちに届出 )は 7 日以内に診断した医師から届出られる疾

患である。  

 

(a ) 一類・二類感染症  
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一類感染症は、患者、疑似症患者及び無症状病原体保有者が届出の対象

となるが、令和元年は疑似症を含め届出はなかった (表Ⅱ -1 -1)。  

二類感染症は、結核 1,244 人の届出があり、その他の二類感染症の届

出はなかった (表Ⅱ -1 -1)。  

 

表Ⅱ -1 -1  一類・二類・三類感染症  届出数  

 

 

結核は、前年の 1,165 人と比べ大きく増加した。類型別では、患者 739

人、無症状病原体保有者 (潜在性結核感染症 )500 人、疑似症 5 人であった。  

 

表Ⅱ -1 -2 結核  年齢階級別届出数 (令和元年 )  

 

埼玉県
疾  患  名 令和元年 平成30年 平成29年

エボラ出血熱 0 0 0
クリミア・コンゴ出血熱 0 0 0
痘そう 0 0 0
南米出血熱 0 0 0
ペスト 0 0 0
マールブルグ病 0 0 0
ラッサ熱 0 0 0
急性灰白髄炎 0 0 0
結核 1,244 1,165 1,301
ジフテリア 0 0 0
重症急性呼吸器症候群 0 0 0
中東呼吸器症候群 0 0 0
鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） 0 0 0
鳥インフルエンザ（Ｈ７Ｎ９） 0 0 0
コレラ 0 1 0
細菌性赤痢 6 31 7
腸管出血性大腸菌感染症 152 279 246
腸チフス 1 1 3
パラチフス 4 2 0

一類

二類

三類

患者
無症状病原体

保有者
疑似症患者 小計 患者

無症状病原体

保有者
疑似症患者 小計 総数

10歳未満 - 24 - 24 2 23 - 25 49
10歳代 9 4 - 13 3 6 - 9 22

20歳代 36 30 - 66 17 36 - 53 119

30歳代 22 18 - 40 30 23 - 53 93

40歳代 40 30 - 70 25 48 - 73 143

50歳代 42 25 - 67 15 33 1 49 116
60歳代 61 34 1 96 18

* 22 - 40 136
70歳代 104 56 - 160 45 39 1 85 245
80歳代 103 21 1 125 83 20 - 103 228

90歳以上 35
* 3 - 38 49 5 1 55 93

合計 452 245 2 699 287 255 3 545 1244
割合 36.3% 19.7% 0.2% 56.2% 23.1% 20.5% 0.2% 43.8% 100.0%

* 感染症死亡者の死体1例を含む (-:0)

年齢
階級

男性 女性
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男性では、患者が 452 人、無症状病原体保有者が 245 人、疑似症患者

が 2 人で、女性では、患者が 287 人、無症状病原体保有者が 255 人、疑

似症患者が 3 人であった。年齢階級別では、男性は 60 歳以上が 59.9%を

占め、70 歳代及び 80 歳代が多く、女性は 60 歳以上が 51.9%を占め、80

歳代が最も多かった。また、男性患者の 60 歳以上が占める割合は 67.0%、

女性患者では 67.9%であった (表Ⅱ -1 -2)。  

 

(b ) 三類感染症  

三類感染症は、細菌性赤痢 6 人、腸管出血性大腸菌感染症 152 人、腸

チフス 1 人、パラチフス 4 人の計 163 人の届出があった (表Ⅱ -1 -1)。  

細菌性赤痢は、男性 3 人、女性 3 人の計 6 人の届出があり、前年の 31

人より大きく減少した。症例の年齢は 10 歳未満から 60 歳代に分布した。

類型別では、患者 5 人、無症状病原体保有者 1 人であった。いずれも診

断方法は便からの分離・同定による病原体の検出であり、菌種は sonnei (D

群 )の検出が 5 人、f lexner i (B 群 )の検出が 1 人であった。推定感染地域は

国外が 2 人 (インドネシア 1 人、エチオピア 1 人 )、国内が 2 人、国外 (タ

イ )あるいは国内が 1 人、不明が 1 人であった。  

腸管出血性大腸菌感染症は、男性 69 人、女性 83 人の計 152 人の届出

があった。前年の 279 人より大きく減少した。症例の年齢は 0 歳から 80

歳代に分布した。年齢階級別では、例年 10 歳未満が最も多いが、令和元

年は 20 歳代の 34 人が最も多く、次いで 10 歳未満及び 10 歳代の各 26

人の順であった。届出数は全ての年齢階級において前年を下回った。類型

別では、患者 115 人、無症状病原体保有者 37 人で、患者が全体の 75.7%

を占め、前年の 65.6%と比べ患者の割合は増加した。 O 血清型は、 O157

が 90 人と最も多く、次いで多かったのは O26 の 26 人で、 O157 と O26

の全体に占める割合はそれぞれ 59.2%と 17.1%であった。年齢階級別で

は、 O157 の検出が最も多かったのは 20 歳代、 O26 の検出が最も多かっ

たのは 10 歳代であった (表Ⅱ -1 -3)。その他の血清型は O103 が 10 人、

O111 が 7 人、 O121 が 5 人、 O8、 O91 が各 2 人、 O55、 O145、 O146、

O174 が各 1 人、その他に型別不能 (OUT)が 5 人、O 血清型不明が 1 人で

あった。届出は例年 8 月が最も多いが、令和元年は 7 月、 9 月、 8 月、 6

月の順に多かった。 6 月～ 9 月の届出数は 106 人で全体の 69.7%を占め

た。溶血性尿毒症症候群 (HUS)患者は、女性 3 人の発症が確認され、前年

の 5 人と比べると患者における発症率は前年と同等であった。患者の年

齢は 5-9 歳が 2 人、 1-4 歳が 1 人であった。検出された大腸菌の O 血清
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型は O157 が 2 人、 O121 が 1 人であった。  

 

表Ⅱ -1 -3 腸管出血性大腸菌感染症  年齢階級別届出数 (令和元年 )  

 

腸チフスは、 9 月に男性 10 歳代 1 人の届出があり、前年の 1 人と同数

であった。類型は患者で、診断方法は血液からの分離・同定による病原体

の検出であった。推定感染地域はパキスタンであった。  

パラチフスは、男性 3 人、女性 1 人の計 4 人の届出があり、前年の 2

人を上回った。症例の年齢は 20 歳代から 60 歳代に分布した。いずれも

類型は患者で、診断方法は分離・同定による病原体の検出で、 2 人が血

液、 2 人が便から検出されていた。推定感染地域は、カンボディアが 2

人、バングラデシュ、ベトナムが各 1 人であった。  

 

( c ) 四類感染症  

四類感染症は、E 型肝炎 21 人、A 型肝炎 14 人、チクングニア熱 3 人、

つつが虫病 1 人、デング熱 16 人、日本紅斑熱 1 人、ボツリヌス症 1 人、

マラリア 2 人、類鼻疽 1 人、レジオネラ症 117 人、レプトスピラ症 1 人

の計 178 人の届出があった (表Ⅱ -1 -4)。  

E 型肝炎は、男性 16 人、女性 5 人の計 21 人の届出があり、前年の 29

人より減少した。症例の年齢は 30 歳代から 90 歳代に分布し、50 歳代の

7 人が最も多かった。類型は全て患者で、診断方法は PCR 法による病原

体遺伝子の検出及び血清 IgA 抗体の検出が 8 人、PCR 法による病原体遺

伝子の検出及び血清 IgM 抗体の検出が 1 人、血清 IgA 抗体の検出のみが

12 人であった。推定感染経路は経口感染 16 人、不明 5 人で、推定感染

地域は国内 20 人、国外 1 人であった。  

男性 女性 患者
無症状
病原体
保有者

O157 O26 その他

10歳未満 26 11 15 24 2 13 4 9

10歳代 26 15 11 21 5 16 6 4

20歳代 34 16 18 27 7 22 5 7

30歳代 17 5 12 8 9 10 3 4

40歳代 20 11 9 13 7 10 4 6

50歳代 10 7 3 7 3 6 1 3

60歳代 7 1 6 6 1 5 - 2

70歳代 9 2 7 7 2 5 3 1

80歳以上 3 1 2 2 1 3 - -

合計 152 69 83 115 37 90 26 36

割合 100.0% 45.4% 54.6% 75.7% 24.3% 59.2% 17.1% 23.7%
(-:0)

年齢
階級

症例数

性別 類型 血清型
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A 型肝炎は、男性 11 人、女性 3 人の計 14 人の届出があり、前年の 41

人より大きく減少した。性比 (男 /女 )は 3.7 で、前年の 12.7 を大きく下回

った。症例の年齢は 10 歳代から 70 歳代に分布し、40 歳代の 5 人が最も

多かった。類型は全て患者で、診断方法は PCR 法による病原体遺伝子の

検出及び血清 IgM 抗体の検出が 5 人、血清 IgM 抗体の検出のみが 9 人で

あった。推定感染経路は経口感染が 5 人、性的接触が 2 人、経口感染あ

るいは性的接触が 2 人、不明が 5 人で、推定感染地域は国内が 7 人、国

外 2 人、国内あるいは国外が 1 人、不明が 4 人であった。また、ワクチ

ン接種歴を認めた症例はなかった。  

チクングニア熱は、男性 2 人、女性 1 人の計 3 人の届出があり、前年

の 1 人を上回った。症例の年齢は 10 歳未満から 40 歳代に分布した。診

断方法は PCR 法による病原体遺伝子の検出で、推定感染地域はミャンマ

ーが 2 人、タイが 1 人であった。  

つつが虫病は、 12 月に女性 40 歳代 1 人の届出があり、前年の 4 人を

下 回 っ た 。 間 接 蛍 光 抗 体 法 又 は 間 接 免 疫 ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 法 に よ る 血 清

IgM 抗体の検出で、推定感染地域は国内 (県外 )であった。  

 

表Ⅱ -1 -4 四類感染症  届出数  

 

疾  患  名 令和元年 平成30年 平成29年 疾  患  名 令和元年 平成30年 平成29年

Ｅ型肝炎 21 29 19 東部ウマ脳炎 0 0 0

ウエストナイル熱 0 0 0 鳥インフルエンザ(H5N1及びH7N9を除く) 0 0 0

Ａ型肝炎 14 41 12 ニパウイルス感染症 0 0 0

エキノコックス症 0 0 0 日本紅斑熱 1 0 0

黄熱 0 0 0 日本脳炎 0 0 0

オウム病 0 1 0 ハンタウイルス肺症候群 0 0 0

オムスク出血熱 0 0 0 Ｂウイルス病 0 0 0

回帰熱 0 0 0 鼻疽 0 0 0

キャサヌル森林病 0 0 0 ブルセラ症 0 0 1

Ｑ熱 0 0 0 ベネズエラウマ脳炎 0 0 0

狂犬病 0 0 0 ヘンドラウイルス感染症 0 0 0

コクシジオイデス症 0 0 0 発しんチフス 0 0 0

サル痘 0 0 0 ボツリヌス症 1 0 0

ジカウイルス感染症 0 0 0 マラリア 2 7 1

重症熱性血小板減少症候群 0 0 0 野兎病 0 0 0

腎症候性出血熱 0 0 0 ライム病 0 0 0

西部ウマ脳炎 0 0 0 リッサウイルス感染症 0 0 0

ダニ媒介性脳炎 0 0 0 リフトバレー熱 0 0 0

炭疽 0 0 0 類鼻疽 1 0 0

チクングニア熱 3 1 0 レジオネラ症 117 100 99

つつが虫病 1 4 2 レプトスピラ症 1 0 2

デング熱 16 2 12 ロッキー山紅斑熱 0 0 0

埼玉県 埼玉県
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デング熱は、男性 10 人、女性 6 人の計 16 人の届出があり、前年の 2

人より増加した。症例の年齢は 10 歳未満から 70 歳代に分布した。病型

は、デング熱が 15 人、デング出血熱が 1 人であった。診断方法は、PCR

法による病原体遺伝子の検出及び NS1 抗原の検出が 4 人、NS1 抗原の検

出のみが 8 人、 PCR 法による病原体遺伝子の検出のみ、ペア血清での血

清 IgM 抗体の陽転のみが各 2 人であった。推定感染地域はインド、タイ、

フィリピンが各 3 人、ベトナム、カンボディアが各 2 人、バングラデシ

ュ、仏領ポリネシア、メキシコ・キューバが各 1 人であった。  

日本紅斑熱は、 7 月に女性 40 歳代 1 人の届出があった。診断方法は、

PCR 法による病原体遺伝子の検出及び血清 IgM 抗体の検出であった。推

定感染地域は国内 (県外 )であった。  

ボツリヌス症は、 12 月に女性 40 歳代 1 人の届出があった。感染症法

施行後、本県初の届出である。診断方法は血清及び便からの分離・同定に

よる病原体の検出、かつ、毒素産生試験によるボツリヌス毒素の確認であ

った。推定感染経路は不明で、推定感染地域は国内であった。  

マラリアは、 8 月に男性 20 歳代 2 人の届出があり、前年の 7 人を下回

った。病型は三日熱、熱帯熱が各 1 人であった。いずれも診断方法は血

液検体の鏡検による病原体の検出で、推定感染地域はモザンビーク、ソ ロ

モン諸島が各 1 人であった。  

類鼻疽は、 9 月に男性 60 歳代 1 人の届出があった。診断方法は血液か

らの分離・同定による病原体の検出で、推定感染地域はタイであった。  

レジオネラ症は、男性 98 人、女性 19 人の計 117 人の届出があり、前

年の 100 人より増加した。症例の年齢は 10 歳代から 90 歳代に分布し、

70 歳代、 60 歳代、 80 歳以上の順に多く、 60 歳以上が全体の 80.3%を占

めた。病型別では肺炎型 114 人、ポンティアック熱型 3 人で、肺炎型が

全体に占める割合は 97.4%で、前年の 98.0%と同等であった。年間を通し

て届出はあったが、月別の届出数は 7 月の 27 人が最も多く、7 月から 11

月までは届出が多い状況が続いた。この 5 か月間の届出数は 75 人で全体

の 64.1%を占めた。診断方法は、酵素抗体法またはイムノクロマト法によ

る尿中抗原の検出が 114 人、 LAMP 法による病原遺伝子の検出が 20 人、

分離・同定による病原体の検出が 15 人、間接蛍光抗体法による血清抗体

の検出が 1 人であった (重複例有り )。推定感染地域は、国内 103 人、不明

14 人で、国内感染例のうち県内は 81 人であった。  

レプトスピラ症は、 9 月に男性 40 歳代 1 人の届出があった。診断方法

は血液からの分離・同定による病原体の検出で、推定感染経路は水系感染

で、推定感染地域は国内 (県外 )であった。  
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(d ) 五類感染症  

五類感染症は、アメーバ赤痢 36 人、ウイルス性肝炎 (E 型・ A 型を除

く )5 人、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 90 人、急性弛緩性麻痺

(急性灰白髄炎を除く )4 人、急性脳炎 59 人、クロイツフェルト・ヤコブ

病 8 人、劇症型溶血性レンサ球菌感染症 30 人、後天性免疫不全症候群 46

人、侵襲性インフルエンザ菌感染症 17 人、侵襲性肺炎球菌感染症 137 人、

水痘 (入院例 )17 人、先天性風しん症候群 1 人、梅毒 205 人、播種性クリ

プトコックス症 9 人、破傷風 4 人、バンコマイシン耐性腸球菌感染症 2

人、百日咳 704 人、風しん 198 人、麻しん 35 人、薬剤耐性アシネトバク

ター感染症 1 人の計 1,608 人の届出があった (表Ⅱ -1 -5)。  

 

表Ⅱ -1 -5 五類感染症  届出数  

 

 

アメーバ赤痢は男性 34 人、女性 2 人の計 36 人の届出があり、前年の

44 人より減少した。症例の年齢は 30 歳代から 80 歳代に分布し、 50 歳

代の 16 人、 60 歳代の 11 人の順に多かった。届出は年間を通して確認さ

れた。病型別では、腸管アメーバ症 33 人、腸管外アメーバ症 3 人であっ

た。診断方法は、腸管アメーバ症ではいずれも鏡検による病原体の検出で

あった。腸管外アメーバ症は、鏡検による病原体の検出が 2 人、血清抗

体の検出が 1 人であった。推定感染経路は性的接触 9 人、経口感染 4 人、

不明 23 人で、性的接触の内訳は異性間性的接触 3 人、同性間性的接触 1

人、異性同性不明 5 人であった。推定感染地域は、国内 24 人、国外 1 人、

不明 11 人であった。  

ウイルス性肝炎 (E 型・ A 型を除く )は、 B 型肝炎 2 人、その他のウイル

ス性肝炎 3 人の計 5 人の届出があり、前年の 10 人を下回った。B 型肝炎

は 2 月に男性 20 歳代、10 月に男性 40 歳代の計 2 人の届出があった。い

埼玉県 埼玉県
令和元年 平成30年 平成29年 令和元年 平成30年 平成29年

アメーバ赤痢 36 44 53 侵襲性肺炎球菌感染症 137 137 130

ウイルス性肝炎(E型・A型を除く) 5 10 11 水痘（入院例） 17 13 12
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 90 94 57 先天性風しん症候群 1 0 0
急性弛緩性麻痺(急性灰白髄炎を除く)* 4 6 ― 梅毒 205 234 234

急性脳炎 59 37 45 播種性クリプトコックス症 9 3 3

クリプトスポリジウム症 0 0 0 破傷風 4 3 2

クロイツフェルト・ヤコブ病 8 6 4 バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0 0 0

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 30 30 22 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 2 5 12

後天性免疫不全症候群 46 31 35 百日咳* 704 719 ―

ジアルジア症 0 2 0 風しん 198 190 6

侵襲性インフルエンザ菌感染症 17 23 21 麻しん 35 16 5
侵襲性髄膜炎菌感染症 0 1 2 薬剤耐性アシネトバクター感染症 1 8 8
*百日咳は平成30年1月1日、急性弛緩性麻痺は平成30年5月1日から五類感染症の届出対象疾患となった

疾患名 疾患名
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ずれも、診断方法は血清 IgM 抗体 (HBc 抗体 )の検出で、ウイルスの遺伝

子型は A 型であった。推定感染経路は同性間性的接触が 1 人、異性間性

的接触が 1 人であった。また、推定感染地域はいずれも国内であった。

その他のウイルス性肝炎は、エプスタイン・バール・ウイルス (EBV)肝炎

が 2 月に女性 30 歳代、 11 月に男性 30 歳代の計 2 人、 EBV とサイトメ

ガロウイルス (CMV)による肝炎が 12 月に男性 20 歳代の届出があった。

診断方法は、 2 月及び 11 月の症例が EBV-VCA に対する IgM、 IgG 抗体

の検出、並びに EBNA の陰性確認で、 12 月の症例は EBV と CMV に対

する IgM 抗体の検出であった。推定感染経路はいずれも不明で推定感染

地域は国内が 2 人、不明が 1 人であった。 C 型肝炎の届出はなかった。  

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症は、男性 56 人、女性 34 人の

計 90 人の届出があり、前年の 94 人と同等であった。症例の年齢は 0 歳

から 90 歳代まで幅広く分布したが、 60 歳以上が 72 人で全体の 80.0%

を占めた。症状は尿路感染症が 31 人、菌血症・敗血症が 29 人、肺炎が

16 人、胆嚢炎・胆管炎が 11 人、腸炎・腹膜炎が 8 人、髄膜炎 1 人であ

った (重複例有り )。検査検体で多かったのは、血液・髄液の 35 検体、尿

の 27 検体、喀痰の 13 検体であった。分離された菌は多い順に

Klebsie l la  aerogenes が 46 株、 Enterobacter  c loacae が 29 株、

Escherichia  co l i が 7 株、 Klebsie l la  pneumoniae が 5 株、 Serrat ia  

marcescens が 2 株、 Citrobacter  f reundi i、 Enterobacter  sp .が各 1 株

であった。このうち 1 症例からは K. aerogenes と E.  c loacae が分離さ

れていた。  

急性弛緩性麻痺 (急性灰白髄炎を除く )は、男性 2 人、女性 2 人の計 4

人の届出があり、前年の 6 人を下回った。症例の年齢は 10 歳未満に分

布し、 1-4 歳、 5-9 歳が各 2 人であった。いずれも病原体は特定されな

かった。推定感染経路は接触感染が 1 人、飛沫・飛沫核感染と経口感染

が疑われたものが 1 人、不明が 2 人で、推定感染地域は全症例が国内で

あった。  

急性脳炎は、男性 31 人、女性 28 人の計 59 人の届出があり、前年の 37

人より大きく増加した。症例の年齢は 0 歳から 80 歳代に分布し、 10 歳

未満が 41 人で全体の 69.5%を占めた。病原体別では、インフルエンザウ

イルスによるものが 18 人、ヘルペスウイルスが 7 人、パレコウイルスが

2 人、 RS ウイルス、ヒトメタニューモウイルス、ロタウイルス、風しん

ウイルスが各 1 人で、病原体が特定されなかったのは 28 人であった。ま

た、届出は各月にあり、インフルエンザウイルスが検出された患者 18 人

のうち 15 人は、 1 月、 2 月、 11 月及び 12 月に診断されていた。推定感
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染地域は、国内が 56 人、不明が 3 人であった。  

クロイツフェルト・ヤコブ病 (CJD)は、男性 4 人、女性 4 人の計 8 人の

届出があり、前年の 6 人を上回った。症例の年齢は 50 歳代から 80 歳代

に分布した。病型はいずれも古典型 CJD で、診断の確実度はほぼ確実が

6 人、疑いは 2 人であった。  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症は、男性 15 人、女性 15 人の計 30 人の

届出があり、前年と同数であった。症例の年齢は 20 歳代から 90 歳代に

分布し、 60 歳以上が 21 人で全体の 70.0%を占めた。届出は 1 月から 12

月の各月にあり、6 月の 5 人が最も多かった。診断方法は全症例が分離同

定による病原体の検出で、血清群は A 群が 15 人、 G 群が 11 人、 B 群が

4 人であった。推定される感染経路は創傷感染が 19 人、飛沫感染及び接

触感染が各 1 人、その他が 2 人、不明が 7 人で、推定感染地域は国内が

29 人、不明が 1 人であった。  

後天性免疫不全症候群は、男性 43 人、女性 3 人の計 46 人の届出があ

り、前年の 31 人より増加した。男性の症例は 20 歳代から 70 歳代に分布

し、 30 歳代の 15 人、 40 歳代の 13 人の順に多かった。病型は AIDS が

15 人で、その指標疾患はニューモシスティス肺炎が 8 人、クリプトコッ

カス症 (肺以外 )が 3 人、サイトメガロウイルス感染症 (生後 1 カ月以後で、

肺、脾、リンパ節以外 )が 2 人、カンジダ症 (食道、気管、気管支、肺 )、活

動性結核 (肺結核又は肺外結核 )、単純ヘルペスウイルス感染症、カポジ肉

腫、非ホジキンリンパ腫、反復性肺炎、HIV 消耗性症候群 (全身衰弱又は

スリム病 )が各 1 人であった (重複例有り )。また、その他 (指標疾患を認め

ない患者 )が 7 人、無症状病原体保有者が 21 人であった。推定される感

染経路では性的接触が 33 人、不明が 10 人であった。性的接触の内訳は

同性間性的接触が 21 人、異性・同性間性的接触が 6 人、異性間性的接触

が 5 人、異性・同性不明性的接触が 1 人であった。女性の症例は 60 歳代

が 2 人、20 歳代が 1 人であった。いずれも病型は無症状病原体保有者で、

推定感染経路は異性間性的接触であった (表Ⅱ -1 -6)。  

侵襲性インフルエンザ菌感染症は、男性 9 人、女性 8 人の計 17 人の届

出があり、前年の 23 人より減少した。症例の年齢は 0 歳から 90 歳代に

分布し、 60 歳以上が 12 人で全体の 70.6%を占めた。小児では 5 歳未満

が 2 人であった。診断方法は分離・同定による病原体の検出で、血液か

らの検出が 16 人、髄液からの検出が 1 人であった。ヒブワクチン接種歴

は、有りが小児の 2 人、無しが 4 人、不明が 11 人であった。推定感染経

路は飛沫・飛沫核感染が 7 人、接触感染が 1 人、不明が 9 人、推定感染

地域は国内が 16 人、不明が 1 人であった。   
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表Ⅱ -1 -6 後天性免疫不全症候群性別内訳 (令和元年 )  

 

 

侵襲性肺炎球菌感染症は、男性 90 人、女性 47 人の計 137 人の届出が

あり、前年の 137 人と同数であった。症例の年齢は 0 歳から 90 歳代に分

布し、 60 歳以上が 99 人で全体の 72.3%を占めた。小児では 5 歳未満が

21 人であった。診断方法は、血液、髄液、その他の無菌部位 (関節液 )から

の分離同定による病原体の検出が 137 人、髄液からの病原体抗原の検出

が 10 人、血液からの PCR 法による病原体遺伝子の検出が 2 人であった

(重複例有り )。症状は菌血症が 118 人 (86 .1%)、発熱が 114 人 (83 .2%)、肺

炎が 69 人 (50 .4%)に認められた。ワクチン接種歴は、小児では有りが 23

人、無しが 3 人で、 20 歳以上では、有りが 70 歳以上の 16 人及び 60 歳

代の 2 人の計 18 人、無しが 34 人、不明が 59 人であった。推定感染地域

は国内が 124 人、国外が 2 人、不明が 11 人であった。  

水痘 (入院例 )は、男性 11 人、女性 6 人の計 17 人の届出があり、前年の

13 人を上回った。症例の年齢は 5 歳から 70 歳代に分布した。病型別で

は検査診断例が 10 例、臨床診断例が 7 例で、検査診断例の診断方法は、

血清 IgM 抗体の検出が 4 人、分離・同定による病原体の検出、ペア血清

での抗体の検出が各 2 人、蛍光抗体法による抗原の検出、水疱内容液を

検体としたイムノクロマト法による抗原の検出が各 1 人であった。ワク

届出数 割合 届出数 割合

　10歳未満 - 0.0% - 0.0%

　10歳代 - 0.0% - 0.0%

　20歳代 8              18.6% 1            33.3%
　30歳代 15            34.9% - 0.0%
　40歳代 13            30.2% - 0.0%
　50歳代 1              2.3% - 0.0%
　60歳代 4              9.3% 2            66.7%
　70歳代 2              4.7% - 0.0%
　80歳以上 - 0.0% - 0.0%

　ＡＩＤＳ 15            34.9% - 0.0%

　その他 7              16.3% - 0.0%

　無症状病原体保有者 21            48.8% 3            100.0%

　日本国内 29            67.4% 2            66.7%

　その他(国外） 4              9.3% 1            33.3%

　不明 10            23.3% - 0.0%

　日本 36            83.7% 2            66.7%

　その他 4              9.3% - 0.0%

　不明 3              7.0% 1            33.3%

　異性間性的接触 5              11.6% 3            100.0%
　同性間性的接触 21            48.8% - 0.0%
　異性・同性間性的接触 6              14.0% - 0.0%
　異性・同性不明性的接触 1              2.3% - 0.0%

10            23.3% - 0.0%

（届出数－：0)

推定
感染
経路

 性行為感染

不明

男性　n=43 女性　n=3

年齢階級

病型

推定感染地域

国籍
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チン接種歴は有りが 6 人、無しが 4 人、不明が 7 人であった。感染原因

は飛沫・飛沫核感染が 3 人、接触感染が 2 人、不明が 12 人で、推定感染

地域は国内が 15 人、不明が 2 人であった。  

先天性風しん症候群は、 1 月に男性 5 歳未満 1 人の届出があった。病

型は CRS 典型例、診断方法は血清 IgM 抗体の検出、母親の妊娠中の風し

ん罹患歴は不明、母親のワクチン接種歴は有り (接種回数不明、接種日不

明 )、推定感染地域は国内であった。  

梅毒は、男性 138 人、女性 67 人の計 205 人の届出があり、前年の 235

人より減少した。性比 (男 /女 )は 2.06 で、前年の 1.83 と比べ性差がやや

大きくなった。症例の年齢は、男性では 20 歳代から 80 歳代に分布し、

30 歳代が最も多く 20 歳代から 40 歳代が 76.1%を占めた。女性では 10

歳代から 90 歳代に分布し、 20 歳代が最も多く 20 歳代から 40 歳代が

79.1%を占めた。病型は、男性では早期顕症梅毒 (Ⅰ期 )が 60 人、早期顕

症梅毒 (Ⅱ期 )が 36 人、晩期顕症梅毒が 4 人、無症状病原体保有者が 38 人

で、女性では早期顕症梅毒 (Ⅰ期 )が 8 人、早期顕症梅毒 (Ⅱ期 )が 30 人、

晩期顕症梅毒が 1 人、無症状病原体保有者が 28 人であった。推定感染経

路は、男性では性行為感染が 120 人、不明が 18 人、女性では性行為感染

が 58 人、不明が 9 人であった。性行為感染の内訳で、男性の同性間性的

接触は 22 人で、全体の 15.9%を占め前年の 9.9%に比べ増加した (表Ⅱ -1 -

7)。性風俗産業の直近 6 か月以内の利用歴・従事歴は、利用歴が男性の

32.6%、従事歴が女性の 25.4%に認められた。HIV 感染症との合併は男性

4 人、妊娠は女性 9 人に認められた。また、推定感染地域は国内が 175

人、国外が 2 人、国内あるいは国外が 1 人、不明が 27 人であった。  

播種性クリプトコックス症は、男性 8 人、女性 1 人の計 9 人の届出が

あり、前年の 3 人より増加した。症例の年齢は 30 歳代から 80 歳代に分

布した。診断方法は、分離・同定による病原体の検出が 6 人、病理組織学

的診断が 1 人、ラテックス凝集法によるクリプトコックス莢膜抗原の検

出が 1 人、分離・同定による病原体の検出及びラテックス凝集法による

クリプトコックス莢膜抗原の検出が 1 人であった。感染原因では、ステ

ロイド内服等による免疫不全が 7 人、鳥類の糞などとの接触及び免疫不

全が 1 人、原因不明が 1 人であった。推定感染地域はいずれも国内であ

った。   
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表Ⅱ -1 -7 梅毒性別内訳 (令和元年 )  

 

破傷風は、男性 3 人、女性 1 人の計 4 人の届出があり、前年の 3 人を

上回った。症例の年齢は 70 歳代から 80 歳代に分布した。診断方法はい

ずれも臨床決定で、推定感染経路は創傷感染が 2 人、不明が 2 人であっ

た。推定感染地域はいずれも国内で、破傷風含有ワクチンの接種歴は、無

しが 2 人、不明が 2 人であった。  

バンコマイシン耐性腸球菌感染症は、 3 月に女性 70 歳代、 6 月に男性

80 歳代の計 2 人の届出があり、前年の 5 人を下回った。診断方法はいず

れ も 分 離 同 定 に よ る 腸 球 菌 の 検 出 で 、 MIC(Minimum inhibi tory  

concentrat ion) 測 定 が 行 わ れ て お り 、 前 者 は 血 液 か ら 、 後 者 は 尿 か ら

Enterococcus  faec ium が分離されていた。推定感染地域はいずれも国内

であった。  

百日咳は、男性 308 人、女性 396 人の計 704 人の届出があり、前年の

720 人と同水準であった。症例の年齢は 0 歳から 90 歳代に分布し、階級

別では 5-9 歳が 260 人、 10-14 歳が 155 人で、 5 歳から 14 歳が全体の

58.9%を占めた。20 歳以上は 196 人で全体の 27.8%を占め、40 歳代の 53

人が最も多かった。また、 0 歳は 40 人で 5.7%であった (図Ⅱ -1 -2)。前年

1 月 1 日から届出対象となり、月別の届出数の推移は前年 11 月の 125 人

をピークに、前年 12 月から 4 月までは 90 人前後で推移し、 7 月以降は

50 人を下回っている。診断方法は分離・同定による病原体の検出が 4 人、

届出数 割合 届出数 割合

10歳未満 - 0.0% - 0.0%

10歳代 - 0.0% 5           7.5%

20歳代 31         22.5% 28         41.8%

30歳代 44         31.9% 17         25.4%

40歳代 30         21.7% 8           11.9%

50歳代 18         13.0% 4           6.0%

60歳代 6           4.3% - 0.0%

70歳代 7           5.1% 2           3.0%

80歳以上 2           1.4% 3           4.5%

早期顕症梅毒(Ⅰ期) 60         43.5% 8           11.9%

早期顕症梅毒(Ⅱ期) 36         26.1% 30         44.8%

晩期顕症梅毒 4           2.9% 1           1.5%

先天梅毒 - 0.0% - 0.0%

無症状病原体保有者 38         27.5% 28         41.8%

異性間性的接触 78         56.5% 49         73.1%

同性間性的接触 22         15.9% - 0.0%

異性・同性間性的接触 3           2.2% - 0.0%

異性・同性不明性的接触 17         12.3% 9           13.4%

不明 18         13.0% 9           13.4%

(届出数-:0)

病型

推定
感染
経路

性行為
感染

男性　n=138 女性　n=67

年齢階級
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病原体遺伝子の検出が 373 人、単一血清で抗体価の高値が 303 人、ペア

血清で抗体価の陽転又は有意上昇が 14 人であった (重複例有り )。また、

検 査 所 見 を 認 め な い が 、 検 査 確 定 例 と 接 触 が 有 り か つ 臨 床 的 特 徴 を 有 し

た者は 18 人であった。ワクチン接種歴は有りが 433 人、無しが 41 人、

不明が 230 人で、接種歴は有りのうち 4 回接種者は 392 人であった。ま

た、 0 歳では接種歴有りが 14 人 (回数が 1 回： 12 人、 2 回： 2 人 )、無し

が 26 人であった。また、 0 歳の推定感染経路は、家族からの感染が 22

人、不明が 18 人で、家族の内訳は同胞が 13 人、父母が 11 人、祖父母等

が 2 人であった (重複例有り )。推定感染地域は国内が 600 人、国外が 1

人、国内あるいは国外が 3 人、不明が 100 人であった。  

 

 
図Ⅱ -1 -2 百日咳  性年齢階級別届出数 (令和元年 )  

 

風しんは、男性 153 人、女性 45 人の計 198 人の届出があり、前年の

190 人と同水準であった。月別の届出数の推移は、前年 8 月から急激に

増加し、令和元年 8 月まで多い状況が続き、平成 25 年以来の流行となっ

た。症例の年齢は 0 歳から 60 歳代に分布し、男性では 40 歳代の 56 人、

30 歳代の 43 人が多く、女性では 30 歳代の 14 人、 20 歳代の 13 人が多

かった (図Ⅱ -1 -3)。病型は検査診断例が 184 人、臨床診断例が 14 人であ

った。検査診断例の診断方法は血清 IgM 抗体の検出が 130 人、PCR 法に

よる病原体遺伝子の検出が 67 人、 EIA 法または HI 法によるペア血清で

の抗体の検出が 7 人であった (重複例有り )。ワクチン接種歴は、男性は有

りが 11 人 (7 .2%)、無しが 43 人 (28 .1%)、不明が 99 人 (64 .7%)で、女性は

有りが 12 人 (26 .7%)、無しが 9 人 (20 .0%)、不明が 24 人 (53 .3%)であった。

接種歴有りの 23 人の接種回数は、 2 回が 4 人、 1 回のみが 19 人であっ

た。推定感染地域は国内が 146 人、国外が 2 人、国内あるいは国外が 1

人、不明が 49 人であった。   

20
11

126

71

8 9
18 14 8 9 1420 19

134

84

15
30 30

39

10 5 10

0

40

80

120

160

0歳 1‐4歳 5‐9歳 10‐14歳 15‐19歳 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐59歳 60‐69歳 70歳以上

届
出
数

年齢階級男(n=308) 女(n=396)



- 28 - 
 

 
図Ⅱ -1 -3 風しん性年齢階級別届出数 (令和元年 )  

 

麻しんは、男性 20 人、女性 15 人の計 35 人の届出があり、前年の 16

人より増加した。症例の年齢は 0 歳から 40 歳代に分布し、 30 歳代の 12

人、20 歳代の 10 人の順に多かった。病型は麻しん (検査診断例 )が 22 人、

修飾麻しん (検査診断例 )が 13 人で、診断方法は PCR 法による病原体遺

伝子の検出が 32 人、血清 IgM 抗体の検出が 11 人であった (重複例有り )。

PCR 法により検出された遺伝子型は B3 が 16 人、D8 が 15 人、型別不能

が 1 人であった。ワクチン接種歴は、男性は有りが 6 人 (30 .0%)、無しが

7 人 (35 .0%)、不明が 7 人 (35 .0%)で、女性は有りが 4 人 (26 .7%)、無しが

3 人 (20 .0%)、不明が 8 人 (53 .3%)であった。接種歴有りの 10 人の接種回

数は、 2 回が 4 人、 1 回のみが 6 人であった。推定感染地域は国内が 27

人、国外が 6 人、国内あるいは国外、不明が各 1 人であった。  

薬剤耐性アシネトバクター感染症は、3 月に男性 60 歳代 1 人の届出が

あり、前年の 8 人より減少した。診断方法は、喀痰及び尿からの分離・同

定による病原体の検出で、 Acinetobacter  baumanni i と A.  haemolyt icus  

の 2 菌種が分離された。 90 日以内の海外渡航歴は認められなかった。  

 

( e ) 獣医師が届出を行う感染症  

令 和 元 年 に 獣 医 師 が 届 出 を 行 う エ ボ ラ 出 血 熱 (サ ル )、 マ ー ル ブ ル グ 病

(サル )、ペスト (プレーリードッグ )、重症急性呼吸器症候群 (イタチアナグ

マ 、 タ ヌ キ 、 ハ ク ビ シ ン )、 結 核 (サ ル )、 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ (H5N1 又 は

H7N9)(鳥類 )、細菌性赤痢 (サル )、ウエストナイル熱 (鳥類 )、エキノコッ

クス症 (イヌ )、中東呼吸器症候群 (ヒトコブラクダ )の届出はなかった。  

 

b . 定点把握対象疾患  

定点把握による感染症発生動向調査は、指定届出機関 (定点医療機関 )か

らの患者情報を収集解析し、情報還元を行っている。内科、小児科、眼科
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及び基幹定点週報分は、月曜日から日曜日までを 1 週間の単位として、

性感染症及び基幹定点月報分は月単位で集計した。  

な お 、 令 和 元 年 の 報 告 定 点 数 は 、 週単 位 報 告 の イ ン フ ル エ ン ザ 定 点 が

13,182 機関、小児科定点が 8,352 機関、眼科定点が 2,079 機関、基幹定

点が 572 機関、月単位報告の性感染症定点が 700 機関、基幹定点が 132

機関であった。各定点区分別報告数と定点当たり報告数を表Ⅱ -1 -8 から

表Ⅱ -1 -12、性感染症の性年齢階級別報告数を表Ⅱ -1 -13 に示す。  

 

(a ) 週単位報告の感染症 (インフルエンザ定点、小児科定点、眼科定点、

基幹定点報告 )  

インフルエンザの流行のピークは、平成 20 年以降では 2009-2010 年

シーズン及び 2014-2015 年シーズンを除き、 1 月から 2 月にかけて観察

されている。 2018-2019 年シーズンの流行期間は 11 月下旬から 4 月で、

1 月から 2 月にかけて 5 週にわたり定点当たり報告数が 30 を超える大き

な流行となった。2019-2020 年シーズンは 11 月中旬に流行入りし、12 月

上旬には定点当たり報告数が 10.00 を超えた。  

RS ウイルス感染症の流行のピークは、平成 28 年以降では 8 月から 10

月にかけて観察されている。令和元年の流行は 7 月から始まり、ピーク

は 9 月で、 10 月まで続いた。  

咽頭結膜熱の流行は、夏季と冬季に例年観察されている。令和元年は 5

月から 7 月にかけての夏季流行と 11 月から 12 月にかけての冬季流行が

観察された。流行のピークは冬季流行が夏季流行を上回った。  

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の流行は、 5 月から 6 月にかけてと 11 月

から 12 月に例年観察されている。令和元年も同様の季節変動であったが、

5 月から 6 月は例年よりやや低い水準、11 月から 12 月にかけてはやや高

い水準で推移した。  

感染性胃腸炎は例年 12 月をピークとして、 11 月から 6 月にかけて報

告数が多い状況が観察されている。令和元年 12 月のピークは、平成 22

年以降最も小さかった。  

水痘の報告患者数は、平成 25 年以降減少傾向にあり、顕著な二峰性の

季節変動が観察されていない。令和元年は 11 月から 12 月にかけて小規

模な流行が観察されたが、 5 月から 7 月にかけては顕著な流行は観察さ

れなかった。  

手足口病は平成 23 年以降、平成 25 年、平成 27 年、平成 29 年と隔年

で 大 き な 流 行 が 観 察 さ れ て い る 。 令 和 元 年 の 流 行 の ピ ー ク は 過 去 最 高 を

記録した。  
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伝染性紅斑は、数年を 1 周期とする流行が観察されている。令和元年

は平成 30 年 5 月から始まった流行の最中にあり、報告患者数は前年の

1.6 倍であった。  

突発性発しんは、例年同様に年間を通して常に報告はあったが、長期的

には緩やかな減少傾向が続いている。  

ヘルパンギーナの流行は、例年 7 月から 9 月にかけて観察されている。

令和元年の流行のピークは、大流行した平成 26 年、平成 28 年に次いで

高かった。  

流行性耳下腺炎は、数年を 1 周期とする流行が観察されている。前回

の流行は平成 27 年から始まり、平成 29 年に終息した。令和元年は平成

30 年に引き続き報告患者数に大きな変動は観察されなかった。  

急性出血性結膜炎の大きな流行は、過去 10 年間、観察されていない。

令和元年の患者報告は、5 月中旬から 7 月下旬まで毎週連続したほか、年

間を通して断続的に観察された。  

流行性角結膜炎は、平成 27 年、平成 29 年及び平成 30 年の夏季に報告

患 者 数 が や や 増 加 す る 傾 向 が あ っ た 。 令 和 元 年 の 報 告 患 者 数 に 年 間 を 通

して大きな変動は観察されなかった。  

細菌性髄膜炎の過去 10 年の定点当たり報告患者総数の変動幅は、0.22

～ 1.89 であった。令和元年の定点当たり報告患者総数は 0.64 で、報告は

例年同様に散発的であった。  

無菌性髄膜炎の過去 10 年の定点当たり報告患者総数の変動幅は、0.56

～ 6.00 であった。令和元年の定点当たり報告患者総数は 3.55 で、報告は

例年同様に断続的であった。  

マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 の 過 去 10 年 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 の 変 動 幅

は、8.41(平成 30 年 )～ 128.11(平成 24 年 )であった。令和元年の定点当た

り報告患者総数は 12.82 で、前年に引き続き少ない状況が続いている。  

ク ラ ミ ジ ア 肺 炎 の 過 去 10 年 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 の 変 動 幅 は 、

0.37(平成 30 年 )～ 6.33(平成 21 年 )であった。令和元年の定点当たり報告

患者総数は 0.09 で、減少傾向は続いている。  

感染性胃腸炎 (ロタウイルス )は平成 25 年第 42 週から報告対象疾患と

なり、平成 26 年以降の定点当たり報告患者総数の変動幅は 4.02～ 11.40

であった。令和元年の定点当たり報告患者総数は 11.36 で、2 月から 6 月

にかけて流行が観察された。  

インフルエンザ (入院患者 )は平成 23 年第 36 週から報告対象疾患とな

り、平成 24 年以降の定点当たり報告患者総数の変動幅は 14.60～ 38.80

であった。令和元年の定点当たり報告患者総数 52.64 は過去最大であっ
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た。  

 

(b ) 月単位報告の感染症 (基幹定点、性感染症定点 )  

メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 感 染 症 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 、

平成 11 年の感染症法施行後およそ 10 年間は 30.00 を超えていたが、平

成 25 年以降は 20.00 を下回っている。令和元年の定点当たり報告患者総

数は 18.27 で、全国より少なかった。  

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症の定点当たり報告患者総数は、平成 17

年から平成 23 年は 10.00 を超えていた。その後は低い水準で推移してい

る。令和元年の定点当たり報告患者総数は 5.00 で、全国より多かった。  

薬剤耐性緑膿菌感染症の定点当たり報告患者総数は、平成 19 年までは

1.00 以上であったが、平成 20 年から平成 30 年までは 0.09～ 0.89 で推

移している。令和元年の定点当たり報告患者総数は 0.64 で、全国より多

かった。  

性 器 ク ラ ミ ジ ア 感 染 症 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 、 平成 19 年 ま で

は 30 .00 を 上 回 っ て い た が 、 平成 20 年 か ら 平成 30 年 ま で は 24 .12～

28 .72 で 推 移 し て い る 。令和元年の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 27 .60 で 、

全 国 と 同 等 で あ っ た 。  

性 器 ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 感 染 症 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 、平成 12 年

以 降 、5 .82～ 9 .50 で 推 移 し て い る 。令和元年の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数

は 8 .63 で 、 全 国 よ り 少 な か っ た 。  

尖 圭 コ ン ジ ロ ー マ の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 、平成 12 年 以 降 、3.95

～ 6 .28 で 推 移 し て い る 。令和元年の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 過 去 最 低

の 3 .84 で 、 全 国 よ り 少 な か っ た 。  

淋 菌 感 染 症 の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 、平成 12 年 以 降 、7 .37～ 17 .44

で 推 移 し て い る 。令和元年の 定 点 当 た り 報 告 患 者 総 数 は 過 去 最 低 の 7.12

で 、 全 国 よ り 少 な か っ た 。  

 

c . 感染症法第 14 条第 1 項に規定する厚生労働省令で定める疑似症  

令和元年の埼玉県における「発熱、呼吸器症状、発しん、消化器症状ま

た は 神 経 症 状 そ の 他 感 染 症 を 疑 わ せ る よ う な 症 状 の う ち 、 医 師 が 一 般 に

認 め ら れ て い る 医 学 的 知 見 に 基 づ き 、 集 中 治 療 そ の 他 こ れ に 準 ず る も の

が必要であり、かつ、直ちに特定の感染症と診断することができないと判

断したもの」の届出はなかった。  
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表Ⅱ -1 -8 定点把握対象疾患 (インフルエンザ・小児科・眼科 )  

週単位報告患者数の推移 (令和元年 )  

 

  

週 月

/

日
〈

週

開

始

日

〉

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

R

S

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

咽

頭

結

膜

熱

A

群

溶

血

性

レ

ン

サ

球

菌

咽

頭

炎

感

染

性

胃

腸

炎

水

痘

手

足

口

病

伝

染

性

紅

斑

突

発

性

発

し

ん

ヘ

ル

パ

ン

ギ
ー

ナ

流

行

性

耳

下

腺

炎

急

性

出

血

性

結

膜

炎

流

行

性

角

結

膜

炎

1 12/31 3,193        26             20             128           542           106           17             98             17             - 10             4               9               

2 01/07 10,618      57             47             393           1,717        88             24             282           56             1               14             1               25             

3 01/14 17,857      44             36             445           1,496        48             24             274           48             1               13             - 16             

4 01/21 21,527      45             26             533           1,603        53             28             252           51             - 12             - 17             

5 01/28 16,881      54             22             507           1,491        46             28             193           50             - 17             - 20             

6 02/04 9,820        40             41             476           1,315        46             12             152           45             4               17             2               20             

7 02/11 3,993        43             38             405           1,012        36             15             140           42             1               11             2               21             

8 02/18 2,547        43             34             487           1,185        42             16             148           62             2               13             1               16             

9 02/25 1,539        45             48             525           1,141        50             13             127           53             1               27             - 19             

10 03/04 1,012        53             48             506           1,076        75             15             121           69             3               18             2               20             

11 03/11 546           40             63             474           1,126        75             18             167           63             2               24             - 19             

12 03/18 439           49             54             448           990           83             21             126           67             2               18             - 28             

13 03/25 417           41             63             341           888           86             19             112           52             3               20             1               23             

14 04/01 277           48             46             343           921           74             14             115           73             1               17             - 19             

15 04/08 370           60             45             364           1,145        85             13             115           73             2               16             3               21             

16 04/15 766           83             56             495           1,571        63             18             191           102           4               13             - 20             

17 04/22 713           77             50             561           1,656        103           20             176           112           2               30             1               27             

18 04/29 210           26             17             127           336           45             5               69             31             1               11             - 4               

19 05/06 175           36             67             373           1,094        152           21             171           90             4               22             1               17             

20 05/13 239           34             83             599           1,527        72             30             210           98             2               10             - 31             

21 05/20 112           77             115           573           1,421        115           62             198           103           9               26             1               12             

22 05/27 91             36             115           576           1,299        90             81             164           112           6               33             1               22             

23 06/03 72             40             140           546           1,248        126           112           152           90             13             27             4               26             

24 06/10 25             36             127           527           1,186        85             188           141           92             23             26             5               27             

25 06/17 27             39             145           525           1,187        76             385           222           100           62             30             3               24             

26 06/24 54             40             112           511           994           111           888           164           99             148           25             2               35             

27 07/01 22             56             152           509           1,099        109           1,798        204           101           376           18             1               22             

28 07/08 45             105           148           444           1,042        110           3,025        177           94             704           32             2               30             

29 07/15 15             117           116           380           783           69             3,748        200           75             795           22             5               29             

30 07/22 19             191           93             335           721           101           4,138        170           86             923           17             2               37             

31 07/29 17             278           82             264           651           69             2,862        146           82             800           19             5               27             

32 08/05 9               290           80             236           599           54             1,694        115           88             591           15             - 39             

33 08/12 10             193           69             134           267           28             574           48             38             182           6               - 14             

34 08/19 19             249           85             194           562           50             543           102           72             231           16             2               26             

35 08/26 107           355           73             240           494           33             542           135           76             240           18             - 30             

36 09/02 143           405           69             292           543           70             526           134           81             222           16             3               31             

37 09/09 196           428           69             296           594           33             498           127           81             188           18             - 30             

38 09/16 99             402           84             273           552           57             445           74             65             144           18             - 16             

39 09/23 104           331           73             263           519           41             365           76             72             104           14             4               22             

40 09/30 97             279           62             311           611           56             412           72             78             85             21             - 21             

41 10/07 123           185           52             330           569           55             369           54             69             60             13             1               22             

42 10/14 96             137           56             306           543           62             309           42             63             44             22             - 18             

43 10/21 118           103           73             322           568           55             312           68             62             18             26             - 23             

44 10/28 161           110           62             432           570           67             327           71             62             23             13             - 17             

45 11/04 115           59             56             392           612           78             323           48             55             33             15             1               16             

46 11/11 269           63             94             586           680           111           188           55             71             17             18             - 16             

47 11/18 575           60             92             539           747           116           189           75             67             12             13             1               19             

48 11/25 1,502        56             112           674           1,027        153           156           61             65             12             9               2               22             

49 12/02 2,894        59             129           711           1,123        194           170           59             55             16             20             2               21             

50 12/09 5,376        61             160           709           1,310        163           123           55             60             5               23             5               23             

51 12/16 7,630        61             164           732           1,426        198           107           54             58             5               15             - 26             

52 12/23 7,209        69             141           566           1,321        156           92             50             39             6               15             3               23             

令和元年 計 120,490    5,914        4,104        22,258      50,700      4,319        25,922      6,752        3,665        6,133        952           73             1,158        

平成30年 計 104,379    5,012        4,086        26,292      51,340      4,331        5,613        4,192        4,158        5,146        952           77             2,049        

1.2            1.2            1.0            0.8            1.0            1.0            4.6            1.6            0.9            1.2            1.0            0.9            0.6            

(-:0)

令和元年/平成30年比
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表Ⅱ -1 -9 定点把握対象疾患 (インフルエンザ・小児科・眼科 )  

      週単位定点当たり報告数の推移 (令和元年 )  

    

※定点当たり報告数は、小数点第 3 位を四捨五入。  

  

週 月

/

日
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頭
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水
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病
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染
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腺

炎

急

性

出

血

性

結

膜

炎

流

行

性

角

結

膜

炎

1 12/31 13.65        0.18          0.14          0.89          3.76          0.74          0.12          0.68          0.12          - 0.07          0.10          0.23          

2 01/07 41.80        0.35          0.29          2.44          10.66        0.55          0.15          1.75          0.35          0.01          0.09          0.03          0.63          

3 01/14 70.03        0.27          0.22          2.75          9.23          0.30          0.15          1.69          0.30          0.01          0.08          - 0.39          

4 01/21 84.09        0.28          0.16          3.27          9.83          0.33          0.17          1.55          0.31          - 0.07          - 0.41          

5 01/28 65.68        0.33          0.13          3.11          9.15          0.28          0.17          1.18          0.31          - 0.10          - 0.49          

6 02/04 38.36        0.25          0.25          2.94          8.12          0.28          0.07          0.94          0.28          0.02          0.10          0.05          0.50          

7 02/11 15.54        0.26          0.23          2.48          6.21          0.22          0.09          0.86          0.26          0.01          0.07          0.05          0.51          

8 02/18 9.95          0.26          0.21          2.99          7.27          0.26          0.10          0.91          0.38          0.01          0.08          0.02          0.39          

9 02/25 5.99          0.28          0.29          3.22          7.00          0.31          0.08          0.78          0.33          0.01          0.17          - 0.46          

10 03/04 3.95          0.33          0.29          3.10          6.60          0.46          0.09          0.74          0.42          0.02          0.11          0.05          0.49          

11 03/11 2.12          0.25          0.39          2.91          6.91          0.46          0.11          1.02          0.39          0.01          0.15          - 0.46          

12 03/18 1.71          0.30          0.33          2.77          6.11          0.51          0.13          0.78          0.41          0.01          0.11          - 0.68          

13 03/25 1.62          0.25          0.38          2.08          5.41          0.52          0.12          0.68          0.32          0.02          0.12          0.02          0.56          

14 04/01 1.07          0.29          0.28          2.10          5.65          0.45          0.09          0.71          0.45          0.01          0.10          - 0.46          

15 04/08 1.44          0.37          0.28          2.23          7.02          0.52          0.08          0.71          0.45          0.01          0.10          0.07          0.51          

16 04/15 2.97          0.51          0.34          3.04          9.64          0.39          0.11          1.17          0.63          0.02          0.08          - 0.49          

17 04/22 2.82          0.47          0.31          3.44          10.16        0.63          0.12          1.08          0.69          0.01          0.18          0.03          0.71          

18 04/29 0.93          0.19          0.12          0.91          2.40          0.32          0.04          0.49          0.22          0.01          0.08          - 0.11          

19 05/06 0.69          0.22          0.42          2.32          6.80          0.94          0.13          1.06          0.56          0.02          0.14          0.02          0.41          

20 05/13 0.93          0.21          0.51          3.67          9.37          0.44          0.18          1.29          0.60          0.01          0.06          - 0.76          

21 05/20 0.44          0.48          0.71          3.54          8.77          0.71          0.38          1.22          0.64          0.06          0.16          0.03          0.30          

22 05/27 0.35          0.22          0.71          3.56          8.02          0.56          0.50          1.01          0.69          0.04          0.20          0.02          0.54          

23 06/03 0.28          0.25          0.87          3.39          7.75          0.78          0.70          0.94          0.56          0.08          0.17          0.10          0.63          

24 06/10 0.10          0.22          0.79          3.27          7.37          0.53          1.17          0.88          0.57          0.14          0.16          0.13          0.68          

25 06/17 0.11          0.24          0.89          3.22          7.28          0.47          2.36          1.36          0.61          0.38          0.18          0.08          0.60          

26 06/24 0.21          0.25          0.69          3.15          6.14          0.69          5.48          1.01          0.61          0.91          0.15          0.05          0.88          

27 07/01 0.09          0.34          0.93          3.12          6.74          0.67          11.03        1.25          0.62          2.31          0.11          0.03          0.55          

28 07/08 0.18          0.65          0.92          2.76          6.47          0.68          18.79        1.10          0.58          4.37          0.20          0.05          0.75          

29 07/15 0.06          0.72          0.71          2.33          4.80          0.42          22.99        1.23          0.46          4.88          0.13          0.12          0.71          

30 07/22 0.07          1.17          0.57          2.06          4.42          0.62          25.39        1.04          0.53          5.66          0.10          0.05          0.90          

31 07/29 0.07          1.72          0.51          1.63          4.02          0.43          17.67        0.90          0.51          4.94          0.12          0.13          0.68          

32 08/05 0.04          1.91          0.53          1.55          3.94          0.36          11.14        0.76          0.58          3.89          0.10          - 1.15          

33 08/12 0.04          1.38          0.49          0.96          1.91          0.20          4.10          0.34          0.27          1.30          0.04          - 0.40          

34 08/19 0.08          1.55          0.53          1.20          3.49          0.31          3.37          0.63          0.45          1.43          0.10          0.05          0.65          

35 08/26 0.42          2.20          0.45          1.49          3.07          0.20          3.37          0.84          0.47          1.49          0.11          - 0.75          

36 09/02 0.57          2.52          0.43          1.81          3.37          0.43          3.27          0.83          0.50          1.38          0.10          0.08          0.79          

37 09/09 0.79          2.73          0.44          1.89          3.78          0.21          3.17          0.81          0.52          1.20          0.11          - 0.79          

38 09/16 0.40          2.53          0.53          1.72          3.47          0.36          2.80          0.47          0.41          0.91          0.11          - 0.41          

39 09/23 0.40          2.04          0.45          1.62          3.20          0.25          2.25          0.47          0.44          0.64          0.09          0.10          0.56          

40 09/30 0.38          1.73          0.39          1.93          3.80          0.35          2.56          0.45          0.48          0.53          0.13          - 0.53          

41 10/07 0.50          1.16          0.33          2.08          3.58          0.35          2.32          0.34          0.43          0.38          0.08          0.03          0.56          

42 10/14 0.38          0.85          0.35          1.90          3.37          0.39          1.92          0.26          0.39          0.27          0.14          - 0.45          

43 10/21 0.46          0.63          0.45          1.98          3.48          0.34          1.91          0.42          0.38          0.11          0.16          - 0.56          

44 10/28 0.64          0.68          0.39          2.68          3.54          0.42          2.03          0.44          0.39          0.14          0.08          - 0.44          

45 11/04 0.45          0.36          0.35          2.42          3.78          0.48          1.99          0.30          0.34          0.20          0.09          0.02          0.39          

46 11/11 1.04          0.39          0.58          3.60          4.17          0.68          1.15          0.34          0.44          0.10          0.11          - 0.39          

47 11/18 2.24          0.37          0.57          3.33          4.61          0.72          1.17          0.46          0.41          0.07          0.08          0.02          0.46          

48 11/25 5.84          0.34          0.69          4.13          6.30          0.94          0.96          0.37          0.40          0.07          0.06          0.05          0.54          

49 12/02 11.26        0.36          0.80          4.39          6.93          1.20          1.05          0.36          0.34          0.10          0.12          0.05          0.53          

50 12/09 20.84        0.37          0.98          4.35          8.04          1.00          0.75          0.34          0.37          0.03          0.14          0.12          0.56          

51 12/16 29.57        0.37          1.01          4.49          8.75          1.21          0.66          0.33          0.36          0.03          0.09          - 0.63          

52 12/23 28.61        0.43          0.88          3.52          8.20          0.97          0.57          0.31          0.24          0.04          0.09          0.08          0.59          

令和元年 計 476.25      36.96        25.65        139.11      316.88      26.99        162.01      42.20        22.91        38.33        5.95          1.87          29.69        

平成30年 計 409.33      31.13        25.38        163.30      318.88      26.90        34.86        26.04        25.83        31.96        5.91          1.93          51.23        

1.2            1.2            1.0            0.9            1.0            1.0            4.6            1.6            0.9            1.2            1.0            1.0            0.6            

(-:0)

令和元年/平成30年比
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表Ⅱ -1 -10 定点把握対象疾患 (基幹 )  

週単位報告数・定点当たり報告数の推移 (令和元年 )  

 

※定点当たり報告数は、小数点第 3 位を四捨五入。  

  

週 月

/

日
〈

週

開

始

日

〉

細

菌

性

髄

膜

炎

無

菌

性

髄

膜

炎

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

ク

ラ

ミ

ジ

ア

肺

炎

（
ロ

タ

ウ

イ

ル

ス

）

感

染

性

胃

腸

炎

（
入

院

患

者

）

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

週 月

/

日
〈

週

開

始

日

〉

細

菌

性

髄

膜

炎

無

菌

性

髄

膜

炎

マ

イ

コ

プ

ラ

ズ

マ

肺

炎

ク

ラ

ミ

ジ

ア

肺

炎

（
ロ

タ

ウ

イ

ル

ス

）

感

染

性

胃

腸

炎

（
入

院

患

者

）

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

1 12/31 - - - - - 22         1 12/31 - - - - - 2.00      

2 01/07 1           - 1           - 2           67         2 01/07 0.09      - 0.09      - 0.18      6.09      

3 01/14 1           2           4           - 1           98         3 01/14 0.09      0.18      0.36      - 0.09      8.91      

4 01/21 - 1           2           - 1           65         4 01/21 - 0.09      0.18      - 0.09      5.91      

5 01/28 - 2           3           - - 60         5 01/28 - 0.18      0.27      - - 5.45      

6 02/04 - - 2           - 1           64         6 02/04 - - 0.18      - 0.09      5.82      

7 02/11 - - - - 3           14         7 02/11 - - - - 0.27      1.27      

8 02/18 - - 1           - 2           18         8 02/18 - - 0.09      - 0.18      1.64      

9 02/25 - 2           1           - 6           9           9 02/25 - 0.18      0.09      - 0.55      0.82      

10 03/04 - 1           - - 5           5           10 03/04 - 0.09      - - 0.45      0.45      

11 03/11 - - 1           - 8           5           11 03/11 - - 0.09      - 0.73      0.45      

12 03/18 - 1           - - 12         2           12 03/18 - 0.09      - - 1.09      0.18      

13 03/25 - 1           1           1           7           1           13 03/25 - 0.09      0.09      0.09      0.64      0.09      

14 04/01 1           - - - 2           2           14 04/01 0.09      - - - 0.18      0.18      

15 04/08 - 1           - - 9           3           15 04/08 - 0.09      - - 0.82      0.27      

16 04/15 - 1           - - 1           2           16 04/15 - 0.09      - - 0.09      0.18      

17 04/22 - - 1           - 9           4           17 04/22 - - 0.09      - 0.82      0.36      

18 04/29 - 1           - - 7           3           18 04/29 - 0.09      - - 0.64      0.27      

19 05/06 - - - - 10         - 19 05/06 - - - - 0.91      -

20 05/13 - - - - 6           2           20 05/13 - - - - 0.55      0.18      

21 05/20 - - - - 6           - 21 05/20 - - - - 0.55      -

22 05/27 - 1           1           - 9           - 22 05/27 - 0.09      0.09      - 0.82      -

23 06/03 1           - 3           - 2           3           23 06/03 0.09      - 0.27      - 0.18      0.27      

24 06/10 1           - 1           - 3           - 24 06/10 0.09      - 0.09      - 0.27      -

25 06/17 - - 2           - 4           1           25 06/17 - - 0.18      - 0.36      0.09      

26 06/24 - 1           1           - 1           - 26 06/24 - 0.09      0.09      - 0.09      -

27 07/01 - - 1           - 2           - 27 07/01 - - 0.09      - 0.18      -

28 07/08 - 2           1           - 1           - 28 07/08 - 0.18      0.09      - 0.09      -

29 07/15 - 1           - - - - 29 07/15 - 0.09      - - - -

30 07/22 - 1           3           - - - 30 07/22 - 0.09      0.27      - - -

31 07/29 - - 2           - - - 31 07/29 - - 0.18      - - -

32 08/05 - 1           - - - - 32 08/05 - 0.09      - - - -

33 08/12 1           - 1           - 1           - 33 08/12 0.09      - 0.09      - 0.09      -

34 08/19 - - 4           - - 15         34 08/19 - - 0.36      - - 1.36      

35 08/26 - - 6           - 1           1           35 08/26 - - 0.55      - 0.09      0.09      

36 09/02 - 3           3           - - - 36 09/02 - 0.27      0.27      - - -

37 09/09 - 2           2           - - - 37 09/09 - 0.18      0.18      - - -

38 09/16 - 2           2           - - 1           38 09/16 - 0.18      0.18      - - 0.09      

39 09/23 - - 3           - - 1           39 09/23 - - 0.27      - - 0.09      

40 09/30 - - 5           - - 1           40 09/30 - - 0.45      - - 0.09      

41 10/07 - - 9           - - 3           41 10/07 - - 0.82      - - 0.27      

42 10/14 - 1           10         - - - 42 10/14 - 0.09      0.91      - - -

43 10/21 - 1           7           - - - 43 10/21 - 0.09      0.64      - - -

44 10/28 - - 7           - - 1           44 10/28 - - 0.64      - - 0.09      

45 11/04 - 4           4           - 1           1           45 11/04 - 0.36      0.36      - 0.09      0.09      

46 11/11 - 2           8           - - - 46 11/11 - 0.18      0.73      - - -

47 11/18 - 1           5           - - 1           47 11/18 - 0.09      0.45      - - 0.09      

48 11/25 - 3           11         - - 6           48 11/25 - 0.27      1.00      - - 0.55      

49 12/02 - - 6           - - 18         49 12/02 - - 0.55      - - 1.64      

50 12/09 1           - 3           - 1           17         50 12/09 0.09      - 0.27      - 0.09      1.55      

51 12/16 - - 8           - 1           32         51 12/16 - - 0.73      - 0.09      2.91      

52 12/23 - - 5           - - 31         52 12/23 - - 0.45      - - 2.82      

令和元年 計 7           39         141       1           125       579       令和元年 計 0.64      3.55      12.82    0.09      11.36    52.64    

平成30年 計 9           61         90         4           43         352       平成30年 計 0.84      5.70      8.41      0.37      4.02      32.90    

0.8        0.6        1.6        0.3        2.9        1.6        0.8        0.6        1.5        0.2        2.8        1.6        

(-:0) (-:0)

令和元年/平成30年比 令和元年/平成30年比
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表Ⅱ -1 -11 定点把握対象疾患 (基幹 )  

      月単位報告数・定点当たり報告数の推移 (令和元年 )  

 

※定点当たり報告数は、小数点第 3 位を四捨五入。  

 

 

表Ⅱ -1 -12 定点把握対象疾患 (性感染症 )  

月単位報告数・定点当たり報告数の推移 (令和元年 )  

 
※定点当たり報告数は、小数点第 3 位を四捨五入。  

  

月 報告患者数
定点当たり

報告数
報告患者数

定点当たり
報告数

報告患者数
定点当たり

報告数

1月 18 1.64 3 0.27 - -
2月 16 1.45 7 0.64 - -
3月 20 1.82 9 0.82 - -
4月 19 1.73 1 0.09 - -
5月 16 1.45 7 0.64 1 0.09
6月 21 1.91 3 0.27 - -
7月 13 1.18 2 0.18 2 0.18
8月 16 1.45 5 0.45 - -
9月 19 1.73 5 0.45 - -

10月 10 0.91 4 0.36 - -
11月 15 1.36 6 0.55 2 0.18
12月 18 1.64 3 0.27 2 0.18

令和元年　計 201 18.27 55 5.00 7 0.64
平成30年　計 199 18.60 65 6.07 1 0.09

令和元年/平成30年比 1.0 1.0 0.8 0.8 7.0 6.8

(-:0)

　　　ﾒﾁｼﾘﾝ耐性
　　　黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌感染症

　　　ﾍﾟﾆｼﾘﾝ耐性
 　　　肺炎球菌感染症

　　　薬剤耐性
　　　緑膿菌感染症

月 報告患者数
定点当たり

報告数
報告患者数

定点当たり
報告数

報告患者数
定点当たり

報告数
報告患者数

定点当たり
報告数

1月 115 1.95 37 0.63 22 0.37 40 0.68
2月 114 1.93 41 0.69 17 0.29 27 0.46
3月 126 2.17 31 0.53 17 0.29 29 0.50
4月 126 2.21 39 0.68 15 0.26 32 0.56
5月 144 2.44 34 0.58 15 0.25 26 0.44
6月 143 2.42 53 0.90 20 0.34 39 0.66
7月 153 2.64 55 0.95 21 0.36 52 0.90
8月 144 2.48 48 0.83 24 0.41 48 0.83
9月 152 2.58 51 0.86 21 0.36 41 0.69

10月 130 2.28 47 0.82 10 0.18 25 0.44
11月 134 2.27 31 0.53 19 0.32 29 0.49
12月 128 2.21 36 0.62 23 0.40 27 0.47

令和元年　計 1,609 27.60 503 8.63 224 3.84 415 7.12
平成30年　計 1,559 26.74 454 7.79 263 4.51 507 8.70

令和元年/平成30年比 1.0 1.0 1.1 1.1 0.9 0.9 0.8 0.8

性器ｸﾗﾐｼﾞｱ感染症
性器ﾍﾙﾍﾟｽｳｲﾙｽ

感染症
尖圭コンジローマ 淋菌感染症
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表Ⅱ -1 -13 定点把握対象疾患 (性感染症 )  

       性年齢階級別報告患者数の推移 (令和元年 )  

 

 

(2 ) 病原体情報  

a . 全数把握対象疾患の病原体検出状況  

(a ) 一類・二類感染症の病原体検出状況  

 一類感染症の検出はなかった。  

二 類 感 染 症 の 結 核 菌 は 、 遺 伝 子 中 の 多 重 反 復 配 列 の 反 復 数 を 株 間 で 比

較する Variable  Numbers  o f  Tandem Repeats 法 (VNTR 法 )等の遺伝子解

析 を 埼 玉 県 衛 生 研 究 所 及 び さ い た ま 市 健 康 科 学 研 究 セ ン タ ー で 実 施 し て

いる。令和元年に医療機関から収集され、遺伝子解析に供試された肺結核

患者由来の分離菌株は 262 株であった。これらの解析結果では、北京型

は 184 株 (70 .2%)、非北京型は 74 株 (28 .2%)、型別できなかったものが 4

株であった。さらに、北京型 184 株の系統推定では 128 株 (69 .6%)が祖先

型、 52 株 (28 .3%)が新興型、推定不能が 4 株であった。  

 

(b ) 三類感染症の病原体検出状況  

三類感染症細菌は、赤痢菌 6 株、腸管出血性大腸菌 149 株、チフス菌

1 株、パラチフス A 菌 3 株の計 159 株で、コレラ菌は分離されなかっ

た。このうち国外感染例からの分離は、赤痢菌 3 株、腸管出血性大腸菌

3 株、チフス菌 1 株、パラチフス A 菌 3 株であった。国外感染の腸管出

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

0歳 - - - - - - - -
1- 4歳 - - - - - - - -
5- 9歳 - - - - 1 - - -

10-14歳 - 3 - - - - - 1
15-19歳 29 103 1 26 4 5 18 11
20-24歳 124 363 7 73 7 29 59 29
25-29歳 122 264 11 77 17 25 73 18
30-34歳 81 163 14 45 9 19 34 10
35-39歳 67 80 10 41 21 14 43 12
40-44歳 50 43 10 28 11 13 30 5
45-49歳 39 23 13 36 14 5 19 8
50-54歳 23 8 6 35 9 2 18 3
55-59歳 9 2 6 10 6 2 12 3
60-64歳 4 1 2 12 4 1 4 -
65-69歳 1 3 - 9 2 - - 2
70歳～ 4 - 3 28 2 2 2 1

合計 553 1,056 83 420 107 117 312 103

男女比 0.52 1.00 0.20 1.00 0.91 1.00 3.03 1.00

(-:0)

性器ｸﾗﾐｼﾞｱ感染症
性器ﾍﾙﾍﾟｽｳｲﾙｽ

感染症
尖圭コンジローマ

年齢階級

淋菌感染症
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血性大腸菌は、 O111 患者 1 人がインドネシア、 O26 患者 2 人がオース

トラリアでの感染と推定された。国内感染例は、赤痢菌 3 株、腸管出血

性大腸菌 146 株であった (表Ⅱ -1 -14)。  

 

表Ⅱ -1 -14 埼玉県の三類感染症細菌検出状況 (令和元年 )  

 

 

赤痢菌の菌種は、 Shigel la  sonnei が 5 株、 Shigel la  f lexner i  が 1 株

の計 6 株であった。このうち 3 株が海外渡航歴のある患者から分離され

て い た 。 渡 航 先 は そ れ ぞ れ タ イ 、 イ ン ド ネ シ ア 、 エ チ オ ピ ア で あ っ た 。

国内感染が疑われる株は Shigel la  sonnei で 3 株あった (表Ⅱ -1 -15)。  

 

表Ⅱ -1 -15 県内で分離された赤痢菌  (令和元年 )  

 

 

腸管出血性大腸菌は 149 株が県内で分離された。血清型別では、 15 血

清型が検出された。最も多く検出された血清型は例年同様 O157： H7 で

79 株 (53 .0％ )、次いで O26： H11 が 20 株 (13 .4％ )であった。 O157： H−

が 11 株、O103：H2 が 10 株、O111：H−が 7 株、O26：H−が 6 株、O121：

H19 が 5 株、その他の血清型は 3 株以下であった。毒素型では、 VT2 が

65 株 (43 .6％ )、 VT1 が 41 株 (27 .5％ )、 VT1＆ 2 が 43 株 (28 .9％ )であった

(表Ⅱ -1 -16)。このうち VT の var iant が 2 株あり、 O157:H7 で Stx2c、

O8:H19 で Stx2e が検出された。   

コレラ菌 赤痢菌 腸管出血性大腸菌 チフス菌 パラチフスＡ菌 合計

国外感染 - 3 3 1 3 10

国内感染 - 3 146 - - 149

合　計 - 6 149 1 3 159

(-:0)

分離月 菌種 性別 年齢 推定感染地域

5月 S. sonnei 男 30歳代 国内

9月 S. sonnei 男 50歳代 タイ

10月 S. sonnei 女 10歳未満 インドネシア

11月 S. sonnei 男 60歳代 国内

11月 S. flexneri 1 女 50歳代 エチオピア

12月 S. sonnei 女 10歳代 国内
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表Ⅱ -1 -16 腸管出血性大腸菌の血清型と毒素型 (令和元年 )  

 

 

チフス菌は、 9 月に 10 歳代男性から 1 株分離された。海外渡航歴が

あり、発症状況から国外での感染が疑われた。推定感染地域はパキスタ

ンで、ファージ型は UVS4 であった (表Ⅱ -1 -17)。  

パラチフス A 菌は、 4 月に 60 歳代男性から、 5 月に 20 歳代女性と 30

歳代男性からそれぞれ 1 株、計 3 株分離された。カンボディア、バング

ラデシュへの海外渡航歴があり、発症状況から国外での感染が疑われ

た。ファージ型は、カンボディア由来の株の 2 株が 2 型、バングラデシ

ュ由来の株が 1 型であった (表Ⅱ -1 -17)。  

 

表Ⅱ -1 -17 県内で分離されたチフス菌及びパラチフス A 菌 (令和元年 )  

 

 

( c ) 四類感染症の病原体検出状況  

四類感染症のウイルスの月別検出状況を表Ⅱ -1 -18 に示す。  

E 型肝炎は 17 例 19 検体が採取され、 14 例 15 検体から E 型肝炎ウイ

VT1 VT2 VT1&2
O157:H7 － 50 29 79
O157:H－ － 3 8 11
O26:H11 18 2 － 20
O26:H－ 6 － － 6
O111:H－ 1 － 6 7
O8:H19 － 2 － 2
O55:HUT － 1 － 1
O91:H14 3 － － 3
O103:H2 10 － － 10
O121:H19 － 5 － 5
O145:H－ － 1 － 1
O146:H21 1 － － 1
O174:H2 1 － － 1
OUT:H2 1 － － 1
OUT:H19 － 1 － 1
合計 41 65 43 149

27.5% 43.6% 28.9%
（数値部分の－：０）

血清型
毒素型

計

分離月 血清型名 性別 年齢 ファージ型 推定感染地域

4月 S. Paratyphi A 男 60歳代 2 カンボディア

5月 S. Paratyphi A 女 20歳代 2 カンボディア

5月 S. Paratyphi A 男 30歳代 1 バングラデシュ

9月 S. Typhi 男 10歳代 UVS4 パキスタン
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ルスが検出された。遺伝子型は、 G3 が 11 例、型別未確定が 3 例であっ

た。ウイルスが検出された 14 例のうち 13 例に海外渡航歴は認められず、

1 例は不明であった。  

A 型肝炎は 8 例 9 検体が採取され、 5 例 5 検体から A 型肝炎ウイルス

が検出された。遺伝子型は、IA が 5 例であった。検出された 5 例のうち、

1 例はメキシコへの渡航歴があり、 4 例は海外渡航歴がなかった。  

重症熱性血小板減少症候群 (SFTS)は 2 例 4 検体が採取されたが、SFTS

ウイルスは検出されなかった。検出されたウイルスは、 EB ウイルスが 1

例 2 検体であった。  

チクングニア熱は 2 例 2 検体が採取され、 2 検体からチクングニアウ

イルスが検出された。 2 例ともミャンマーへの渡航歴があった。また、

デング熱の診断名で採取された 1 例からチクングニアウイルスが検出さ

れた。この症例にはタイへの渡航歴があった。  

デング熱は 16 例 19 検体が採取され、8 例 10 検体からデングウイルス

が検出された。検出されたデングウイルスは 2 型が 3 例 3 検体、1 型が 2

例 3 検体、3 型が 2 例 2 検体、4 型が 1 例 2 検体で、すべて海外渡航歴の

ある症例であった。渡航先はインド及びフィリピンが 2 例、タヒチ、タ

イ、カンボディア及びバングラデシュがそれぞれ 1 例であった。  

 

表Ⅱ -1 -18 月別四類ウイルス検出状況 (全数把握対象令和元年 )  

 

 

ボツリヌス症は、 11 月に県内医療機関入院患者 1 人の糞便から、ボツ

リヌス菌 (Clostr id ium botul inum)及びボツリヌス毒素が検出された。毒

素は A 型ボツリヌス毒素であった。また同患者の血清からも、ボツリヌ

ス毒素が検出された。  

レジオネラ症は、肺炎症状を呈する患者から Legionel la 属菌 17 株が

令和2年 1月30日　現在

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計

1  2 6 6 6 10 8 3 4 1 6 53

検体数   1 2 5 2 1 1 1 2  4 19

E型肝炎   1  5 2 1 1  1  4 15

検体数 1  1 4 1 1 1      9

A型肝炎 1  1 1 1  1      5

検体数      3 1      4

SFTS              

検体数       2      2

チクングニア       2      2

検体数       5 7 2 2 1 2 19

デング       4 4 1   1 10
デング熱

臨床診断名
　

Ｅ型肝炎

Ａ型肝炎

重症熱性血小板
減少症候群

チクングニア熱

その他のウイルス

EB(2)

チクングニア(1)

検出月
検体合計数

ウイルス
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分離され、16 株が Legionel la  pneumophi la 血清群 1、1 株が Legionel la  

pneumophi la 血清群 6 であった。この他に、LAMP のみ陽性の Legionel la

属菌は 9 株であった。  

 

(d ) 五類感染症全数把握対象疾患の病原体検出状況  

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症では、 7 菌種、 90 株のカルバ

ペネム耐性腸内細菌科細菌 (CRE)が分離された。最も多く分離されたのは、

Klebsie l la  aerogenes で 46 株 (51 .1%)、 次 い で Enterobacter  c loacae  

complex が 23 株 (25 .6%) 、 Escherichia  co l i  が 10 株 、 Klebsie l la  

pneumoniae  が 6 株、 Enterobacter  sp.、 Serrat ia  marcescens がそれぞ

れ 2 株、 Citrobacter  f reundi i  が 1 株の順であった。  

薬剤耐性遺伝子は、主にカルバペネマーゼ遺伝子 (NDM 型、 KPC 型、

IMP 型、VIM 型、GES 型、OXA-48 型 )6 種、基質特異性拡張型βラクタ

マーゼ (ESBL)遺伝子 (TEM 型、SHV 型、CTX-M-1group、CTX-M-2group、

CTX-M-9group)5 種、 AmpC 型βラクタマーゼ遺伝子 (ACC 型、 CIT 型、

DHA 型、 EBC 型、 FOX 型、 MOX 型 )6 種の計 17 種類について検査を実

施 し た 。 カ ル バ ペ ネ マ ー ゼ 遺 伝 子 保 有 株 い わ ゆ る カ ル バ ペ ネ マ ー ゼ 産 生

腸内細菌科細菌 (CPE)は、 14 株 (15 .6%)であった。このうち IMP 型保有

株は 10 株で CPE の 71.4%を占めていた。このほか NDM 型が 2 株、KPC

型、 GES 型保有株がそれぞれ 1 株ずつ分離された。 CPE の菌種は、 K.  

pneumoniae、K. aerogenes、E.  c loacae  complex、Enterobacter  sp .、E.  

co l i の 5 菌種であった。ESBL 遺伝子保有株は 15 株 (16 .7%)、AmpC 型β

ラクタマーゼ遺伝子保有株は 14 株 (15 .6%)であった。  

五 類 感 染 症 全 数 把 握 対 象 疾 患 の ウ イ ル ス の 月 別 検 出 状 況 を 表 Ⅱ -1 -19

に示す。  

急性弛緩性麻痺 (急性灰白髄炎を除く )は、3 例 5 検体から 6 件のウイル

スが検出された。エンテロウイルス D68 型の検出はなかった。検出され

たウイルスは、パレコウイルス 3 型及び EB ウイルスがそれぞれ 1 例 2

件、サイトメガロウイルス及びヒトヘルペスウイルス 7 がそれぞれ 1 件

であった。このうち 1 検体で複数のウイルスが重複して検出された。  

急性脳炎は 44 例 124 検体が採取され、 22 例 37 検体から 44 件のウイ

ルスが検出された。検出されたウイルスは、ヒトヘルペスウイルス 6 が 5

例 9 件、ライノウイルスが 4 例 4 件、パレコウイルス 3 型及びロタウイ

ルス A 群がそれぞれ 3 例 5 件、 EB ウイルスが 3 例 3 件、サイトメガロ

ウイルス及びヒトパルボウイルス B19 がそれぞれ 2 例 3 件、コクサッキ

ーウイルス B3 型及び単純ヘルペスウイルス 1 型がそれぞれ 1 例 2 件、
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ヒトヘルペスウイルス 7、ノロウイルス、インフルエンザウイルス AH3

亜型、RS ウイルス、ヒトメタニューモウイルス、パラインフルエンザウ

イルス 1 型及びアデノウイルス 2 型がそれぞれ 1 件であった。このうち

6 検体で、複数のウイルスが重複して検出された。重複して検出された検

体は、ライノウイルスとパラインフルエンザ 1 型が 1 検体、ライノウイ

ルス、サイトメガロウイルス及びアデノウイルス 2 型が 1 検体、ヒトヘ

ルペスウイルス 6 と RS ウイルスが 1 検体、EB ウイルスとヒトヘルペス

ウイルス 7 が 1 検体、ノロウイルスとロタウイルス A 群が 1 検体、EB ウ

イルスとヒトメタニューモウイルスが 1 検体であった。また、複数の検

体が採取された症例のうち 3 例で、検体ごとに異なるウイルスが検出さ

れた。  

劇 症 型 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 感 染 症 で は 9 株 分 離 さ れ た 。 う ち

Streptococcus  pyogenes は 4 株 、 S.  dysgalact iae  subsp.  equis imi l is  

(SDSE)4 株、 B 群溶血性レンサ球菌 (GBS)である S.  agalact iae  1 株であ

った。 S.  pyogenes  の emm 型は、 emm1.0 が 2 株、 emm12.0 が 1 株、

emm89.0 が 1 株であった。T 型別では、T1 型が 2 株、TB3264 型と T 型

別不能がそれぞれ 1 株ずつであった。 SDSE の emm 型は、 stG6792.3 が

2 株 、 stG485.0、 stG652.0 が そ れ ぞ れ 1 株 で あ っ た 。 1 株 分 離 の S.  

agalact iae(GBS)の莢膜型は V 型であった。  

侵 襲 性 肺 炎 球 菌 感 染 症 由 来 の イ ン フ ル エ ン ザ 菌 (Haemophi lus  

inf luenzae)は、 10 月に 1 株分離された。無莢膜型のインフルエンザ菌

(Non-typeable  H.  inf luenzae： NTHi)であった。  

侵 襲 性 肺 炎 球 菌 感 染 症 由 来 の 肺 炎 球 菌 (Streptococcus  pneumoniae)は

3 月、 11 月に 1 株ずつ、計 2 株が分離された。それぞれ小児と成人から

1 株ずつ分離された。それらの莢膜型 /遺伝子型 (MLST)は、16F 型 /ST3117、

23A 型 /ST10000 であった。16F 型、23A 型は、ワクチンに含まれていな

い莢膜型 (non vacc ine  type  :  NVT)であった。  

先天性風しん症候群は 4 例 10 検体が採取されたが、風しんウイルスは

検出されなかった。  

播種性クリプトコックス症は Cryptococcus  neoformans が 3 月と 11

月に 1 株ずつ、計 2 株分離された。  

百日咳は Bordete l la  pertuss is が 1 月に 1 株分離された。  

風しんは 139 例 378 検体が採取され、51 例 109 件の風しんウイルスが

検出された。検出された風しんウイルスの遺伝子型は、 1E が 49 例及び

型別未確定が 2 例であった。風しんウイルスの他には、ヒトパルボウイ

ルス B19 が 8 例 19 件、エコーウイルス 18、単純ヘルペスウイルス 1 型、
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ヒトヘルペスウイルス 6、インフルエンザウイルス AH3 亜型、インフル

エンザ A 型亜型未確定、アデノウイルス 2 型がそれぞれ 1 件検出された。

ま た 、 麻 し ん の 診 断 名 で 採 取 さ れ た 検 体 か ら も 風 し ん ウ イ ル ス は 検 出 さ

れた。  

 

表Ⅱ -1 -19 月別五類ウイルス検出状況 (全数把握対象令和元年 )  

 

 

麻しんは 278 例 752 検体が採取され、32 例 80 件の麻しんウイルス (ワ

クチン株を除く )が検出された。 32 例の遺伝子型は、 B3 が 16 例、 D8 が

15 例及び型別未確定が 1 例であった。また、風しんウイルス (ワクチン株

を除く )が 18 例 45 件から検出された。18 例の遺伝子型はすべて 1E であ

った。麻しんウイルス、風しんウイルス以外のウイルスは、ヒトパルボウ

イルス B19 が 20 例 43 件、ヒトへルぺスウイルス 6 が 17 例 20 件、ライ

令和2年 1月30日　現在

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計
62 70 143 138 196 258 111 54 110 83 30 30 1285

検体数    5 5  5   6   21

エンテロ D68              

検体数 17 1 22 5 6 8 15 8 10 15 15 2 124
コクサッキー B3        2     2
エンテロ nt          1   1
パレコ 3        4 1    5
ライノ   2   1     1  4
単純ヘルペス 1 2            2
EB     1  1  1    3
サイトメガロ      1     2  3
ヒトヘルペス 6 4      1   4   9
ヒトヘルペス 7         1    1
ヒトパルボ B19   2  1        3
ノロ    1         1
ロタ (A)   1 1   3      5
インフルエンザ AH3 1            1
RS       1      1
ヒトメタニューモ     1        1
パラインフルエンザ１   1          1
アデノ 2      1       1

検体数 31 29 18 48 70 77 49 21 8 14  13 378

風しん 7 8 3 22 28 25 8 4 2 2   109

検体数 3  5    2      10

風しん              

検体数 11 40 98 80 115 173 40 25 92 48 15 15 752

麻しん 2 9 9 8 18 17 2  15    80

風しん 5 5 11 3 8 11   2    45

臨床診断名
　

その他のウイルス

急性弛緩性麻痺
パレコ 3(2), EB(2), サイトメガロ(1), ヒ
トヘルペス 7(1)

急性脳炎
（四類以外）

風しん

エコー 18(1), エンテロ nt(1), 単純ヘ
ルペス 1(1), ヒトヘルペス 6(1), ヒトパ
ルボ B19(19), インフルエンザ
AH3(1), インフルエンザ A(1), アデノ
2(1), アデノ nt(1)

先天性風しん
症候群

麻しん

麻しん(ワクチン株)(12), 風しん(ワクチ
ン株)(1), コクサッキー A6(3), コクサッ
キー B3(1), エンテロ nt(2), パレコ
1(1), パレコ 3(1), パレコ 6(1), ライノ
(5), ヒトヘルペス 6(20), ヒトヘルペス
7(3), ヒトパルボ B19(43), アデノ
1(1), アデノ 2(3), アデノ 5(1), アデノ
6(1), アデノ nt(3), インフルエンザ
AH1pdm09(1), インフルエンザ
AH3(2)

検出月

検体合計数ウイルス
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ノウイルスが 5 例 5 件、コクサッキーウイルス A6 型及びアデノウイル

ス 2 型がそれぞれ 3 例 3 件、ヒトヘルペスウイルス 7 が 2 例 3 件、イン

フルエンザウイルス AH3 亜型が 2 例 2 件、コクサッキーウイルス B3 型、

パレコウイルス 1 型、 3 型、 6 型、アデノウイルス 1 型、 5 型、 6 型及び

インフルエンザウイルス AH1pdm09 がそれぞれ 1 件検出された。このう

ち 2 検体で複数のウイルスが重複して検出された。また、複数の検体が

採取された症例のうち 3 例で、検体ごとに異なるウイルスが検出された。  

薬 剤 耐 性 ア シ ネ ト バ ク タ ー 感 染 症 で は 、 薬 剤 耐 性 ア シ ネ ト バ ク タ ー  

(MDRA)1 株が分離された。菌種は Acinetobacter  baumanni i であった。

この菌は、染色体上に OXA 型カルバペネマーゼ OXA-51- l ike 遺伝子を保

有 し 、 さ ら に 上 流 に プ ロ モ ー タ ー 活性 を 有 す る 挿 入 配 列 ( ISAba1)が 挿 入

されることで、カルバペネム耐性を示す菌である。  

 

( e ) 五類感染症定点把握対象疾患の病原体検出状況  

五 類 感 染 症 定 点 把 握 対 象 疾 患 の ウ イ ル ス の 月 別 検 出 状 況 を 表 Ⅱ -1 -20

及び表Ⅱ -1 -21 に示す。  

 

表Ⅱ -1 -20 月別インフルエンザウイルス検出状況  

(定点把握対象令和元年 )  

 

 

2018-2019 シーズンのインフルエンザは、平成 31 年 1 月から令和元年

8 月までに 537 検体が採取された。インフルエンザウイルスの検出数は、

AH3 亜型が 292 件、 AH1pdm09 が 136 件、 B 型 67 件、 A 型亜型未確定

が 2 件であった。このうち、1 検体で AH3 亜型と AH1pdm09 が重複して

検出された。  

2019-2020 シーズンのインフルエンザは、令和元年 9 月から 12 月まで

に 297 検 体 が 採 取 さ れ た 。 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 検 出 数 は 、

AH1pdm09 が 271 件、 B 型が 10 件、 AH3 亜型が 4 件であった。  

令和2年 1月30日　現在

臨床診断名
検出月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計 その他のウイルス

検体数 226 141 55 62 32 9 6 6 13 18 58 208 834

インフルエンザ AH1pdm09 82 24 10 9 2 2 3 4 10 16 55 190 407

インフルエンザ AH3 134 106 29 18 4   1  1 2 1 296

インフルエンザ A 2            2

インフルエンザ B 4 2 6 30 22 3   1   9 77

インフルエンザ

ヒトメタニューモ(6), パラインフ
ルエンザ 1(3), パラインフルエ
ンザ 2(1), パラインフルエンザ
3(4), コロナ(6), ボカ(2), コク
サッキー B5(1), ライノ(14), ア
デノ 2(1), アデノ nt(5)

ウイルス
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インフルエンザウイルス以外のウイルス検出は、ライノウイルスが 14

件、ヒトメタニューモウイルス及びコロナウイルスがそれぞれ 6 件、パ

ラインフルエンザウイルス 3 型が 4 件、パラインフルエンザウイルス 1

型が 3 件、ボカウイルスが 2 件、パラインフルエンザウイルス 2 型、コ

クサッキーウイルス B5 型及びアデノウイルス 2 型がそれぞれ 1 件であ

った。このうち 9 検体で複数のウイルスが重複して検出された。  

RS ウイルス感染症は 69 検体が採取され、 42 件の RS ウイルスが検出

された。検出された RS ウイルスの内訳は、RSV-A が 31 件、RSV-B が 11

件であった。 RS ウイルス以外のウイルス検出は、ライノウイルスが 14

件、ヒトメタニューモウイルス、パラインフルエンザウイルス 3 型及び

ボカウイルスがそれぞれ 4 件、コクサッキーウイルス B5 型が 2 件、パラ

インフルエンザウイルス 2 型、4 型、コロナウイルス、パレコウイルス 1

型がそれぞれ 1 件であった。このうち 8 検体で複数のウイルスが重複し

て検出された。  

咽頭結膜熱は 26 検体が採取された。検出されたアデノウイルスは、ア

デノウイルス 1 型が 7 件、 3 型が 6 件、 2 型が 5 件、 4 型が 2 件であっ

た。アデノウイルス以外のウイルス検出は、コクサッキーウイルス A6 型、

パレコウイルス 1 型、サイトメガロウイルス及びヒトヘルペスウイルス

6 がそれぞれ 1 件であった。このうち 1 検体で複数のウイルスが重複し

て検出された。  

A 群 溶 血 性 レ ン サ 球 菌 咽 頭 炎 で は 、 咽 頭 炎 由 来 株 か ら Streptococcus  

pyogenes  が 9 株分離された。 T 型別では、 T1 型が 2 株、 T4 型が 2 株、

T12 型が 2 株で、 T3 型、 T6 型、 T25 型がそれぞれ 1 株であった。 emm

型では、未実施 1 株を除き、6 タイプ検出された。うち emm4.0、emm12.0

が 2 株ずつ、 emm1.0、 emm3.95、 emm6.4、 emm170.2 がそれぞれ 1 株

ずつであった。  

感染性胃腸炎は 130 検体が採取された。検出されたウイルスは、ノロ

ウイルスが 33 件、アデノウイルス 40/41 型が 21 件、サポウイルス及び

ライノウイルスがそれぞれ 7 件、ロタウイルス A 群及びアデノウイルス

2 型がそれぞれ 6 件、アデノウイルス 1 型が 4 件、アストロウイルス、

アデノウイルス 31 型、コクサッキーウイルス A16 型及びパレコウイル

ス 3 型がそれぞれ 2 件、コクサッキーウイルス A6 型、 B3 型、エコーウ

イルス 18 型、エコーウイルス 25 型及びパレコウイルス 1 型がそれぞれ

1 件であった。このうち 14 検体で複数のウイルスが重複して検出された。

この他に細菌では、 Escherichia  co l i が 2 月、 4 月、 7 月に 1 株ずつ計 3

株、 Campylobacter  je juni が 10 月に 1 株分離された。  
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手足口病は 65 検体が採取された。検出されたエンテロウイルスは、コ

クサッキーウイルス A6 型が 29 件、コクサッキーウイルス A16 型が 16

件、コクサッキーウイルス A5 型及び A10 型がそれぞれ 1 件であった。

エンテロウイルス以外のウイルス検出は、ライノウイルスが 2 件、パレ

コウイルス 3 型、ヒトヘルペスウイルス 6、ヒトパルボウイルス B19 及

びパラインフルエンザウイルス 3 型がそれぞれ 1 件であった。このうち

1 検体で複数のウイルスが重複して検出された。  

伝染性紅斑は 2 検体が採取され、ヒトパルボウイルス B19 が 1 件検出

された。  

突発性発しんは 3 検体が採取されたが、ウイルスは検出されなかった。  

ヘルパンギーナは 7 検体が採取された。検出されたエンテロウイルス

は、コクサッキーウイルス A5 型及び A6 型がそれぞれ 2 件、エコーウイ

ルス 11 型が 1 件であった。エンテロウイルス以外のウイルス検出は、ラ

イノウイルスが 2 件、ヒトパルボウイルス B19 及び RS ウイルスがそれ

ぞれ 1 件であった。このうち 2 検体で複数のウイルスが重複して検出さ

れた。  

流行性耳下腺炎は 1 検体が採取され、アデノウイルス 2 型が検出され

た。  

流行性角結膜炎は 8 検体が採取された。検出されたウイルスは、アデ

ノウイルス 3 型が 3 件、アデノウイルス 37 型及び 56 型がそれぞれ 2 件、

アデノウイルス 64 型 1 件であった。  

無菌性髄膜炎は 78 例 190 検体が採取され、 46 例 83 検体から 101 件

のウイルスが検出された。検出されたウイルスは、ライノウイルスが 10

例 13 件、ヒトヘルペスウイルス 7 が 6 例 6 件、パレコウイルス 3 型が

5 例 12 件、コクサッキーウイルス B3 型が 5 例 11 件、サイトメガロウ

イルスが 5 例 6 件、 EB ウイルスが 5 例 5 検体、水痘帯状疱しんウイル

スが 4 例 7 件、コクサッキーウイルス B5 型が 3 例 6 件、アデノウイル

ス 2 型が 3 例 3 件、エコーウイルス 30 型が 2 例 4 件、ヒトヘルペスウ

イルス 6、ヒトパルボウイルス B19 及びムンプスウイルスがそれぞれ 2

例 3 件、コクサッキーウイルス B4 型及びエコーウイルス 18 型がそれぞ

れ 1 例 4 件、コクサッキーウイルス A5 型、 A6 型、エコーウイルス 15

型、エコーウイルス 25 型、パレコウイルス 1 型、アデノウイルス 1

型、単純ヘルペスウイルス 2 型、ボカウイルス及びパラインフルエンザ

ウイルス 2 型がそれぞれ 1 件であった。このうち同一検体からヒトヘル

ペスウイルス 7 と EB ウイルスの重複検出が 3 例 3 検体、サイトメガロ

ウイルスとライノウイルス及びライノウイルスとアデノウイルス 2 型の
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重複検出がそれぞれ 1 例 2 件であった。また、ライノウイルスと水痘帯

状疱しんウイルス、ライノウイルスとアデノウイルス 1 型、サイトメガ

ロウイルスとヒトヘルペスウイルス 7、ムンプスウイルスとヒトヘルペ

スウイルス 6、エコーウイルス 18 と EB ウイルス、サイトメガロウイル

スと未型別エンテロウイルスがそれぞれ重複して検出された。さらに、

1 検体で、サイトメガロウイルス、ヒトヘルペスウイルス 6、ヒトパル

ボウイルス B19、ライノウイルス、 EB ウイルス及びアデノウイルス 2

型が重複して検出された。また、複数の検体が採取された症例のうち 9

例で、検体ごとに異なるウイルスが検出された。  
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表Ⅱ -1 -21 月別五類ウイルス検出状況 (定点把握対象令和元年 )  

 

  

令和2年 1月30日　現在

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計
37 26 24 38 43 35 51 51 62 41 52 28 501

検体数 2 2 6 6 6  4 5 17 10 5 6 69

RS 2 2 3 3 1  3 2 13 5 4 4 42

検体数  2 1 1 5 4 4 2 1 3 1 2 26
アデノ 1   1 1 1 2 1     1 7
アデノ 2  1   1 1 2      5
アデノ 3  1   1  1 1   1 1 6
アデノ 4     1    1    2

検体数 13 15 8 17 14 13 12 6 3 10 5 14 130

ノロ 6 8 3 1 1 3 1     10 33

サポ 2     3 2      7

アストロ 1 1           2

ロタ (A) 2   3 1        6

アデノ 40/41 1   6 3 5 3 1  1 1  21

検体数 1 2 1 3  9 17 10 12 3 4 3 65

コクサッキー A5         1    1

コクサッキー A6      6 12 8 3    29

コクサッキー A10         1    1

コクサッキー A16   1    4  1 3 4 3 16

検体数  1  1         2

ヒトパルボ B19    1         1

検体数    1  1     1  3

ヒトヘルペス 6              

ヒトヘルペス 7              

検体数    1  1 2 2 1    7

コクサッキー A5        2     2

コクサッキー A6       2      2

検体数     1        1

ムンプス              

検体数    1  2 2  1  2  8

アデノ 3    1   1    1  3

アデノ 37      1 1      2

アデノ 56      1     1  2

アデノ 64         1    1

検体数 21 4 8 7 17 6 22 26 27 15 34 3 190

コクサッキー A5       1      1

コクサッキー A6       1      1

コクサッキー B3      1 4  4  2  11

コクサッキー B4        4     4

コクサッキー B5 3          3  6

エコー 15       1      1

エコー 18         4    4

エコー 25         1    1

エコー 30           4  4

エンテロ nt      1 1      2

パレコ 1 1            1

パレコ 3       4 4 3  1  12

ライノ 2    4    1 1 5  13

アデノ 1     1        1

アデノ 2 2          1  3
単純ヘルペス 2    1         1
水痘帯状疱しん   2  1   2   2  7
EB 2   1     1  1  5
サイトメガロ 1   1   1   1 2  6

ヒトヘルペス 6 3            3

ヒトヘルペス 7 1   2 1    1  1  6

ヒトパルボ B19 2       1     3
ムンプス 2          1  3
ボカ   1          1
パラインフルエンザ2         1    1

臨床診断名
　

その他のウイルス

RSウイルス
感染症

ヒトメタニューモ(4), パラインフルエンザ 2(1),

パラインフルエンザ 3(4), パラインフルエン

ザ 4(1), コロナ(1), ボカ(4), アデノ nt(1), コク

サッキー B5(2), パレコ 1(1), ライノ(14)

感染性胃腸炎

アデノ 1(4), アデノ 2(6), アデノ 31(2), アデノ

nt(1), コクサッキー A6(1), コクサッキー

A16(2), コクサッキー B3(1), エコー 18(1), エ

コー 25(1), パレコ 1(1), パレコ 3(2), ライノ(7)

手足口病
エンテロ nt(2), パレコ 3(1), ライノ(2), アデノ

nt(2), ヒトヘルペス6(1), ヒトパルボ B19(1),

パラインフルエンザ3(1)

咽頭結膜熱
アデノ nt(1), コクサッキー A6(1), パレコ

1(1), サイトメガロ(1), ヒトヘルペス6(1)

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ
エコー 11(1), ライノ(2), アデノ nt(1), ヒトパル

ボ B19(1), RS(1)

流行性耳下腺炎 アデノ 2(1)

 流行性角結膜炎

無菌性髄膜炎

検出月

検体合計数
ウイルス
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2 O157 等感染症発生原因調査  

(1 ) 患者情報  

平成 31 年 1 月から令和元年 12 月までに、埼玉県内の保健所に届出の

あった腸管出血性大腸菌感染症 152 例と県外から通報された 4 例、計 156

例 (以下調査対象者 )を対象に疫学的、細菌学的検討を行った。  

 

a . 年別発生状況  

平成 12 年 か ら 令 和 元 年 ま で の 全 国 と 埼 玉 県 の 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 感 染

症の発生状況を図Ⅱ -2 -1 に示した。令和元年の全国の届出数は前年より

減少し 3,741 件であった。埼玉県の届出数は 152 例で、前年より大きく

減少した。  

 

 
※令和元年全国届出数は暫定値  

図Ⅱ -2 -1 年別腸管出血性大腸菌感染症届出数  

 

b . 月別届出数  

県内の月別届出数を図Ⅱ -2 -2 に示す。令和元年の月別届出数は 7 月の

37 例が最も多かった。一方、8 月の届出数は 24 例で、前年の 108 例より

も大きく減少した。  

 

c . 性別年齢階級別発生状況  

調査対象 (県外届出を含む )156 例の性別は、男性 70 例、女性 86 例で、

性比 (男 /女 )は 0.81 であった。年齢階級別では、20 歳代が最も多く 34 例、

次いで 10 歳未満が 28 例、10 歳代が 27 例であった。前年との比較では、

全ての年齢階級で減少し、特に 10 歳未満の減少が顕著であった (図Ⅱ -2 -

3a、 3b)。  
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図Ⅱ -2 -2 月別報告数  (平成 28 年～令和元年 )  

 

 

図Ⅱ -2 -3a 性別年齢階級別報告数  

 

 

 

図Ⅱ -2 -3b 年齢階級別報告数の前年比較  

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和元年 2 1 9 3 5 17 37 24 28 10 10 6

平成30年 3 1 8 6 11 30 46 108 35 13 7 11

平成29年 3 4 2 15 8 17 49 94 35 10 3 6

平成28年 1 2 2 2 5 17 33 41 28 28 12 3
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d . 患者・保菌者別年齢階級別発生状況  

調査対象 156 例のうち患者は 118 例で、年齢階級別では全ての階級か

ら報告があったが、特に多かったのは 20 歳代の 27 例、 10 歳未満の 26

例であった。  

 

 
図Ⅱ -2 -4 患者・保菌者別年齢階級別報告数  

 

職 業 上 の 義 務 に よ る 定 期 検 便 、 健 康 診 断 等 に お け る 検 便 及 び 患 者 発 生

時 に 積 極 的 疫 学 調 査 の 一 貫 と し て 実 施 さ れ た 接 触 者 検 便 で 発 見 さ れ た 保

菌者は 38 例であった。年齢階級別では全ての年齢階級から報告があり、

30 歳代が 10 例、 20 歳代及び 40 歳代が各 7 例と多かった (図Ⅱ -2 -4)。  

 

e . 地域別発生状況  

県内 16 か所及び県外 4 か所の保健所 (表Ⅱ -2 -1a)へ届出された 156 例

(調査対象者 )の住所地は、県内及び他都道府県 (表Ⅱ -2 -1b)に分布していた。

届出保健所別で報告数が多かったのは、さいたま市保健所 (26 例 )、朝霞

保健所 (25 例 )であった。住所地別では、朝霞保健所 (26 例 )、さいたま市

保健所 (25 例 )であった。  
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 表Ⅱ -2 -1a 届出保健所別報告数    表Ⅱ -2 -1b   住所地保健所別報告数  

 

 

f . 血清型・毒素型別発生状況  

調査対象 156 例の血清型は、 11 種類の血清型に型別された。 O157 が

最も多く 93 例で、そのうちベロ毒素型 VT1,VT2 が 39 例、VT2 が 53 例、

不明が 1 例であった。全体に占める O157 の割合は 60%で、前年 (63%)よ

り僅かに減少した。O26 は 26 例で、ベロ毒素型は VT1 が 24 例、VT2 が

2 例であった。全体に占める O26 の割合は 17%で、前年 (21%)より減少し

た。その他の血清型では O103 が 10 例、 O111 が 8 例、 O121 が 5 例、

O8、O91 が各 2 例、その他 4 血清型に各 1 例が型別されたほか、OUT が

5 例、不明が 1 例であった (表Ⅱ -2 -2)。  

  

届出保健所 報告数 住所地保健所 報告数

朝霞 25 朝霞 26

鴻巣 1 鴻巣 2

東松山 1 東松山 1

秩父 0 秩父 1

本庄 6 本庄 3

熊谷 14 熊谷 15

加須 2 加須 2

春日部 3 春日部 2

幸手 5 幸手 5

坂戸 3 坂戸 3

草加 7 草加 8

狭山 17 狭山 14

南部 8 南部 5

川口市 14 川口市 16

越谷市 9 越谷市 10

川越市 11 川越市 11

さいたま市 26 さいたま市 25

小計 152 小計 149

県外 4 県外 6

総計 156 不明 1

総計 156
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表Ⅱ -2 -2 血清型・毒素型別報告数  

 

 

(2 ) 腸管出血性大腸菌感染症発生原因調査票の解析結果  

a . 腸管出血性大腸菌感染症発生原因調査票の回収状況  

令和元年の調査票を用いた疫学調査は、調査対象者 (156 例 )とその家族

等を対象に実施された。320 例分の調査票が回収され、その内訳は調査対

象者 135 例 (患者 108 例、保菌者 27 例 )、家族等 185 例であった。患者

118 例のうち 108 例回収され、その回収率は 92%であった。患者の調査

票受理日は、発生届受理の 0 日～ 7 日後が多く、7 日以内の回収率は 59%

で、前年の 54%と比べ発生届出受理後の早期回収率が上昇した (図Ⅱ -2 -5)。 

 

 

図Ⅱ -2 -5 患者発生届受理から調査票受理までの日数  

血清型 VT1 VT2 VT1,VT2 不明 総計
O157 53 39 1 93
O26 24 2 26
O103 10 10
O111 1 7 8
O121 5 5
O8 2 2
O91 1 1 2
O55 1 1
O145 1 1
O146 1 1
O174 1 1
UT 3 1 1 5
不明 1 1
総計 41 66 48 1 156
＊ O157 VT1,VT2の1症例は、VT2も検出

ベロ毒素型

*
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b . 調査票解析結果  

回収された調査票の回答は、 File  Maker  Pro12 で構築したデータベー

スに入力した。さらに分離株の血清型・遺伝子解析結果を加え、患者情報

と病原体情報とを統合した上で、患者間の共通項目の有無を検索、解析を

行 っ た 。 解 析 結 果 は 、 流 行 状 況 に 応 じ て 迅 速 に 保 健 所 等 関 係 機 関 へ 還 元

し、令和元年は 6 月から 11 月にかけて計 7 回にわたり文書で通知した。 

また、調査票が回収された患者・保菌者 135 例を対象に、特定食品に

ついて回答者の喫食率を算出した。  

腸 管 出 血 性 大 腸 菌 感 染 症 の ハ イ リ ス ク 食 品 で あ る 肉 類 の 喫 食 率 は 、 ひ

き肉料理ではハンバーグが 23%、牛肉料理では焼肉が 38%であった。焼

肉の喫食率は平成 26～平成 30 年は 30%を下回っていたが、令和元年で

は大きく増加した。  

一方、非加熱のまま喫食する牛タタキや牛レバ刺しの喫食者は、牛タタ

キが 3 例 (2 .7%)で、牛レバ刺しは喫食者がいなかった。平成 24 年 7 月に

牛 の 肝 臓 を 生 食 用 と し て 販 売 す る こ と が 禁 止 さ れ て 以 降 、 牛 レ バ 刺 し の

喫食率は、低い水準で推移している (図Ⅱ -2 -6)。  

 

 
 

図Ⅱ -2 -6 患者・保菌者の牛肉類喫食率 (平成 14 年～令和元年 )  

 

野 菜 類 で は タ マ ネ ギ (72%)、 ニ ン ジ ン (66%)、 ト マ ト (66%)、 キ ャ ベ ツ

(64%)、ジャガイモ (64%)、レタス (63%)、キュウリ (63%)が高位に挙がっ

た。野菜類以外で高位に挙がったのは、鶏肉、豚肉、牛乳、生食以外の卵

料理でそれぞれの喫食率は順に 78%、71%、70%、67%であった。これは

昨 年 と 同 様 の 傾 向 を 示 し て お り 日 常 的 に 口 に す る 機 会 の 多 い 食 品 で あ る 。 
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c . 令和元年の傾向  

本事業で収集した患者情報及び菌株情報から di f fuse  outbreak が疑わ

れた事例について、次に記載する。  

【同一遺伝子型に型別された O157:H7 VT2 の事例】  

6 月から 9 月にかけて届出された患者・保菌者のうち、同一の遺伝子

型 (MLVA No.  157S18020、国立感染症研究所 No.16m0103)に型別され

た O157:H7 VT2 が 6 事例 9 人から分離された。この型は前年に既に報

告された型であり、前年にも 3 人の患者が発生した。類型は患者 6 人、

無症状病原体保有者 3 人であり、年齢は 10 歳未満から 80 歳代に分布

し、県内の広域で発生していた (図Ⅱ -2 -7)。なお、第 29 週に届出された

2 人と第 30 週に届出された 3 人はそれぞれ同居家族である。  

疫学調査結果より、 9 人に共通する行動歴等は確認できず、原因の特

定には至っていない。喫食率の高かった食品は、トマト、キュウリ、レ

タス、野菜サラダ、ハンバーグ以外のひき肉料理で、喫食状況を確認で

きた全員が食べたと回答していた。  

 

 
図Ⅱ -2 -7  MLVA No.157S18020 に型別された  

患者・保菌者の住所地保健所別届出状況  

 

(3 ) 病原体情報  

 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 感 染 者 か ら の 分 離 株 に つ い て 、 埼 玉 県 衛 生 研 究 所 で

血清型、毒素型及び遺伝子解析等の確認を行った。  

 

a . 血清型・毒素型別検出状況  

平成 27 年から令和元年にかけて埼玉県衛生研究所で確認を行った腸
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管出血性大腸菌の検出数の推移を図Ⅱ -2 -8 に示した。令和元年は衛生

研究所で確認した株数が 123 株と、平成 27～ 28 年と同水準の検出数で

あった。  

  

 

 図Ⅱ -2 -8 腸管出血性大腸菌検出数の推移 (埼玉県衛生研究所確認分 )  

 

令和元年に分離された腸管出血性大腸菌 123 株の血清型及び毒素型

別 を 表 Ⅱ -2 -3 に 示 し た 。 最 も 多 く 検 出 さ れ た 血 清 型 は 例 年 同 様 に

O157:H7 で 66 株 (53 .7%)、次いで O26:H11 が 15 株 (12 .2%)、O157:H

－が 9 株 (7 .3%)と続いた。  

毒素型については、O157:H7 は VT2 単独産生株が 43 株、VT1&2 株

が 23 株検出された。  

また、 O26:H11 については、 VT1 単独産生株が 14 株と大半を占め

たが、昨年に引き続き VT2 単独産生株も 1 株検出された。  

分離された 123 株のうち、 35 株 (28 .5%)は患者発生に伴う家族検便

や 給 食 従 事 者 等 に 対 す る 定 期 検 便 で 非 発 症 者 か ら 検 出 さ れ た も の で あ

っ た 。 非 発 症 者 か ら の 検 出 率 は 、 最 も 多 く 検 出 さ れ た O157:H7 で は

16.7%(11/66)、また、O26:H11 は 40%(6/15)、O157:H－は 22.2%(2/9 )

であった。なお、 9 株の検出があった O103:H2 については 55.6%(5 /9)

であった。  

0

50

100

150

200

250

300

H27 H28 H29 H30 R1

検
出
数

O157:H7 O157:H− O26:H11 O26:H− O111:H− その他



- 56 - 
 

 

表Ⅱ -2 -3 腸管出血性大腸菌血清型・毒素型別検出状況  

(埼玉県衛生研究所確認分 )  

 

 

b . MLVA 法による遺伝子解析結果  

令 和 元 年 は 遺 伝 子 解 析 方 法 を Mult ip le - locus  var iable -number  

tandem repeat  analys is (MLVA 法 )により、対象の全ての株について実

施した。  

MLVA 法 に よ る 型 別 で は 、 令 和 元 年 分 離 の 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

O157:H7 の 66 株が 46 パターンに分けられた。 2 株以上の集積が見ら

れたパターンは 12 パターンであった (表Ⅱ -2 -4)。その中で 8 株と最も

集積がみられた MLVA 型は 157S18020 で平成 30 年に初めて確認され

た型であった。このパターンは埼玉県全域 5 保健所管内での発生があ

り、全て散発事例によるものであった。  

  

VT1 VT2 VT1&2

O157:H7 43 23 66

O157:H－ 3 6 9

O26:H11 14 1 15

O26:H－ 6 6

O111:H－ 6 6

O111:HUT 1 1

O8:H19 1 1

O55:HUT 1 1

O91:H14 1 1

OUT(Og91):H14 1 1

O103:H2 9 9

O121:H19 3 3

O145:H－ 1 1

O146H21 1 1

OUT:H2 1 1

OUT:H19 1 1

33 54 36 123

血清型
毒素型

計
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表Ⅱ -2 -4 複数例が検出された O157:H7 の MLVA による  

          遺伝子型別結果 (埼玉県衛生研究所解析分 )  

 

 

O26:H11 の 15 株 は 9 パ タ ー ン に 分 け ら れ た 。 複 数 例 検 出 さ れ た

MLVA 遺伝子型を表Ⅱ -2 -5 に示した。毒素型が全て VT1 であり、全て

家族内発生によるものであった。  

 

表Ⅱ -2 -5 複数例が検出された O26:H11 の MLVA による  

         遺伝子型別結果 (埼玉県衛生研究所解析分 )  

 
 

O111:H－の 6 株は 4 パターンに分かれた。複数株が検出された MLVA

型は 111S15001 及び 111S19001 で、それぞれ 2 株検出された。  

VT2 VT1&2

157S18020 8

157S18055 3

157S18057 3

157S19008 2

157S19009 2

157S19013 2

157S19026 2

157S19031 2

157S19037 2

157S19038 2

157S19042 2

157S19046 3

MLVA型
毒素型

毒素型

VT1

26S19005 3

26S19006 2

26S19009 4

MLVA型
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3 埼玉県予防接種実施状況調査  

(1 ) 概要  

予 防 接 種 は 感 染 症 の 重 要 な 予 防 対 策 で あ り 、 対 象 疾 患 の 好 発 年 齢 ま で

に終了し、集団としての接種率を高く維持することが望ましい。予防接種

の推奨には、その効果と意義に関する十分な説明と共に、予防接種がどの

程度実施されているのかという評価指標が不可欠である。  

埼玉県では、予防接種実施状況を把握するため、県内市町村の協力を得

て平成 9 年度から調査を行い、その詳細を毎年「埼玉県予防接種調査資

料集」にまとめ、各関係機関へ配布している。  

令和元年度調査では、令和元年度定期予防接種実施計画、定期外予防接

種 (平成 30 年度実施結果と令和元年度実施計画 )、平成 30 年度生年別接

種者数の三事項について調査し、対象 63 市町村全てから報告を受けた。 

 

(2 ) 令和元年度定期予防接種実施計画  

各 定 期 予 防 接 種 の 市 町 村 別 接 種 対 象 期 間 を 以 下 に ま と め た 。 各 ワ ク チ

ンの略号は、不活化ポリオワクチン： IPV、百日せきジフテリア破傷風不

活化ポリオ混合ワクチン (四種混合ワクチン )： DPT-IPV ワクチン、ジフ

テリア破傷風混合トキソイド：DT ワクチン、麻しん風しん混合ワクチン：

MR ワクチン、ヘモフィルス・インフルエンザ菌 b 型： Hib、ヒトパピロ

ーマウイルス： HPV とした。  

 

a . ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎及び破傷風の予防接種  

DPT-IPV ワクチン 1 期初回及び IPV1 期初回の対象年齢は、全市町村

で生後 3 月～ 7 歳 6 か月であった。DPT-IPV ワクチン 1 期追加及び IPV1

期追加の開始年齢は、生後 3 月： 62 市町村、 1 歳 5 か月： 1 市町村であ

った。終了年齢は全市町村で 7 歳 6 か月であった。DT ワクチン 2 期では

全市町村が標準的な接種期間と同じ 11 歳～ 13 歳であった。  

 

b . 麻しん及び風しんの予防接種 (MR、麻しん単抗原、風しん単抗原 )  

第 1 期 MR の対象期間は、各ワクチンともに全市町村で標準的な接種

期間と同じ 1 歳～ 2 歳であった。第 2 期 MR の対象期間は、各ワクチン

ともに全市町村で標準的な接種期間と同じ 5 歳～ 7 歳であった。麻しん

単抗原及び風しん単抗原は該当のない 2 市町村を除き、 MR と同様であ

った。  

 

c . 日本脳炎の予防接種  
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日本脳炎 1 期初回の開始年齢は、生後 6 月： 56 市町村、 3 歳： 7 市町

村であった。終了年齢は全市町村で 7 歳 6 か月であった。 1 期追加の開

始年齢は生後 6 月：56 市町村、3 歳：6 市町村、4 歳：1 市町村であった。

終了年齢は全市町村で 7 歳 6 か月であった。 2 期の対象期間は全市町村

で定期接種期間と同じ 9 歳～ 13 歳であった。  

 

d . 結核の予防接種 (BCG)  

BCG の開始年齢は、生後 0 月： 56 市町村、生後 2 月： 1 市町村、生後

3 月： 3 市町村、生後 5 月： 3 市町村であった。終了年齢は全市町村で 1

歳であった。  

 

e . Hib 感染症の予防接種  

初回の接種対象期間は、全市町村が定期接種期間と同じ生後 2 月～ 5 歳

であった。追加の開始年齢は生後 2 月： 61 市町村、生後 11 月： 2 市町村

であった。終了年齢は全市町村 5 歳であった。  

 

f . 小児の肺炎球菌感染症の予防接種  

初回の接種対象期間は、全市町村が生後 2 月～ 5 歳であった。追加の開

始年齢は生後 2 月：59 市町村、1 歳：4 市町村であった。終了年齢は全市

町村で 5 歳であった。  

 

g . ヒトパピローマウイルス感染症 (子宮頸がん )の予防接種  

開始年齢は、11 歳： 60 市町村、12 歳： 3 市町村であった。終了年齢は

全市町村で標準的な接種期間と同じ 17 歳であった。  

 

h . 水痘の予防接種  

接種対象期間は、全市町村が 1 歳～ 3 歳であった。  

 

i . B 型肝炎の予防接種  

 開始年齢は、生後 0 月： 43 市町村、生後 2 月： 20 市町村であった。終

了年齢は全市町村で 1 歳であった。  
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(3 ) 各予防接種における接種方式  

各定期予防接種について、市町村が定める個別・集団・個別集団併用 (個

集併用 )の 3 接種方式について集計した。ほとんどの市町村で個別方式が

とられているが、それ以外では、DT ワクチン 2 期の個集併用 (1 市町村 )、

BCG の個集併用 (8 市町村 )の報告があった (表Ⅱ -3 -1)。  

 

表Ⅱ -3 -1 各ワクチンの接種方式 (市町村数 )  

 

 

表 Ⅱ -3 -2 生 年 別 接 種 完 了 率  

 

 

  

個別 63 62 63 63 ＊61 63 63 63

集団 0 0 0 0 0 0 0 0

個集併用 0 1 0 0 0 0 0 0

個別 55 63 63 63 63 63
集団 0 0 0 0 0 0

個集併用 8 0 0 0 0 0

＊麻しん・風しん第1・2期は、「該当なし」及び「医師会との契約をしていないため、単抗原接種希望者がいた場合、混合ワクチンの接種を勧める」の各1市町村を除く。

日本脳炎

1期初回 1期追加 2期

接種方式 BCG
Hib

初回・追加

小児用
肺炎球菌
初回・追加

HPV
(子宮頸がん)

水痘

接種方式
DPT-IPV

1期
初回・追加

DT
2期

IPV1期
初回・追加

MR
第1・2期

麻しん・
風しん
第1・2期

B型肝炎
初回・追加

平成30年
生

平成29年
生

平成28年
生

平成27年
生

平成26年
生

平成25年
生

平成24年
生

平成23年
生

平成22年
生

DPT1期初回1回目* 98.3% 102.2% 102.1% 101.8% 101.5% 101.2% 102.0% 100.9% 100.7%

DPT1期初回2回目* 88.6% 102.3% 102.4% 101.6% 101.3% 101.2% 101.4% 100.6% 99.9%

DPT1期初回3回目* 77.8% 102.2% 102.2% 101.4% 100.8% 101.0% 100.8% 100.7% 99.6%

DPT1期追加* 0.6% 59.0% 96.5% 99.1% 99.1% 99.3% 99.6% 99.0% 98.5%

ポリオ1回目† 98.3% 102.2% 102.1% 101.8% 101.5% 101.2% 101.2% 88.1% 94.6%

ポリオ2回目‡ 0.6% 59.0% 96.5% 99.2% 99.2% 99.4% 98.8% 94.4% 95.6%

MR第1期 16.9% 99.1% 102.2% 101.3% 100.9% 100.1% 100.3% 99.5% 98.7%

MR第2期 - - - - - 24.1% 100.0% 97.9% 97.9%

日本脳炎1期初回1回目 0.5% 1.2% 10.3% 79.7% 92.7% 93.8% 97.9% 97.7% 95.4%

日本脳炎1期初回2回目 0.4% 1.1% 6.0% 70.9% 88.5% 91.1% 94.8% 96.1% 93.3%

日本脳炎1期追加 - 0.2% 0.7% 3.5% 40.4% 66.4% 82.0% 83.5% 81.6%

水痘1回目 15.2% 97.0% 101.2% 99.0% 98.4% 77.2% 34.8% 24.1% 15.9%

水痘2回目 - 45.7% 89.0% 89.9% 83.2% 75.2% 50.5% 5.8% 0.0%

(-：累積接種者0人)

接種完了率が最も高い生年

* DPTとDPT-IPVの合算

† 経口生ポリオ1回目、IPV1期初回1回目、DPT-IPV1期初回1回目の合算

‡ 経口生ポリオ2回目、IPV1期追加、DPT-IPV1期追加の合算
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(4 ) 平成 30 年度定期予防接種実施状況  

a . 生年別接種完了率  

平成 23 年度～令和元年度調査までの 9 年間の接種者数を積み上げ、各

生年の予防接種別接種完了率を算出した。  

DPT ワクチン (1 期初回 1 回目～ 3 回目、 1 期追加 )の接種完了率が最も

高かった生年は、順に平成 29 年生 (102.2%)、平成 28 年生 (102.4%)、平

成 28 年生 (102.2%)、平成 24 年生 (99 .6%)であった。  

 

 

図Ⅱ -3 -1 各予防接種別生年別接種完了率  
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＊ DPTとDPT-IPVの合算

†  経口生ポリオ、IPV1期初回、DPT-IPV1期初回の

各1回目の合算

‡ 経口生ポリオ2回目、IPV1期追加、DPT-IPV1期追加の合算
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ポリオを含むワクチンの接種完了率が最も高かった生年は、1 回目では

平成 29 年生 (102 .2%)、 2 回目では平成 25 年生 (99 .4%)であった。  

MR ワクチンの接種完了率が最も高かった生年は、 1 期では平成 28 年

生 (102.2%)、 2 期では平成 24 年生 (100.0%)であった。  

日本脳炎ワクチン (1 期初回 1 回目、 2 回目、 1 期追加 )の生年別接種完

了率が最も高かった生年は、それぞれ平成 24 年生 (97 .9%)、平成 23 年生

(96 .1%)、平成 23 年生 (83 .5%)であった。  

水痘ワクチンの接種完了率が最も高かった生年は、 1 回目では平成 28

年生 (101 .2%)、 2 回目では平成 27 年生 (89 .9%)であった (表Ⅱ -3 -2、図Ⅱ -

3 -1)。  

ポリオの定期接種用ワクチンは、経口生ワクチンから平成 24 年 9 月に

IPV に切り替えられ、同年 11 月からは DPT-IPV ワクチンが追加導入さ

れた。ワクチンの変更に伴って、ポリオ 1 回目 (経口生ポリオ、IPV1 期初

回、DPT-IPV ワクチン 1 期初回の各 1 回目の合算 )の接種完了率低下が平

成 22 年生と平成 23 年生で見られていたが、令和元年度調査の結果を加

えてもそれが解消されていないことが明らかとなった。  

 

b . 生年別接種完了率の経年変化  

DPT、ポリオ、麻しん、風しん、日本脳炎について接種完了率の経年変

化を示した。  

DPT ワクチン 1 期初回 1～ 3 回目は、標準的な接種期間に最も合致す

る 年 齢 の 生 年 の 接 種 完 了 率 を 比 較 し た 結 果 、 使 用 す る ワ ク チ ン と し て

DPT-IPV ワクチンが追加されて以降、接種完了率がより向上し、高い水

準に維持されている (表Ⅱ -3 -3)。  

 

表 Ⅱ -3 -3 D P T 1 期 初 回 1～ 3 回 目 の 接 種 完 了 率 の 経 過  

 
 

ポ リ オ の 予 防 接 種 に お い て 、各 調 査 年 度 で 生 後 3 月 を 迎 え る 生 年 を 比

較 し た 。 1 回 目 の 令 和 元 年 度 調 査 の 平 成 30 年 生 と 平 成 30 年 度 調 査 の 平

成 29 年 生 の 比 較 で は 、 わ ず か に 向 上 し た 。  

2 回 目 の 接 種 完 了 率 が 低 い ま ま で あ る が 、 こ れ は 平 成 25 年 度 に DPT-

IPV ワ ク チ ン 及 び IPV の 接 種 を 始 め た 者 は 1 期 追 加 の 標 準 接 種 期 間 に

達 す る も の が ほ と ん ど い な い こ と に よ る も の と 考 え ら れ る (表 Ⅱ -3 -4 )。  

①平成23
年度調査

→
②平成24
年度調査

→
③平成25
年度調査

→
④平成26
年度調査

→
⑤平成27
年度調査

→
⑥平成28
年度調査

→
⑦平成29
年度調査

→
⑧平成30
年度調査

→
⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 平成27年生 平成28年生 平成29年生 平成30年生 ⑨ - ①

1回目 82.5% → 88.6% → 91.8% → 94.6% → 96.0% → 97.8% → 97.8% → 97.9% → 98.3% + 15.8

2回目 72.2% → 77.5% → 79.8% → 84.3% → 85.9% → 89.3% → 88.5% → 87.8% → 88.6% + 16.4

3回目 61.0% → 65.7% → 67.6% → 73.6% → 74.8% → 80.0% → 77.6% → 77.1% → 77.8% + 16.8

ワクチンの
種類

DPT DPT
DPT+

DPT-IPV
DPT+

DPT-IPV
DPT+

DPT-IPV
DPT+

DPT-IPV
DPT+

DPT-IPV
DPT-IPV DPT-IPV

平成25年度調査以降の接種者数はDPTとDPT-IPVの合算

DPT
1期初回
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同 様 に 、 全 て の 対 象 者 が IPV 及 び DPT-IPV ワ ク チ ン の 標 準 接 種 期 間

を 超 え る 生 年 を 比 較 し た 。令 和 元 年 度 調 査 の 平 成 29 年 生 と 平 成 30 年 度

調 査 の 平 成 28 年 生 を 比 べ た と こ ろ 接 種 完 了 率 は ほ ぼ 同 程 度 で あ り 、 高

い 水 準 を 維 持 し て い た (表 Ⅱ -3 -5 )。  

 

表 Ⅱ -3 -4 ポ リ オ 接 種 完 了 率 の 経 過 (生 後 3 か 月 を 迎 え る 生 年 )  

 

 

表 Ⅱ -3 -5 ポ リ オ 接 種 完 了 率 の 経 過  

 

 

MR ワクチンは、 1 歳になって早い時期に接種した 1～ 3 月生まれが該

当する生年を平成 23 年度調査から 9 年間比較した結果、令和元年度調査

の接種完了率は、平成 23 年度調査結果に比べ向上し、 9 年間で最大値と

なった (表Ⅱ -3 -6)。  

令和元年度調査で全ての対象者が 1 期対象年齢を迎えている平成 29 年

生の MR ワクチン 1 期接種完了率は前年度調査に引き続き向上した (表Ⅱ

-3 -7)。  

 

表 Ⅱ -3 -6 麻 し ん 、 風 し ん 1 期 接 種 完 了 率 の 経 過 ( 1～ 3 月 生 ま れ )  

 
 

表 Ⅱ -3 -7 麻 し ん 、 風 し ん 1 期 接 種 完 了 率 の 経 過  

 
 

 

①平成23
年度調査 →

②平成24
年度調査 →

③平成25
年度調査 →

④平成26
年度調査 →

⑤平成27
年度調査 →

⑥平成28
年度調査 →

⑦平成29
年度調査 →

⑧平成30
年度調査 →

⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 平成27年生 平成28年生 平成29年生 平成30年生 ⑨ - ①

1回目* 39.0% → 26.0% → 87.6% → 94.5% → 96.0% → 97.8% → 97.8% → 97.9% → 98.3% + 59.3

2回目** 6.5% → 3.8% → 0.2% → 0.4% → 0.9% → 0.5% → 0.7% → 0.7% → 0.6% - 5.9

ワクチンの
種類

経口生ポリオ 経口生ポリオ
経口生ポリオ

+IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

IPV
+DPT-IPV

* 平成25年度調査以降の接種者数は経口生ポリオ1回目、IPV1期初回1回目、DPT-IPV1期初回1回目の合算

** 平成25年度調査以降の接種者数は経口生ポリオ2回目、IPV1期追加、DPT-IPV1期追加の合算

ポリオ

①平成23
年度調査 →

②平成24
年度調査 →

③平成25
年度調査 →

④平成26
年度調査 →

⑤平成27
年度調査 →

⑥平成28
年度調査 →

⑦平成29
年度調査 →

⑧平成30
年度調査 →

⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成21年生 平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 平成27年生 平成28年生 平成29年生 ⑨ - ①

1回目* 95.5% → 85.3% → 82.4% → 100.1% → 101.0% → 100.3% → 101.6% → 102.0% → 102.2% + 6.7

2回目** 71.4% → 60.3% → 23.5% → 38.2% → 55.3% → 61.0% → 58.4% → 59.0% → 59.0% - 12.4

ワクチンの種類 経口生ポリオ 経口生ポリオ
経口生ポリオ

+IPV
+DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

IPV+
DPT-IPV

* 平成25年度調査以降の接種者数は経口生ポリオ1回目、IPV1期初回1回目、DPT-IPV1期初回1回目の合算

** 平成25年度調査以降の接種者数は経口生ポリオ2回目、IPV1期追加、DPT-IPV1期追加の合算

ポリオ

①平成23
年度調査 →

②平成24
年度調査 →

③平成25
年度調査 →

④平成26
年度調査 →

⑤平成27
年度調査 →

⑥平成28
年度調査 →

⑦平成29
年度調査 →

⑧平成30
年度調査 →

⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 平成27年生 平成28年生 平成29年生 平成30年生 ⑨ - ①

MR 13.2% → 13.6% → 15.4% → 14.7% → 15.2% → 15.4% → 16.4% → 16.0% → 16.9% + 3.7

第1期

①平成23
年度調査

→
②平成24
年度調査

→
③平成25
年度調査

→
④平成26
年度調査

→
⑤平成27
年度調査

→
⑥平成28
年度調査

→
⑦平成29
年度調査

→
⑧平成30
年度調査

→
⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成21年生 平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 平成27年生 平成28年生 平成29年生 ⑨ - ①

MR 91.3% → 91.6% → 94.1% → 94.9% → 95.7% → 96.7% → 97.2% → 98.2% → 99.1% + 7.8

第1期



- 64 - 
 

日本脳炎 1 期初回の標準接種期間に該当する生年のうち、接種 1 回目

及び 2 回目が重なる生年について比較した結果、前年度調査に引き続き

接種完了率は向上した (表Ⅱ -3 -8)。  

 

表 Ⅱ -3 -8 日 本 脳 炎 1 期 初 回 1～ 2 回 目 接 種 完 了 率 の 経 過  

 

  

c . 標 準 的 な 接 種 期 間 に 最 も 多 く 該 当 す る 生 年 の 市 町 村 別 予 防 接 種 完 了

率一覧  

各 予 防 接 種 の 標 準 的 な 接 種 期 間 に 最 も 多 く 該 当 す る 生 年 に お け る 市 町

村別接種完了率を表Ⅱ -3 -9 に示した。  

DPT ワクチン 1 期初回 1 回目 (平成 30 年生 )は 75.0～ 115.9%、ポリオ

1 回目 (平成 30 年生 )は 75.0～ 115.9%、MR ワクチン第 1 期 (平成 29 年生 )

は 85.7～ 114.0%、第 2 期 (平成 24 年生 )は 77.8%～ 136.6%、日本脳炎 1

期初回 1 回目 (平成 27 年生 )は 59.6%～ 100.6%、水痘ワクチン 1 回目 (平

成 29 年生 )は 69.9～ 115.4%に分布した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①平成23
年度調査

→
②平成24
年度調査

→
③平成25
年度調査

→
④平成26
年度調査

→
⑤平成27
年度調査

→
⑥平成28
年度調査

→
⑦平成29
年度調査

→
⑧平成30
年度調査

→
⑨令和元
年度調査

接種完了率
の変化

平成18年生 平成19年生 平成20年生 平成21年生 平成22年生 平成23年生 平成24年生 平成25年生 平成26年生 ⑨ - ①

1回目 53.7% → 74.9% → 77.4% → 78.6% → 83.6% → 84.4% → 88.0% → 88.3% → 92.7% + 39.0

2回目 50.4% → 72.5% → 74.1% → 74.8% → 79.6% → 80.1% → 82.7% → 84.2% → 88.5% + 38.1

日本脳炎
1期初回
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表Ⅱ -3 -9 推奨年齢における市町村別接種完了率一覧  

(令和元年度調査 )  

 

DPT
1期初回1回目

ポリオ1回目 MR第1期 MR第2期
日本脳炎

1期初回1回目
水痘
1回目

平成30年生 平成30年生 平成29年生 平成24年生 平成27年生 平成29年生

蕨市 115.9% 115.9% 108.3% 86.3% 73.0% 106.3%

戸田市 101.9% 101.9% 101.8% 93.8% 82.0% 100.4%

朝霞市 98.9% 98.9% 95.4% 92.9% 81.4% 94.2%

志木市 97.0% 97.0% 96.1% 107.8% 86.6% 92.4%

和光市 98.6% 98.6% 95.6% 91.4% 78.8% 94.0%

新座市 98.3% 98.3% 100.3% 100.4% 87.4% 98.0%

富士見市 98.3% 98.3% 96.5% 95.9% 77.9% 94.0%

ふじみ野市 96.5% 96.5% 101.6% 107.2% 83.6% 97.6%

三芳町 100.0% 100.0% 114.0% 109.3% 84.8% 108.6%

春日部市 94.2% 94.2% 95.8% 91.9% 73.6% 92.2%

松伏町 102.0% 102.0% 92.8% 100.5% 70.9% 89.2%

草加市 99.9% 99.9% 90.9% 92.3% 76.3% 84.1%

八潮市 98.6% 98.6% 97.9% 89.9% 81.2% 94.6%

三郷市 98.7% 98.7% 104.9% 110.0% 81.4% 100.0%

吉川市 96.4% 96.4% 97.3% 116.9% 83.2% 92.9%

鴻巣市 97.4% 97.4% 97.4% 103.6% 83.1% 95.7%

上尾市 98.0% 98.0% 99.1% 98.8% 76.3% 96.7%

桶川市 98.0% 98.0% 94.2% 102.8% 82.7% 93.8%

北本市 95.9% 95.9% 100.0% 100.7% 78.0% 94.1%

伊奈町 94.9% 94.9% 95.3% 84.7% 78.1% 92.7%

東松山市 97.1% 97.1% 97.2% 114.5% 85.5% 104.4%

滑川町 102.8% 102.8% 103.3% 106.6% 100.6% 101.7%

嵐山町 100.0% 100.0% 94.6% 106.3% 71.2% 95.7%

小川町 89.9% 89.9% 85.7% 106.9% 86.8% 86.6%

川島町 91.8% 91.8% 108.0% 109.7% 84.2% 106.9%

吉見町 97.3% 97.3% 98.7% 104.8% 79.7% 93.4%

ときがわ町 91.2% 91.2% 89.1% 87.5% 77.2% 84.8%

東秩父村 75.0% 75.0% 85.7% 77.8% 66.7% 71.4%

坂戸市 98.0% 98.0% 99.5% 103.4% 82.6% 98.2%

鶴ヶ島市 99.1% 99.1% 101.2% 87.7% 71.5% 98.3%

毛呂山町 95.1% 95.1% 95.2% 108.0% 78.0% 90.3%

越生町 80.9% 80.9% 94.6% 97.3% 95.7% 86.5%

鳩山町 88.9% 88.9% 111.5% 136.6% 93.6% 115.4%

所沢市 97.3% 97.3% 97.0% 94.9% 84.2% 95.7%

飯能市 91.2% 91.2% 101.8% 105.2% 81.0% 94.1%

狭山市 98.2% 98.2% 99.4% 100.5% 83.1% 96.1%

入間市 97.1% 97.1% 98.4% 104.1% 77.5% 95.0%

日高市 96.2% 96.2% 98.7% 97.7% 82.2% 90.1%

行田市 95.4% 95.4% 94.0% 94.1% 73.8% 90.6%

加須市 97.6% 97.6% 102.0% 107.9% 90.2% 100.5%

羽生市 100.0% 100.3% 96.1% 104.2% 85.7% 93.9%

久喜市 98.3% 98.3% 97.6% 108.7% 68.2% 94.8%

蓮田市 96.8% 96.8% 98.4% 92.0% 77.3% 96.1%

幸手市 91.3% 91.3% 89.8% 103.2% 79.3% 87.4%

白岡市 97.8% 97.8% 98.0% 112.8% 88.8% 94.9%

宮代町 84.6% 84.6% 93.6% 130.5% 82.3% 92.1%

杉戸町 102.8% 102.8% 98.2% 108.6% 59.6% 96.5%

熊谷市 102.0% 102.0% 101.3% 96.7% 82.3% 100.0%

深谷市 97.1% 97.1% 95.8% 102.2% 75.7% 93.7%

寄居町 105.2% 105.2% 100.5% 95.7% 80.6% 98.0%

本庄市 98.1% 98.1% 102.2% 104.7% 82.8% 99.0%

美里町 91.8% 91.8% 100.0% 121.4% 79.7% 82.4%

神川町 98.4% 98.4% 89.6% 96.1% 77.3% 92.2%

上里町 101.7% 101.7% 105.2% 103.2% 89.1% 105.2%

秩父市 98.3% 98.3% 99.2% 93.5% 72.8% 96.2%

横瀬町 95.7% 95.7% 89.1% 95.1% 72.3% 89.1%

皆野町 95.7% 95.7% 100.0% 98.6% 66.0% 96.2%

長瀞町 100.0% 100.0% 87.0% 115.6% 85.3% 69.6%

小鹿野町 89.2% 89.2% 96.0% 100.0% 80.4% 84.0%

さいたま市 さいたま市 97.7% 97.7% 99.5% 104.5% 76.9% 97.7%

川越市 川越市 97.8% 97.8% 97.9% 99.7% 77.3% 95.7%

越谷市 越谷市 96.4% 96.4% 98.4% 99.4% 77.4% 95.2%

川口市 川口市 102.8% 102.8% 106.2% 94.9% 84.2% 108.3%

98.3% 98.3% 99.1% 100.0% 79.7% 97.0%
DPT1期初回1回目： DPTとDPT-IPVの合算

ポリオ1回目： 平成25年度調査以降の接種者数は経口生ポリオ1回目、IPV1期初回1回目、DPT-IPV1期初回1回目の合算

加須

保健所 市町村名

南部

朝霞

春日部

草加

鴻巣

東松山

坂戸

狭山

幸手

熊谷

本庄

秩父

埼玉県
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(5 )  平成 30・令和元年度定期外予防接種実施状況  

 平成 30・令和元年度定期外予防接種を比較すると、平成 30 年度に何

らかの定期外予防接種を実施していたのは 42 市町村 (実施なし： 21 市町

村 )であったのに対し、令和元年度に計画しているのは 42 市町村 (計画な

し： 21 市町村 )と、同数であった (表Ⅱ -3 -10)。  

 

表Ⅱ -3 -10 平成 30・令和元年度定期外予防接種の比較  

 

 

 

  

予防接種項目 実施数 実施率 計画数 計画率

BCG 2 3.2% 2 3.2%

小児インフルエンザ 17 27.0% 17 27.0%

肺炎球菌(高齢者) 22 34.9% 20 31.7%

水痘 3 4.8% 3 4.8%

流行性耳下腺炎 10 15.9% 10 15.9%

ロタ 11 17.5% 11 17.5% その他内訳 実施数 計画数

麻しん単抗原 1 1.6% 1 1.6% インフルエンザ 2 2

風しん単抗原 21 33.3% 22 34.9% HPV(子宮頸がん) 2 2

MR 22 34.9% 24 38.1% 日本脳炎 1 0

その他* 8 12.7% 7 11.1% B型肝炎 1 1

*定期期間内で受けられなかった予防接種を救済するとした2市町村及び骨髄移植等に対する人への再接種を行うとした1市町村を含む。

平成30年度 令和元年度

平成
30年度

令和
元年度
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4 感染症重大事案対策事業  

 令和元年にはラグビーワールドカップ 2019 が開催された。このような

国 際 的 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト 開 催 中 は 重 大 事 案 と な る 感 染 症 に 対 し て よ り 迅

速 な 対 処 が 求 め ら れ る 。 こ う し た こ と に 対 応 す る た め 、 埼 玉 県 で は 平 成

30 年度から感染症重大事案対策事業を実施している。事業は、(1 )重大感

染症早期探知体制の構築、 (2 )新たな検査体制の導入、 (3 )評価・検査技術

の向上、 (4 )診断技能向上研修とネットワークづくりの 4 つの取組を実施

することになっており、このうち (1 )から (3 )に感染症情報センターが大き

くかかわっており、その概要は以下のとおりである。  

 

(1 ) 重大感染症早期探知体制の構築  

日本においては、伊勢志摩サミット、洞爺湖サミットなどマスギャザ

リングの感染症強化サーベイランスに関して、多くの実績がある。それ

らの実績を参考にして、令和元年に熊谷市で開催されたラグビーワール

ドカップ 2019 では感染症強化サーベイランスとして、 a.疑似症サーベ

イランス、 b.薬局サーベイランス、 c .救急搬送サーベイランスを通常の

感染症発生動向調査に加え実施した。実施期間は試合日程の前 7 日間、

後 14 日間を含めた 9 月 17 日から 10 月 23 日までの 37 日間とした。  

 

a . 疑似症サーベイランス  

報告基準は、「発熱、呼吸器症状、発しん、消化器症状または神経症

状その他感染症を疑わせるような症状のうち、医師が一般に認められて

いる医学的知見に基づき、集中治療その他これに準ずるものが必要であ

り、かつ、直ちに特定の感染症と診断することができないと判断したも

の」である。協力医療機関は、熊谷市内 2 医療機関である。  

 期間中の患者報告は無かった。  

 

b . 薬局サーベイランス  

薬局サーベイランスは、 (公社 )日本医師会、 (公社 )日本薬剤師会、日

本大学薬学部薬学研究科、㈱ EМ システムズにより感染症流行探知サー

ビスとして共同運用されているものである。総合感冒薬、解熱鎮痛剤、

抗生物質 (ペニシリン系、セフェム系、マクロライド系等 )、タミフル・

リレンザ、アシクロビル製剤等を対象としている。動向の観察対象は、

熊谷ラグビー場が所在する熊谷市を管轄する熊谷保健所管内及び埼玉県

全体とした。  
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参加薬局数は、熊谷保健所管内が 33 薬局、埼玉県全体では約 560 薬

局であった。実施期間中、熊谷保健所管内において異常を観察した薬剤

は解熱鎮痛剤と抗生物質であり、埼玉県全体では解熱鎮痛剤のみであっ

た。  

 

c . 救急搬送サーベイランス  

埼玉県では、平成 26 年度から救急患者を円滑に搬送する為、タブレッ

ト 端 末 を 活 用 し た 救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム を 導 入 し て い る 。 救 急 隊 が タ ブ

レット端末に入力する搬送状況に関する情報の 1 つに患者の症状につい

ての情報がある。 ID・パスワードを付与された関係者はパソコン上でこ

れ ら の 情 報 を 閲 覧 す る こ と が で き る 。 こ の 情 報 を 実 施 期 間 中 に 毎 日 確 認

することで、地域における感染症の流行状況の把握の参考とする。観察対

象は熊谷ラグビー場が所在する熊谷消防本部 6 か所の消防署の救急搬送

情報とした。監視を行う症状は、発熱、皮膚症状 (発しん、ダニ咬傷 )、出

血症状 (鼻出血、吐血、消化管出血 )、呼吸器症状 (呼吸障害、インフルエン

ザ症状、肺炎 )、消化器症状 (胃腸炎、下痢、血便、嘔気・嘔吐、腹痛 )、神

経症状 (意識障害、麻痺、痙攣、めまい、頭痛、虚脱・脱力感 )とした。  

37 日間で感染症が疑われた患者の搬送件数は 252 件 (平均値 6.8 件 /

日、最大値は 14 件 /日、最小値は 2 件 /日 )であった。前年に実施したプ

レテストの結果を用いて設定した異常値を皮膚症状で実施初日の 9 月

17 日に観察したが、その後の搬送人数は平常値に戻った。  

 

また、令和 2 年に開催予定であった東京オリンピック・パラリンピッ

ク 2020 に向けた感染症強化サーベイランスプレテストも 7 月 18 日から

9 月 16 日までの 61 日間に同様に実施した。  

 

(2 ) 新たな検査体制導入後の実施状況  

感染症発生動向調査病原体検査の対象疾患のうち、重症症例である急

性脳炎・脳症及び無菌性髄膜炎は、医療機関では検査が困難であり、か

つ衛生研究所におけるこれまでの検査においても病原体が検出される割

合が低かった。この様な重症例における原因病原体の検出率の向上と検

査の効率化、医療に役立つ質の高い情報提供を目指し、平成 30 年度か

ら次世代シーケンサー (NGS)を活用した検査体制を導入している。  

本事業を開始した平成 30 年度は、必要な機器の整備、倫理審査、保

健所及び検体採取医療機関への説明、職員への導入研修等を行った。令

和元年度はさらに多くの検査担当職員の育成を目指し、引き続き検査法
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及びデータ解析法の技術習得のための外部研修を受講、また内部研修を

実施した。  

検査体制がほぼ整った平成 30 年 12 月から県内の基幹定点 2 病院より

随時検体を受け入れ、検査を開始した。令和 2 年 3 月までに急性脳炎・

脳症 7 症例 (28 検体 )、無菌性髄膜炎 13 症例 (50 検体 )、劇症型心筋炎 1

症例 (1 検体 )、不明ウイルス感染症 1 症例 (4 検体 )の計 22 症例 (83 検体 )

について NGS 検査を実施した。  

 

(3 ) 評価・検査技術の向上   

 令和元年度は 2 回 (10 月及び 3 月 )の解析結果評価委員会を開催し、上

述検査症例のうち、令和元年度分について解析までの手順と検査結果に

関して評価が行われた。平成 30 年 3 月に開催された第 2 回解析結果評

価委員会において、解析結果を評価する際には、検体提供患者の主治医

も参加し検査結果の妥当性に関し考察をいただくことが望ましいとの意

見が出された。それを踏まえ、令和元年度第 1 回委員会 (10 月 )では主治

医 2 名も参考人として召喚し、前半期に検査した 12 症例に関して検討

と評価をいただいた。また、第 2 回委員会 (3 月 )では後半期に検査した

10 症例に関して検討と評価をいただいた。通常検査で検出のできなかっ

たウイルスが検出されたことから、不明感染症の原因究明に力を発揮す

ることが確認され、今後も継続的に実施していく必要があることが再認

識された。  
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Ⅲ  健康危機管理  

感 染 症 情 報 セ ン タ ー で は 、 健 康 危 機 管 理 の 観 点 か ら 危 機 管 理 体 制 の 構

築及び危機管理機能の充実を図っている。ここでは、本年度実施した平常

時 か ら の 情 報 セ ン タ ー の 活 動 及 び 患 者 発 生 時 の 対 応 に つ い て そ の 概 要 を

報告する。  

        

1 新型コロナウイルス感染症への対応  

 令 和元年 12 月 に 中 華 人 民 共 和 国 湖 北 省 で 発 生 し た 原 因 不 明 の 非 定 型

肺炎はほどなくその原因病原体が新型コロナウイルス (SARS-CoV-2)と特

定され、本ウイルス感染症は COVID-19 と命名された。令和 2 年に入り

欧 州 、 欧 米 を は じ め と す る 世 界 各 地 へ の 流 行 の 拡 大 や 死 者 数 の 増 加 等 か

ら世界保健機関 (WHO)は 3 月 11 日新型コロナウイルス感染症をパンデ

ミック (世界的な大流行 )とみなせると表明した。  

 日本では 2 月 1 日に新型コロナウイルス感染症が指定感染症となり、

医療体制、検査体制、疫学調査等の整備が早急に進められた。厚生労働省

は事務連絡「新型コロナウイルスに関する検査対応について」 (令和 2 年

1 月 23 日 )を発出し、国立感染症研究所により検査用プライマー /プロー

ブセット、陽性対照が全国自治体の地方衛生研究所等に配布された。検査

実施機関は、当初、国立感染症研究所や検疫所、全国自治体の衛生研究所

等に限られていたが、その後大学病院や民間検査施設も加わった。  

 当 所 に お い て も 国 立 感 染 症 研 究 所 の 病 原 体 検 出 マ ニ ュ ア ル 基 づ き 、 検

査用プライマー等試薬、陽性対照を受領後、早急に PCR 法及びリアルタ

イム RT-PCR 法による検査系の検証を実施し、 1 月末日より県内発生の

疑い症例検体の検査を開始した。検査開始後 3 月に至るまで検査検体は

日に日に増加し、 2 月 176 検体 (120 症例 )、 3 月 930 検体 (771 症例 )とな

った (退院のための陰性確認検査を除く )。また検査検体数 (症例数 )及び陽

性検体数 (症例数 )を日毎集計し、県庁への当日報告と厚生労働省への翌日

報告を定常業務として行った。  

 これらの検査数の増加や事務量の増大に対応しつつ、迅速、正確な検査

結果報告を継続するため、また更に今後の検体数の増加に備えるため、人

員 面 で は 検 査 業 務 及 び 検 体 受 付 等 事 務 業 務 の 応 援 員 を 全 所 か ら 収 集 し 、

機器面ではリアルタイム PCR 装置を追加設置した。それにより検査体制

は強化され、恒常的な 1 日あたりの検査可能検体数は、検査開始当初の

48 から 3 月末には 72 となった。  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 は 本 年 度 末 時 点 で 国 内 で も 世 界 的 に

も終息を見ず、来年度以降も警戒と検査等の迅速な対応が必要である。  
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2 鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ発生時の対応  

中 国 に お け る 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ H7N9亜 型 の ヒ ト 感 染 例 の 発 生 報 告 数

は平成 28年 10月～平成 29年 9月の第 5波以降は数名に留まり、最終報告例

は 平 成 31年 3月 に 内 モ ン ゴ ル で 発 生 し た 1症 例 と な っ て い る (令 和 2年 3月

時 点 )。 一 方 、 H5N1亜 型 の ヒ ト 感 染 例 は 平 成 30年 の 患 者 発 生 は 報 告 さ れ

ていないが、令和元年 4月にネパールで発生した 1症例が報告されている。

こ の 他 の 亜 型 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 人 へ の 感 染 (4類 感 染 症 と な

る )では、令和 2年 3月に中国広東省で H9N2亜型感染による 1症例が報告さ

れている。  

当所では、鳥インフルエンザウイルス及び新型インフルエンザ患者 (疑

い含む )発生の際の対応の準備として、平成 30 年度は検体受付と検査手

順の確認、検査の信頼性確保の確認、陽性結果が出た場合の国立感染症研

究 所 へ の 検 体 搬 送 体 制 の 確 認 を 例 年 と 同 様 に 行 っ た 他 、 特 に 全 所 的 に 県

業 務 継 続 計 画 に 基 づ き 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 検 査 担 当 者 を 新 た に 数 名 指

定し、検査対応研修を実施した。令和元年度は、検体搬送訓練を実施した

(12 月 )。この訓練では、当所の搬送マニュアルに基づき国立感染症研究

所 村 山 庁 舎 へ の 疑 似 検 体 搬 送 を 搬 送 車 の 実 走 に よ り シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し

た。事故遭遇等の想定も加味したため、実践力の醸成に有用な訓練となっ

た。  

 

3 麻しん・風しん患者の増加・集積への対応  

令和元年の国内の麻しん患者届出数は 745例となり、平成 21年以降で

は最多となった。当所での麻しんの検査検体数及び陽性例数もこれまで

の年間最高数を記録した。検査検体数は特に 2月～ 10月で多く、 11月以

降は減少している。一方、風しんは 9月以降検体数が減少している (Ⅰ概

要  3業務の概要  (3 )ウイルス担当  a .感染症発生動向調査事業参照 )。両

疾患とも感染拡大防止のため、遺伝子検査による迅速な確定診断が必要

な疾患であるため、当所では検査担当当番体制を組み、休日、時間外を

含め迅速に検査結果を関係機関へ連絡することに努めた。また、遺伝子

検査により麻しんまたは風しん感染が確定された場合には、検出ウイル

スの遺伝子型別を行い、保健医療政策課、保健所等に疫学情報として型

別結果を提供した。  

 一方、検査の信頼性確保のため、内部精度管理検査を徹底した。さら

に厚生労働省による麻しんウイルス及び風しんウイルスのヌクレオチド

シークエンスによる遺伝子型別検査の外部精度管理調査に参加し、適正

に検査が実施されている旨の評価を得た。  
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Ⅳ  研修及び相談・情報提供  

感染症情報センターでは、研修及び相談・情報提供業務を情報センター

の情報収集、発信機能の一つとして位置付けている。本項目の報告につい

ては、年度単位での実績を報告する。  

 

1 感染症情報センター研修会  

 当 セ ン タ ー で は 、 令 和 元 年 度 に 県 内 保 健 所 職 員 等 を 対 象 と し た 感 染 症

情報センター研修会を 3 回開催した (表Ⅳ -1 -1)。  

 共催という形では、県保健医療部医療整備課と「医療機関における院内

感染対策研修会」を開催した (8 月 )。医療法人社団愛友会上尾中央総合病

院から外部講師を招いて『病院現場における感染対策の現状』と題した特

別 講 演 を 開 催 し 、 病 院 に お け る 感 染 対 策 の 実 情 や 薬 剤 耐 性 菌 対 策 の 実 際

について学んだ。  

「感染症情報センター研修会」 (10 月 )では、川崎市健康安全研究所から

外部講師を招き、『感染症のワクチン戦略～話題の麻しん・風しんを中心

にして～』と題した特別講演を開催し、ワクチンによる感染症対策につい

ての歴史～現在～今後の展望までを学んだ。  

 

表Ⅳ -1 -1 令和元年度埼玉県感染症情報センター主催研修会実施状況  

 

 

2 研修への講師派遣  

令和元年度は、当センターから研修講師を 14 回派遣した。内訳は表Ⅳ -

2 -1 のとおりであった。  

 

 

№ 研修会名称 対象者 実施日 参加人数 講　　　師

1
令和元年度「Ｏ１５７等感染症発生原因調
査事業」説明会

県内保健所職員（政令市、中核
市を含む）、食肉衛生検査セン
ター職員、市研究センター職員、
市研究センター職員、県衛生研
究所職員

R1.6.6 33
当センター感染症疫学情報担
当職員、臨床微生物担当職員

2
令和元年度医療機関における院内感染
対策研修会

県内保健所職員（政令市、中核
市を含む）、県保健衛生主管課
職員、県衛生研究所職員

R1.8.19 35

医療法人社団愛友会　上尾中
央総合病院　荒井千恵子氏、
感染症疫学情報担当職員、臨
床微生物担当職員

3 令和元年度感染症情報センター研修会
県内保健所職員（政令市、中核
市を含む）、市町村職員、衛生研
究所職員

R1.10.7 48
川崎市健康安全研究所　岡部
信彦氏、感染症疫学情報担当
職員、ウイルス担当職員
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表Ⅳ -2 -1 令和元年度埼玉県感染症情報センター研修講師実績  

 

 

3 研修の受講  

令和元年度の当センター職員の研修会受講状況は表Ⅳ -3 -1 のとおりで

あった。  

受講者は、研修内容等を随時他の職員に伝達し、職員相互での情報・知

識・技術の共有及び向上に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

№ 研修の名称 主催者 対象者 実施日

1
平成31年度
感染症対策担当者研修会

保健医療政策課
県内保健所
感染症担当職員等

H31.4.26

2
令和元年度社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会感染症基礎研修

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会
研修開発部
福祉研修センター

社会福祉施設、市町村社協、介護保険事業施設
の職員等

R1.6.25

3
令和元年度医療機関における院内感染
対策研修会

衛生研究所、医療整備課
県内保健所職員（政令市及び中核市を含む）、県
保健衛生主管課職員、県衛生研究所職員

R1.8.19

4
令和元年度社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会感染症専門研修
Ａ日程：子供にかかりやすい感染症

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会
研修開発部
福祉研修センター

社会福祉施設、市町村社協、介護保険事業施設
の職員等（保育園・保育所、児童養護施設、障害
福祉サービス施設等職員）

R1.9.5

5
令和元年度第1回埼玉県感染症担当者
会議
結核分子疫学調査について

保健医療政策課
県内保健所職員（政令市及び中核市を含む）、県
保健衛生主管課職員、県衛生研究所職員

R1.9.18

6
令和元年度社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会感染症専門研修
Ｂ日程：高齢者にかかりやすい感染症

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会
研修開発部
福祉研修センター

社会福祉施設、市町村社協、介護保険事業施設
の職員等（特別養護老人ホーム、介護老人福祉
施設、老人保健施設、障害福祉サービス施設職
員等）

R1.9.19

7 第21期救急救命士養成訓練 埼玉県消防学校 救急救命士養成課程受講者 R1.10.4

8 令和元年度新興再興感染症技術研修 国立保健医療科学院 地方衛生研究所ウイルス検査担当職員等 R1.10.7-10

9
令和元年度地方衛生研究所全国協議会
関東甲信静支部第9回公衆衛生情報研
究部会

関東甲信静支部
公衆衛生情報研究部会

関東甲信静支部の都道府県職員等 R1.11.1

10
令和元年度中堅養護教諭資質向上研修
・感染症の基礎再確認
・感染症発生時の対応

県総合教育センター 養護教員10年経験者 R1.11.12

11 第40回日本食品微生物学会学術総会 日本食品微生物学会
行政担当者、食品業界、大学関係等の食品微生
物学会員

R1.11.28

12
令和元年度埼玉県予防接種行政担当者
研修会

保健医療政策課
市町村、県（保健所・衛生研究所）予防接種関係
職員

R2.1.10

13
令和元年度感染症発生事業等において
ゆうパックにより検体を送付する際の包装
責任者研修会

保健医療政策課
県内医療機関検査担当者、県内検査機関担当
者

R2.1.10

14

令和元年度第2回埼玉県感染症担当者
会議
QFT検査試薬変更に伴う従来の判定保
留域に係る考え方について

保健医療政策課
県内保健所職員（政令市及び中核市を含む）、県
保健衛生主管課職員、県衛生研究所職員

R2.1.29
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表Ⅳ -3 -1 令和元年度埼玉県感染症情報センター研修受講状況  

 

 

 

 

№ 研修の名称 主催者 目的・内容等 期間
受講
人数

1 令和元年度感染症集団発生対策研修 国立保健医療科学院
感染症集団発生時の実地疫学に基づく調査方
法の知識・技術の習得

5日 1

2 令和元年度新興再興感染症技術研修 国立保健医療科学院
ウイルス学基礎、検査の精度保証、麻しんの
遺伝子検査法等について習得

5日 1

3 希少感染症診断技術研修会
厚生労働省健康局結核
感染症課
国立感染症研究所

稀少感染症に関する最新知識と技術の習得 1日 4

4 薬剤耐性菌の検査に関する研修 国立感染症研究所
薬剤耐性菌検査の基礎的知識及び検査技術
の習得

3日 1

5 動物由来感染症対策技術研修会 厚生労働省 動物由来感染症に関する情報収集 1日 1

6 腸管出血性大腸菌MLVA技術研修会 国立感染症研究所
腸管出血性大腸菌MLVAに関する最新知識と
技術の習得

1日 1

7
平成31年度
病原体等の包装・運搬講習会

厚生労働省健康局結核
感染症課

病原体等の運搬の基本となる梱包方法及び関
係法規の習得
ゆうパック利用に係る遵守事項と梱包の実技
等の習得

1日 4

8 生活衛生関係技術担当者研修
厚生労働省医薬・生活
衛生局生活衛生課

建築物衛生及び公衆浴場等生活衛生関係技
術担当職員に対し、関係施策等に関する最新
の情報提供及び対策の推進

1日 1

9 第78回日本公衆衛生学会 日本公衆衛生学会
公衆衛生の向上、増進に寄与する科学的エビ
デンスの習得及び公衆衛生活動の実践状況
の把握

3日 5

10 第31回日本臨床微生物学会 日本臨床微生物学会
感染症・臨床微生物学についての最新知識の
取得・情報交換

2日 1

11 第94回日本結核病学会総会 日本結核病学会総会 結核に関する最新知識の習得と情報交換 2日 1

12 第35回日本環境感染学会学術集会 日本環境感染学会
レジオネラ症をはじめとする環境由来感染症関
する最新知識の習得と情報交換

1日 1

13 第60回日本臨床ウイルス学会学術集会 日本臨床ウイルス学会
ウイルスの特性、感染の病態、疫学的動向に
関する最新の知見を習得

2日 1

14 第23回腸管出血性大腸菌感染症研究会
第23回腸管出血性大腸
菌感染症研究会

腸管出血性大腸菌に関する調査研究及び情
報交換

2日 2

15
第33回公衆衛生情報研究協議会総会・研究
会

保健医療科学院 公衆衛生情報に関する知識の習得等 2日 2

16
令和元年年度地方衛生研究所全国協議会関
東甲信静支部第9回公衆衛生情報研究部会
総会・研究会

川崎生命科学・環境研
究センター

公衆衛生情報に関する知識の習得等 3.5時間 3

17 第40回衛生微生物技術協議会
衛生微生物技術協議会
（国立感染症研究所）

衛生行政に関する衛生微生物の情報交換、技
術の向上及び会員の相互の連絡、協調を図る

2日 2

18
第32回地方衛生研究所全国協議会関東甲信
静支部細菌研究部会

地方衛生研究所全国協
議会関東甲信静支部

感染症に係る細菌系病原体検査の講演および
研究発表

2日 5

19 関東甲信静支部ウイルス研究会
地研協議会関東甲信静
支部ウイルス研究部会

ウイルス検査、調査、研究に関する発表、課題
検討

2日 2

20 平成31年度感染症対策担当者研修会 保健医療政策課 感染症担当職員の業務における知識の習得 1日 4

21
令和元年度埼玉県予防接種行政担当者研修
会

保健医療政策課 予防接種従事者の知識向上等 3時間 2

22 令和元年度感染症リスクマネジメント研修会 保健医療政策課 感染防止対策における地域連携の実際Ⅰ 2.5時間 4

23 令和元年度感染症リスクマネジメント研修会 保健医療政策課 感染防止対策における地域連携の実際Ⅱ 3時間 4

24
令和元年度「Ｏ１５７等感染症発生原因調査
事業」説明会

衛生研究所 事業説明 2時間 11

25 令和元年度第1回精度管理研修会
衛生研究所
精度管理担当

病原体検査業務等検査業務管理要領に基づく
病原体検査における精度管理について

1時間 16

26 令和元年度第4回精度管理研修会
衛生研究所
精度管理担当

電子天秤の精度管理について 1.5時間 2
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続き  

 

 

4 研修受け入れ  

感染症情報センターで受け入れた令和元年度の研修は、表Ⅳ -4 -1 のと

おりであった。  

主に感染症情報センター担当の業務紹介、及び検査・研究設備の見学、

意見交換等を行った。  

 

表Ⅳ -4 -1 令和元年度埼玉県感染症情報センター研修受け入れ実績  

 
  

№ 研修の名称 主催者 目的・内容等 期間
受講
人数

27 令和元年度第5回精度管理研修会
衛生研究所
精度管理担当

試験結果の妥当性確保について 2時間 5

28
令和元年度第1回病源体の取扱いに関する研
修会

衛生研究所

①バイオセーフティ研修伝達講義②感染症法
の概要と病原体等検査業務管理要領について
感染症法の規定に従った特定病原体等の適
切な取扱い方法の習得及び確認

1日 3

29
令和元年度第2回病源体の取扱いに関する研
修会

衛生研究所 病原体運搬研修の伝達研修 1時間 1

30
令和元年度第3回病源体の取扱いに関する研
修会

衛生研究所 特定病原体所持施設の管理義務について① 3時間 2

31
令和元年度第4回病源体の取扱いに関する研
修会

衛生研究所 特定病原体所持施設の管理義務について② １時間 3

32
令和元年度第5回病源体の取扱いに関する研
修会

衛生研究所 特定病原体所持施設の管理義務について③ １時間 4

33
病原体等取扱いに係る教育訓練
災害時病原体取り扱い訓練

衛生研究所
病原体の取扱い中の災害発生に対応できるよ
うにする

1時間 8

34 ウイルス検査業務研修 衛生研究所
外部講師との検査業務、職員育成、精度管
理、研究推進に関するディスカッション

1日 1

35 イルミナiSchool「NGS超入門」 イルミナ
NGSの原理・基礎用語及び実験の組み立て方
の基本を学ぶ

0.5日 2

36
バイオセーフティ技術講習会（主任管理コー
ス）

バイオメディカルサイエ
ンス研究会

講義・実習により微生物学的知識と技術の基
礎を習得

3日 1

37 令和元年度予防接種従事者研修会
公益財団法人予防接種
リサーチセンター

予防接種の実施にあたっての医学的・制度的
な基礎知識及び最新知識等の習得

4時間 1

38 人材育成研修
地研協議会関東甲信静
支部ウイルス研究部会

地方衛生研究所等においてウイルス検査業務
を担当する新任者、経験の浅い職員に対する
基礎研修

1日 3

39
令和元年第1回九都県市新型インフルエンザ
等感染症対策研修会

九都県市新型インフル
エンザ等感染症対策検
討部会

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
に向けた感染症対策

2時間 2

40 研究推進セミナー 埼玉県立大学 研究論文の書き方 2時間 2

№ 来所者 目的・内容 対応 実施日

1
川越市保健所検査課職員
越谷市保健所検査課職員

DNAシークエンスによるノロウイ
ルスの遺伝子型別研修

ノロウイルス遺伝子型別検査研修
R1.6.5-6

R1.7.23-24
R1.8.6-7

2
薬学部学生3名(5年生2名、3年
生1名）

衛生研究所の業務を知る 業務紹介、検査・研究設備の見学等 R1.8.19

3 臨床医研修生
ウイルス担当の業務説明及び所
内見学

業務紹介、検査・研究設備の見学等 R1.10.25

4
川越市保健所検査課職員
越谷市保健所検査課職員

リアルタイムPCR法によるウイル
スの検査研修

麻しん、風しん検査研修 R1.11.13
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5 相談業務  

感染症疫学情報担当では、平成 14 年 4 月に感染症疫学情報担当が発足

して以来、情報の収集・解析及び還元情報の効果を評価するために、担当

に寄せられた問い合わせ内容を、相談データとして Microsof t  Access 上

に構築したデータベースに蓄積し、相談の傾向を把握している。  

  

(1 ) 相談件数の推移  

年 度 ご と の 相 談 件 数 は 、 感 染 症 情 報 セ ン タ ー が 県 庁 か ら 移 管 さ れ た 平

成 16 年度に大きく増加し、最多となった平成 19 年度まで増加が続いた

が、その後は減少傾向にある。令和元年度の相談件数は 96 件で、前年度

の 147 件を下回った (表Ⅳ -5 -1)。  

 

表Ⅳ -5 -1 年度別相談件数  

 

 

月別の相談件数は平成 19 年度以降、年度前半 (4 月～ 9 月 )の合計相談

件数が年度全体の 53.1%～ 74.3%で、後半 (10 月～ 3 月 )より多い状況が

続いている (図Ⅳ -5 -1)。  

 

 

  図Ⅳ -5 -1 月別相談件数の推移  

 

年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

相談件数 47件 76件 395件 399件 531件 551件 372件 294件 317件

年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

相談件数 245件 244件 275件 220件 171件 154件 121件 147件 96件
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(2 ) 相談者の属性  

相談者の属性を件数及び割合で見ると、一般県民、保健所を除く県機関、

保健所の順で多かった (表Ⅳ -5 -2、図Ⅳ -5 -2)。最多であった一般県民から

の相談は 28 件 (29 .2%)と、前年度の 27 件 (18 .4%)と同等であったが、保

健所を除く県機関、保健所、県内市町村からの相談は前年度を大きく下回

っていた。なお、主な相談者属性の内訳は、県機関 (21 件・ 21.9%)は県保

健医療部各課等の職員、他自治体 (5 件・ 5.2%)は他都道府県立の保健・衛

生・環境の研究所及び市保健所であった。また、その他 (15 件・ 15.6%)の

属性は、通信・報道関係機関、医療関係者等であった。  

 

表Ⅳ -5 -2 相談者別・相談内容別  相談受理件数  

 
 

 

 

 

図Ⅳ -5 -2 相談者内訳  

 

 

感染症
全般

疾患に
ついて

新型コロナウイ
ルス感染症

関係
麻しん 検査 O157等

システム
関連

インフル
エンザ

その他 計 割合

保健所 6 2 1 2 2 5 18 18.8%

県内市町村 3 1 1 5 5.2%

県機関 10 4 2 1 1 3 21 21.9%

国 1 1 1 3 3.1%

他自治体 1 1 3 5 5.2%

福祉関係 1 1 1.0%

一般県民 1 4 14 3 1 2 3 28 29.2%

その他 2 2 1 4 1 5 15 15.6%

計 20 13 20 4 7 4 3 4 21 96 100.0%

割合 20.8% 13.5% 20.8% 4.2% 7.3% 4.2% 3.1% 4.2% 21.9% 100.0%
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(3 ) 相談内容  

相談内容分類では、「感染症全般」及び「新型コロナウイルス感染症関

係」 20 件  (20 .8%)、「疾患について」 13 件  (13 .5%)の順で相談が多かっ

た。「その他」は 21 件 (21 .9%)であった (表Ⅳ -5 -2、図Ⅳ -5 -3)。「感染症全

般」 (15 件・ 10.2%→ 20 件・ 20.8%)、は前年度から増加した。一方、「疾

患について」 (29 件・ 19.7%→ 13 件・ 13.5%)、「麻しん」 (18 件・ 12.2%→

4 件・ 4.2%)、「 O157 等」 (9 件・ 6.1%→ 4 件・ 4.2%)、「インフルエンザ」

(27 件・ 18.4%→ 4 件・ 4.2%)及び「予防接種」 (12 件・ 8.2%→ 0 件・ 0%)

は、大きく減少した。  

「感染症全般」は、県機関からの相談が最多で、次いで保健所の順であ

り 、 相 談 内 容 の 半 数 以 上 が デ ー タ 提 供 に つ い て の 問 い 合 わ せ で あ っ た 。

「新型コロナウイルス感染症関係」は、令和元年度より新たに集計項目と

したものであるが、一般県民からの相談が 7 割を占めており、相談方法

は電話と e-mai l で半数ずつであった。「疾患について」は、県機関及び一

般県民からの相談が最多であり、相談内容は、感染症の流行情報もしくは

発生状況 (データ提供依頼を含む )に関するものが最多であった。  

 

 

 
図Ⅳ -5 -3 相談内容分類  
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(4 ) 相談方法  

 相談方法別では、電話による相談が 69 件 (71 .9%)、次いで e-mai l によ

るものが 27 件 (28 .1%)だった (表Ⅳ -5 -3)。  

 

表Ⅳ -5 -3 相談方法別  相談件数  

 

 

6 ホームページによる情報提供  

感 染 症 情 報 セ ン タ ー で は 、 主 と し て 医 療 機 関 や 市 町 村 等 関 連 機 関 へ の

迅 速 か つ 正 確 な 感 染 症 に 関 す る 情 報 の 提 供 と い う 視 点 か ら 、 埼 玉 県 感 染

症情報センターホームページを運営している。  

また、令和 2 年 2 月 26 日より「 COVID-19(新型コロナウイルス感染

症 )の流行状況」のページを新たに追加した。  

 

 

図Ⅳ -6 -1 感染症情報センタートップページアクセス件数  

 

感染症情報センタートップページの月別アクセス件数を図Ⅳ -6 -1 に示

した。令和元年度のアクセス件数を見ると、最も多い月は 3 月 (30 ,551 件 )

であり、次いで 2 月 (27 ,470 件 )であった。過去 7 年間における月別の最

大アクセス数は平成 28 年 12 月の 16,608 件であり、2 月から 3 月のアク
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セ ス 数 は 過 去 に 類 を み な い 程 多 い 値 と な っ た 。 原 因 と し て は 、 令 和 元 年

12 月に中国にて COVID-19(新型コロナウイルス感染症 )が確認され、2 月

に は 日 本 に お い て も 感 染 が 広 ま っ た為 と 考 え ら れ る 。 そ の 証 拠 と し て 2

月 末 に 新 た に 作 成 し た ペ ー ジ で あ る 「 COVID-19(新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染症 )の流行状況」は、 2 月 26～ 29 日の 4 日間で、約 2,300 アクセス、 3

月一か月間で約 43,000 アクセスを記録した。また例年と比較して 7 月、

9 月のアクセス数が若干多くなっており、その理由として、7 月から 8 月

にかけての手足口病が全国的に流行したこと、9 月に沖縄県にてインフル

エ ン ザ が 流 行 し た こ と に よ り 、 定 点 把 握 対 象 疾 患 の 動 向 並 び に イ ン フ ル

エンザ流行情報のページのアクセス件数が増加したためと推測される。  

ホ ー ム ペ ー ジ で は 、 患 者 発 生 情 報 の ほ か 病 原 体 検 出 情 報 に つ い て も 掲

載し、一か月に 1 回の更新を行っている。この更新情報は感染症発生動

向調査週報に掲載したもので、病原体検出情報のほか、感染症の流行等を

考慮に入れ、時期に合ったテーマをトピックスとして掲載している。表Ⅳ

-6 -1 に、令和元年度に掲載したトピックス内容を示した。  

 

表Ⅳ -6 -1 ホームページトピックス内容  

 

  

掲載月 内容

5月  今シーズンのインフルエンザ

9月  麻しん(2019年)
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Ⅴ  調査研究  

 調 査 研 究 事 業 は 、 感 染 症 情 報 セ ン タ ー の 専 門 的 機 能 の 維 持 向 上 に 不 可

欠な活動であり、衛生研究所の機能の一つに位置付けられている。ここで

は、各担当の業務に関連した調査研究を紹介する。  

 

1 研究事業  

 令和元年度は、厚生労働科学研究等以下の 5 件の研究事業を実施した。  

(1 ) 厚生労働科学研究  

a .  マスギャザリング時や新興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベ

イランスの強化とリスクアセスメントに関する研究  

感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス に つ い て の 継 続 的 な 研 究 を 行 っ て お り 、 地 方

衛生研究所・感染症情報センターの立場で参画し、原因不明疾患のため

の疑似症サーベイランスの運用等を行った。   

b .  食 品 由 来 感 染 症 の 病 原 体 情 報 の 解 析 手 法 お よ び 共 有 化 シ ス テ ム の 構

築のための研究  

埼玉県で分離された腸管出血性大腸菌について、MLVA 法等の分子疫

学的手法で解析を進めた。  

c .  下痢症ウイルス感染症の分子疫学及び流行予測に関する研究  

下 痢 症 ウ イ ル ス の 流 行 予 測 と 感 染 制 御 に 資 す る こ と を 目 的 に 、 患 者

の 排 出 す る ノ ロ ウ イ ル ス 等 を 対 象 に カ プ シ ド 領 域 遺 伝 子 配 列 解 析 を 実

施し、ウイルス遺伝子配列の時系列変遷データを蓄積した。  

d .  食品由来薬剤耐性菌のサーベイランスのための研究  

 － 地 研 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 食 品 お よ び ヒ ト か ら 分 離 さ れ る サ ル

モネラ、大腸菌、カンピロバクター等の薬剤耐性の動向調査－  

埼 玉 県 に お け る ヒ ト 及 び 食 品 由 来 の サ ル モ ネ ラ 等 の 疫 学 的 ・ 遺 伝 学

的な解析を行い、食品由来薬剤耐性菌の動向を把握する調査・研究を行

った。  

e .  新興・再興エンテロウイルス感染症の検査・診断・治療・用法の開発

に向けた研究  

衛 生 研 究 所 で 行 わ れ て い る エ ン テ ロ ウ イ ル ス 検 査 状 況 及 び 検 査 方 法

についてアンケート調査を行い、実態の把握を行った。また、エンテロ

ウイルス D-68 を含めたエンテロウイルスの検査を効率よく行うための

検査法を検討した。  

 
(2 ) 他機関との共同研究  

a .  下水処理施設における流入水の腸管系ウイルスの実態調査 (埼玉県下
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水道公社 )  

県 民 の 感 染 性 胃 腸 炎 等 の 流 行 状 況 把 握 に 関 し て 下 水 中 の ウ イ ル ス 検

査 の 有 用 性 を 探 る と と も に 、 腸 管 系 ウ イ ル ス の 流 行 の 実 態 把 握 の た め

の 資 料 を 得 る こ と を 目 的 に 、 下 水 に お け る 腸 管 系 ウ イ ル ス の 実 態 に つ

いて調査した。  
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2 学会発表  

学会発表等、研究成果の外部への公表は、 11 件行った (表Ⅴ -2 -1)。  
 

表Ⅴ -2 -1 令和元年度学会等報告  

 
 
 
 
 

  

№ 演     題     名 研究者名 学  会  名 発表年

1
「対策が注目されている食中毒の背景と現状」腸管出血性
大腸菌食中毒－最近10年の発生状況及び課題と対策－

斎藤章暢 第40回日本食品微生物学会学術総会 2019

2
埼玉県における風しん発生状況：感染症発生動向調査で収
集した風しんに関する情報解析

尾関由姫恵　尾上恵子　斎藤章暢　内田和江
岸本剛　本多麻夫

第78回日本公衆衛生学会総会 2019

3 埼玉県における水痘ワクチン定期接種状況の生年別調査
尾上恵子　尾関由姫恵　斎藤章暢　岸本剛
本多麻夫

第78回日本公衆衛生学会総会 2019

4 元荒川水循環センター流入水における腸管系ウイルス調査 小川泰卓　内田和江　岸本剛 第78回日本公衆衛生学会総会 2019

5
2018年の埼玉県感染症発生動向調査における風しん症例
について

青沼えり　篠原美千代　富岡恭子　鈴木典子
峯岸俊貴　小川泰卓　宮下広大　内田和江
倉園貴至　岸本剛

第60回日本臨床ウイルス学会 2019

6
下水処理施設における流入水の腸管系ウイルス実態調査
について

小川泰卓　峯岸俊貴　宮下広大　篠原美千代
鈴木典子　青沼えり　内田和江　福島浩一　岸本剛

ウイルス性下痢症研究会第31回学術集
会

2019

7
埼玉県における性感染症の発生動向 －HIV・梅毒・A型肝
炎・アメーバ赤痢－

宜保輝　小菅隆裕　安藤紗絵子　尾上恵子　尾関由
姫恵　斎藤章暢　岸本剛

第21回埼玉県健康福祉研究発表会 2020

8
ラグビーWC及び東京オリンピック・パラリンピックにおける感
染症対策について

小菅隆裕　宜保輝　安藤紗絵子　尾上恵子
尾関由姫恵　斎藤章暢　岸本剛

第21回埼玉県健康福祉研究発表会 2020

9 埼玉県におけるノロウイルスの検出状況
大埼哲　篠原美千代　鈴木典子　江原勇登
小川泰卓　青沼えり　宮下広大　内田和江

第21回埼玉県健康福祉研究発表会 2020

10
結核接触者健康診断におけるIGRA検査の実施状況(平成
30年度)

石井明日菜　石澤文菜　福島浩一　倉園貴至 第21回埼玉県健康福祉研究発表会 2020

11 埼玉県における結核菌分子疫学調査の実施状況について
石井明日菜　石澤文菜　小林匠　富岡恭子
砂押克彦　福島浩一

第21回埼玉県健康福祉研究発表会 2020



- 84 - 
 

3 論文発表  
雑誌等への研究成果の外部への報告は、 13 件行った (表Ⅴ -3 -1)。  

 
表Ⅴ -3 -1 令和元年度雑誌等報告  

 
 
 
 
 

 
 

 

  

№ 題　名 著者名 誌　　名 発表年

1
クオンティフェロン®TBゴールド検査の判定保留者に対し
て実施したT-スポット®.TB からの一考察

石井明日菜　濱本紀子　福島浩一　岸本剛　中島守 結核　94,367-371,2019 2019

2
元荒川水循環センター流入水及び放流水における腸管系
ウイルス調査（2017年度～2018年度）

峯岸俊貴　小川泰卓　篠原美千代　富岡恭子　鈴木典子
青沼えり　内田和江　倉園貴至　丸山信之　古屋佑樹
鈴木雅之

埼玉県衛生研究所報　53, 35-44, 2019 2019

3
感染症発生動向調査情報に基づく埼玉県の患者発生状
況-2018年-

尾関由姫恵　小菅隆裕　猪野翔一朗　尾上恵子
山田さゆり　斎藤章暢　岸本剛

埼玉県衛生研究所報　53, 52-64, 2019 2019

4 埼玉県の腸管系病原菌検出状況（2018）
佐藤孝志　塚本展子　砂押克彦　福島浩一
倉園貴至

埼玉県衛生研究所報　53, 65-66, 2019 2019

5
埼玉県におけるカルバペネム耐性腸内細菌科細菌の検
査状況（平成28～30年度）

塚本展子　砂押克彦　佐藤孝志　倉園貴至
福島浩一

埼玉県衛生研究所報　53, 67-71, 2019 2019

6 埼玉県におけるIGRA検査の実施状況（2018年）
石井明日菜　石澤文菜　濱本紀子　近真理奈
砂押克彦　福島浩一

埼玉県衛生研究所報　53, 72-74, 2019 2019

7
埼玉県における結核菌分子疫学調査の実施状況につい
て（平成28～30年度）

石井明日菜　濱本紀子　石澤文菜　近真理奈
砂押克彦　福島浩一

埼玉県衛生研究所報　53, 75-77, 2019 2019

8
感染症のウイルス病原体検査における精度管理検査の
実施状況（2016-2018年度）

内田和江　篠原美千代　富岡恭子　鈴木典子　峯岸俊貴
小川泰卓　青沼えり　宮下広大　倉園貴至

埼玉県衛生研究所報　53, 78-80, 2019 2019

9
感染症発生動向調査におけるウイルス検出状況（2018年
度）

鈴木典子　篠原美千代　富岡恭子　峯岸俊貴
小川泰卓　青沼えり　宮下広大　内田和江

埼玉県衛生研究所報　53, 81-86, 2019 2019

10 インフルエンザウイルス検出状況（2018/2019シーズン）
鈴木典子　篠原美千代　富岡恭子　峯岸俊貴
小川泰卓　青沼えり　宮下広大　内田和江

埼玉県衛生研究所報　53, 87-91, 2019 2019

11
埼玉県における食中毒関連検査のウイルス検出状況
（2018年度）

小川泰卓　峯岸俊貴　青沼えり　富岡恭子　鈴木典子
宮下広大　篠原美千代　内田和江　倉園貴至

埼玉県衛生研究所報　53, 92-96, 2019 2019

12 重大感染症対策事業の進捗状況（2018年度）
小川泰卓　峯岸俊貴　篠原美千代　富岡恭子　鈴木典子
青沼えり　宮下広大　内田和江　倉園貴至　岸本剛

埼玉県衛生研究所報　53, 97-98, 2019 2019

13 感染症流行予測調査（平成30年度）
青沼えり　富岡恭子　篠原美千代　鈴木典子
峯岸俊貴　小川泰卓　宮下広大　内田和江
倉園貴至　岸本剛

埼玉県衛生研究所報　53, 99-100, 2019 2019
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Ⅵ  今後の課題  

最近の感染症分野では、種々の新興・再興感染症の出現、多くの人が集

合 す る 国 際 的 イ ベ ン ト で の 重 大 な 感 染 症 発 生 の 脅 威 、 薬 剤 耐 性 菌 問 題 な

ど、直面する複雑な課題への対応が求められてきた。情報センターは、改

正 さ れ た 感 染 症 法 で 病 原 体 収 集 検 査 体 制 を 刷 新 強 化 し 、 県 の 感 染 症 重 大

事案対策事業を立ち上げ、次世代シーケンサー (NGS)による検査技術を導

入し、原因不明重症感染症の検査を行ってきた。    

令 和 元 年 度 上 半 期 は 麻 し ん 国 内 流 行 に 伴 う ウ イ ル ス 検 査 数 増 加 に 対 応

した。また、ラグビーワールドカップ開催時は改正疑似症サーベイランス

も 加 え た 強 化 サ ー ベ イ ラ ン ス を 行 い 、 大 会 期 間 中 の 感 染 症 異 常 発 生 の な

いことを確認した。1 月からは新型コロナウイルス対応を行っている。参

事兼所長が 2 月半ばから県庁常駐状況になる中、急増する PCR 行政検査

需要に対応するため、衛生研究所全体の応援体制でも対応している。  

埼 玉 県 に お け る 情 報 セ ン タ ー は 疫 学 情 報 を 扱 う 感 染 症 疫 学 情 報 担 当 と

病 原 体 検 出 解 析 を 行 う 臨 床 微 生 物 担 当 及 び ウ イ ル ス 担 当 で 構 成 さ れ て い

る。それぞれの担当が相互に利点を生かした連携体制を構築し、公衆衛生

の第一線機関である保健所を支援するため、情報の収集、解析、発信を行

ってきた。さらに、衛生研究所には、衛生行政における科学的、技術的中

核 機 関 と し て 感 染 症 を は じ め と す る 危 機 管 理 機 能 の 充 実 強 化 が 求 め ら れ 、

常に機能の向上を目指していく必要がある。  

令和 2 年度も新型コロナウイルス対策のさらなる強化策が求められて

いる。 PCR 等検査に関しては、中核市保健所・病院検査室・民間検査機

関でも積極的に実施されている。また、日々の報道発表が県庁でなされて

いる。その中で情報センター機能を発揮する必要がある。外部の研究機関

と連携した NGS の活用を含めた検査研究体制の強化や行政機関と連携し

た 患 者 情 報 の 詳 細 分 析 な ど の 対 策 立 案 評 価 に 資 す る サ ー ベ イ ラ ン ス 機 能

向上が課題となっている。     

これらの課題へ計画的に対応するためには、微生物学、疫学、感染症学、

情 報 科 学 等 の 広 い 知 識 と 関 係 機 関 等 と の 現 場 調 整 能 力 を 持 つ 機 能 が 要 求

される。平時から専門的人的ネットワークと計画的、合理的な機器の整備

充実などが必要と考えられる。一方で、健康危機発生時には、様々なネッ

ト ワ ー ク や 交 流 経 験 が 生 き る た め 、 国 立 感 染 症 研 究 所 等 と の ゲ ノ ム 解 析

データ共有や令和 2 年 4 月からの県庁へ情報解析職員派遣も情報センタ

ー機能充実強化の試金石としたい。  
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埼玉県感染症情報センター設置要領  

 

1 目的  

   この要領は、埼玉県感染症発生動向調査実施要綱の改正 (平成 16 年 4

月 1 日施行 )に伴い、埼玉県感染症情報センター (以下「感染症情報セン

ター」という )の運営に関し、必要な事項を定め、衛生研究所において感

染症に関する患者情報及び病原体情報を正確に把握し、関係機関及び県

民に対して、必要で有用な情報を的確かつ迅速に提供するとともに、そ

のことにより、県内における感染症の発生を未然に防止し、感染症の発

生に際しては、その拡散、拡大を最小限に止め、県民の健康を守ること

を目的とする。  

 

2 設置  

(1 ) 感染症情報センターは、衛生研究所内に設置する。  

(2 ) 感染症情報センターの構成は、感染症疫学情報担当、ウイルス担当

及 び 臨 床 微 生 物 担 当 と し 、 必 要 に 応 じ て 他 の 関 係 担 当 の 協 力 も 要 請

するものとする。  

(3 ) 感染症情報センターの長は、衛生研究所長とし、その運営は担当の

リーダーが行う。  

 

3 業務  

   感染症情報センターの業務内容は、主に以下に挙げるものとする。  

(1 ) 感染症発生動向調査に関わること。  

(2 ) 感染症患者発生情報の収集・解析に関わること。  

(3 ) 感染症集団発生の疫学調査 (情報収集・解析、病原体検出等 )  

(4 ) 病原体情報の収集・解析 (ウイルス ､細菌等 )  

(5 ) 感染症に関わる研修会  

(6 ) 関係機関及び県民への情報発信 (ホームページ )           

(7 ) その他関係機関との連携・調整に関すること。  

  

4 幹事会の設置  

(1 ) 感染症情報センターの運営に関わる幹事会を設置する。定例幹事会

は、毎月 1 回開催する。臨時幹事会は、感染症検査室長が随時招集す

る。  

(2 ) 感染症情報センターの運営に関すること、感染症動向に関する重要

案 件 等 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 外 部 関 係 機 関 と の 連 携 等 に つ い
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て協議しセンターの円滑な運営を図る。  

(3 ) 幹事会のメンバーは、感染症情報センターの主幹級以上の職員で構

成する。  

 

5 感染症情報担当者会議の設置 (別途規程策定 )  

   各 担 当 か ら 実 務 を 行 っ て い る メ ン バ ー に よ っ て 構 成 さ れ る 感 染 症 情

報担当者会議を設置する。この会議は、日常の患者発生動向及び病原体

検出状況について、週 1 回 (ただし、必要が生じた場合には、この限りで

はない。)開催し、総合的な視点で感染症発生に関わる検討を行う。この

会議で患者発生に異常を察知した場合には幹事会を招集し、必要に応じ

て対応を講じる。  

 

6 事務  

  感染症情報センターの事務は、感染症疫学情報担当が行う。  

 

7   附則  

  この要領は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。  

この要領は、平成 18 年 4 月 1 日改正、即日施行する。  

この要領は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。  

この要領は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。  

この要領は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。  
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